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Tantric Buddhist Art from Cuttack District, Orissa

Masahide  Mori

　オ リッサ州はパ ーラ朝の版図であ ったべ ソガル州,ビ ハ ール州 とな らん で,

イ ン ドにおけ る密教の中心地のひ とつ として知 られ る。本論文はオ リッサ州 の

カタ ック地区の代表的な遺跡であ るラ トナギ リ,ウ ダヤギ リ,ラ リタギ リの三

僧院跡におけ る二度の現地調査をふ まえ,各 遺跡の現状を伝え るとともに,遺

跡 ごとの出土品の傾向を明 らかにす る。 さらに,尊 像 の種類に したが って図像

学的な特徴を解明 し,他 地域の密教美術 との比較を通 して,イ ソ ドの密教美術

の総体的 な考察をすすめた。後半には 「オ リッサ州出土仏教図像作例 リス ト」

と して,現 存 す る571点 の作 品について,図 像学 的な特徴 を中心 に網 羅的 な リ

ス トを作成 した。 さらに未公開資料を含む160点 の写真 図版 を添付す るこ とで,

図像資料集 として も活用され るこ とを 目指 してい る。

   Tantric Buddhism flourished in Orissa from the eighth to the tenth 

centuries. Numerous sculptures representing Buddhist deities have been 

excavated from this area, especially from Cuttack District, located on 

the east side of Orissa. Three archaeological sites in Cuttack, i.e. Rat-

nagiri, Lalitagiri and Udayagiri, deserve special mention. In the first 

part of this paper, I report the latest information on these sites based 

upon a field survey in Cuttack in March, 1995 and January, 1996. I also 

clarify the iconographic characteristics of the sculptured deities ex-

cavated from Cuttack with reference to contemporary Buddhist art in 

Bengal and Bihar. In the second part, I present a list of the 

iconographical data of 571 sculptured works from Orissa with 160 

plates.

C高 野山大学
,国 立民族学博物館共同研究員
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1.　 は じ～わに

2.遺 跡 の現 状

　 ラ トナ ギ リ

　 ラ リタ ギ リ

　 ウ ダヤ ギ リ

3.主 要 な図 像 上 の特 徴

　一般的な特徴

　如来

　菩薩

　女尊

　念怒尊 ・財宝 神

4.お わ りに

　 1.は じ め に.

　 イ ン ドの東 北 部,ベ ソ ガル 湾 に面 した オ リ ッサ 州 は,そ の北 に位 置 す るベ ソ ガル ・

ビハ ー ル州 と ともに,イ ン ドに お い て密 教(仏 教 タ ン ト リズ ム)が 最 も栄 え た地 域 で

あ る。 現 在,ナ リ ッサ 州 はll3の行 政 区 に分 か れ て い る。 この うち,州 都 ブバ ネ シ ュ ワ

ル(Bhuvaneswar)や ヒ ン ド ゥー教 の 聖 地 プ リー(Puri),太 陽 寺 院 で 名 高 い コナ ラ

ク(Konarka)な どを擁 す る プ リー(Puri)地 区 は,海 岸 線 の ほ ぼ 中央 に位 置 して い

る。 プ リー地 区 の北 に 隣 接 す る の が カ タ ック(Cuttack)地 区 で あ る。 西 隣 の マ デ ィ

ヤ ・プ ラデ ー シ ュ州 か ら流 れ る大 河 マ ハ ーナ デ ィー(Mahanadi)川 が,こ の 地 区 の

中央 をつ らぬ い て ベ ンガ ・繭 こそそ い で い る.カ タ 。 ク地 区 の さ らに 北 に は ・・レシ ユ

ワル(Baleshwar)地 区,マiユ ル バ ソ ジ ュ(Mayurbhanj)地 区 が続 き,ベ ンガ ル,ビ

ハ ール 州 へ と至 る(地 図1)i。

　 オ リッサ 州 政 府 観 光 局発 行 の仏 教 遺 跡 に 関 す るパ ン フ レ ッ,トに は,次 の よ うな地 名

が 仏 教 遺 跡,あ るい は遺 品 め 出土 地 と して あ げ られ て い る1)0

Cuttack地 区:Ratnagiri,　 Udayagiri,　 Lalitagiri,　 Rameswar,　 Banesvaranasi,

　　　　　 　　　 Brahmavana,　 Choudwar,　 Prachi　 Valley

Baleshwar地 区:Ayodhya,　 Salampur,　 Kupari,　 Khadipada

Phulbani地 区:Bauda,IParagalpur,　 Shyamsundarpur

Puri地 区:Banpur,　 Aragada,　 Bhuvaneswar,　 Kuruma

Sambalpur地 区:Ganiapalli

Mayurbhanj地 区:Khiehing

こ の ほ か,オ リ ッ サ 州 立 博 物 館 に は ナ ラ シ ソ ガ フ.ル(Narasinghapur),ナ トマ ラ

(Nathmara)(以 上 カ タ ッ ク1地区),カ イ ラ(Khaira)(バ レ シ ュ ワ ル 地 区),マンガ ル
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地図1　 オ リッサ州行政 区

地図2　 カタ ック地 区主要仏教遺跡 および 出土地
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表1　 オ リッサ州の密教図像 の出土地別作例数

如来

ラ トナギ リ
　 　 　 　 　 1

ラ リタギ リ ウダヤギ リ 他 カタック 他オ リッサ 奉献塔 計

坐像
胎蔵大日 4 2 2 0 0 0 8

転法輪印 1 3 2 2 0 4 12

触地印 35 9 4 2 10 16 76

与願印 2 1 2 0 0 3 8

定印 4 5 5 1 0 5 20

施無畏印 2 8 0 0 0 i ii

印不明 2 3 0 0 0 0 5

立像
三道宝階降下 1 2 2 0 0 0 5

与願印 0 5 0 0 0 0 5

施無畏印 0 11 0 0 0 0 ii

そ の他 1 0 0 0 0 0 1

不明 1 7 0 0 0 0 8

断片 1 6 0 0 0 0 7

仏頭 13 3 1 0 0 0 17

如来小計 67 65 18 5 10 29 194

菩薩

ラ トナギ リ
　 　 　 　 　 1

ラ リタギ リ ウダヤギ リ 他 カタック 他オ リッサ 奉献塔 計

観音
二轄坐像 14 1 0 6 0 7 28

二轄立像 2 3 1 0 4 0 io

四腎坐像 9 0 1 1 1 3 15

四皆立像 8 0 5 2 0 0 is

六管立像 0 0 a 1 0 0 1

金剛法 1 0 0 0 0 3 4

六字観音 i 0 0 0 0 1 2

断片 12 2 2 2 1 0 19

文殊
アラパ チャナ 0 0 0 0 1 4 5

マ ン ジ ュ ヴ ァ ラ 3 0 i 0 0 5 9

スティラチ ャクラ 0 1 0 0 0 0 1

遊戯坐 5 2 0 1 0 8 16

輪王坐 i 0 0 0 1 2 4

結珈跣坐 1 0 0 0 0 0 1

立像 3 S 1 1 1 0 11

断片 0 0 1 0 0 0 1

弥勒 5 2 0 0 2 2 ii

金剛手 2 3 1 i 1 1 9

金剛薩遜 1 0 0 0 2 9 12

八大菩薩 0 12 0 0 0 0 12

未比定 22 4 2 1 0 5 34

菩薩小計 90 35 15 16 14 50 azo
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女尊

ラ トナギ リ ラ リタギ リ ウダヤギ リ 他 カタ ック 他オ リッサ 奉献塔 計

アパ ラ ー ジ タ ー 1 1 1 0 0 0 3

仏頂尊勝 1 0 0 0 0 0 1

クル クラ ー 0 a 1 0 0 3 4

ガ ソガ ー 0 a 1 0 0 0 1

チ ュ ン ダ ー 3 a 1 a 2 6 14

パル ナ シ ャバ リー 0 a 0 0 0 i 1

般若波羅蜜 1 a 0 0 2 0 3

ブ リ ク テ ィ ー 0 1 0 1 0 0 2

マ ー リ ー チ ー 0 0 0 1 8 16 25

ヤ ム ナ ー 1 0 1 0 0 0 2

ヴァジ。ラヴァー ラー ヒー 0 0 0 1 0 0 1

ヴ ァス ダ ー ラ ー 4 a 0 0 0 3 7

サッげ アヴァジ。リー 1 a 0 0 0 0 1

ハ ー リー テ ィ ー i 1 0 0 0 0 2

タ ー ラ ー 24 2 0 1 10 15 52

女尊小計 37 5 5 6 22 44 119

急怒尊 ・財宝神

ラ トナギ リ ラ リタギ リ ウダヤギ リ 他カタ ック 他オリッサ　 奉献塔 計

チャソダマハーローシャナ 1 a 0 0 0 1 2

マ ハ ー カ ー ラ 1 a 0 0 0 0 i

ヤ マ ー ンタ カ 2 a 0 0 0 0 2

サ ンヴァラ 2 0 0 0 0 0 2

ハ ヤ グ リー ヴ ァ 1 a 0 0 0 0 1

ヘ ー ル カ 1 a 0 0 0 2 3

不明 0 1 1 1 0 0 3

ジ ャ ソバ ラ 16 2 2 0 2 2 24

念怒尊等小計 24 3 3 1 2 5 38

総計 ais 108 41 28 48　 　　　 128 571

(1)尊 格 の順序は後掲 の作例 リス トに一致 する。

(2)「 他カタ ック」は ラ トナギ リ,ラ リタギ リ,ウ ダヤギ リ以外の カタ ヅク地区,「 他オ リッ

　　 サ」はカタ ック地 区以外のオ リッサ州を示す。「他 オ リッサ」には出土地不明の作 品 も含

　　 まれる。

(3)「 奉献塔」は奉献塔の寵の中の浮彫 を示 す。 これ らは1例 を除 きすべて ラ トナギ リか ら出

　　 土 している。

プル(Mangarpur)(プ リー地 区)な どか ら出 土 した 作 品 も展 示 され て い る。 また,

プ リー地 区 の海 岸 寄 りの アチsト ラジ ュ プ ール(Achutrajpur)か ら大 量 の ブ ロ ンズ

像 が 出土 して い る こ とが,Mitra(1978)の 研 究 報 告 に よ って知 られ て い る。

　 これ ら の 中 で最 も有 名 な遺 跡 が,カ タ ック地 区 の ラ トナ ギ リ(Ratnagiri),ラ リタ
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た　　　　　　
ギ リ(Lalitagiri),ウ ダヤ ギ リ(Udayagiri)の3遺 跡 で あ る。 これ ら3遺 跡 を含 む カ

タ ッ ク地 区 か らは膨 大 な数 の密 教 美 術 が 出土 して い る。 本 稿 では 写真 資料 を用 い なが

ら,そ の全 体 像 を 明 らか に した い 。

　 オ リッサ の 名 が仏 教 史 上V'は じめ て 登場 す る の は,お そ ら くマ ウ リヤ朝 の ア シ ョー

カ王 の故 事 か らで あ ろ うz>0,しか し,そ の後,オ リ ッサ の 仏 教 が 文 献 に 現 れ る のは,

7世 紀 の ハ ル シ ャ王 の 時 代 に イ ン ドを訪 れ た 玄 　 のr大 唐 西 域 記 』 を 待 た なけ れ ば な

ら な い 。 密 教 が この 地 に 栄 え た の は,8世 紀 頃 か ら この 地 を 支 配 した バ ウ マ カ ラ

(Bhaumakara)朝 の保 　 V`よ る といわ れ る。 これ は,ベ ン ガル や ビハ ール 地 方 に お

いて パ ー ラ(Pala)朝 が 果 た した役 割 に似 て い る。 オ リ ッサ は一 時 パ ー ラ朝 の支 配 下

に な った 時 代 も あ る が,そ の期 間 は デ ー ヴ ァパ ー ラ(Devapala)王 や ラ ー マ パ ー ラ

(Ramapala)王 の 治世 な どに 限 られ3),こ の地 の仏 教 僧 院 との関 係 も明 らか では な い。

　 カ タ ック地 区 の3遺 跡,ラ トナ ギ リ,ラ リタ ギ リ,ウ ダ ヤギ リに お い て仏 教 僧 院 が

最 盛 期 を む か え た の も,8世 紀 か ら10世 紀 頃 と され る4}0こ れ らの3遺 跡 は カ タ ック

地 区 の ほ ぼ 中央 に位 置 し,こ の地 区 の 中心 地 カ タ ック市 か ら約50キ ロ ・メ ーrル,州

都 ブバ ネ シ ュ ワルか ら は約ilOOキ ロ ・メ ー トル は なれ て い る。 マ ハ ー ナ デ ィー 川 の支

流 ビル パ(Birupa)川 が近Kを 流 れ,か つ て は この 川 が交 通 を遮 断 して い た が,現 在

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
で は いず れ の 遺 跡 に も舗 装 道 路 が 通 じて い る。3遺 跡 で は ラ トナ ギ リが 最 も北 東 寄

り,す なわ ち カ タ ッ ク市 か ら遠 い位 置 にあ り,そ の 西 の方 角 に ウ ダヤ ギ リ,西 南 の 方

角 に ラ リタ ギ リが あ る(地 図2)。

　 い ず れ も 「ギ リ」(山)と い う名 称 が 付 く よ うに,山 頂,あ る いは 山 の 中腹 に建 立

され た 僧 院 で あ る。 た だ し1高 さは 数 十 メ ー トル にす ぎず,「 山」 よ りも 「丘 」 と よ

ん だ方 が 妥 当か も しれ な い。 各 遺 跡 か らの 建造 物 と して は仏 塔 と僧 院 が そ れ ぞ れ発 掘

され て い る。 仏 塔 と僧 院 か らな る寺 院 構 成 は,サ ー ンチ ーや バ ール フ ッ トな どの初 期

の仏 教 遺 跡 か ら知 られ,西 北 イ ン ドの ガ ン ダ ー ラ地 方 や 南 イ ン ドの ア ー ン ドラ地 方 で

も踏 襲 され た 形 式 で あ る。 伝 統 的 な仏 教 僧 院 の構 造 が この地 で も優 勢 で あ った こ とが

知 られ る。 また,こ れ らの建 造 物 は いず れ もか な り小 規 模 であ る。 ラ トナ ギ リ遺 跡 の

第1僧 院 は そ の 中 で最 も規 模 の大 きな 建造 物 で あ るが,一 辺 は 約40メ ー トル にす ぎ な

い 。 同時 代 の パ ー ラ朝 の版 図 に あ った ナ ー ラ ソ ダー(Nalanda)や ヴ ィ クラ マ シ ー ラ

(Vikrama6na)な どの ビハ ー ル地 方 の大 僧 院 とは比 較 に な ら ない ほ ど小 さい5)0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 カ タ ッ ク地 区 の3遺 跡 の発 掘 は,ラ リタギ リと ウ ダヤギ リに 関 して は前 世 紀 に部 分

的 に 行 わ れ た ら しい が,よ ←や く1950年 代 に いた って,イ ソ ド政 府考 古 局 に よる3遺

跡 の調 査 ・発 掘 が本 格 化 した(佐 和1982:2)。 と くに ラ トナ ギ リは,発 掘 の 調 査 報
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告がイ ン ド考古局年報 に発表 され6),ま たMitraの 手になる大部の報告書(1981;

1983)が 刊行されたことで,そ の全容が明らかになった。わが国でも佐和隆研氏が早

くからこの地の密教遺跡の重要性に注 目し,氏 を中心とした調査隊が1980年 に現地調

査を行った7)。その結果,胎 蔵大 日如来像やマソダラ的な構成をとる尊像彫刻の発見

など注 目すべき成果を上げた。 このときの調査報告は佐和編(1982)と してまとめら

れている。その後,隊 の中心メン・ミーの1人 であった頼富本宏氏は,継 続 してカタッ

ク地方の密教図像の研究成果を発表 し,イ ソド密教史におけるオ リッサの重要性を明

らかにしている。密教美術全般をあつかった近著(頼 富 ・下泉1994)に おいても,

オリッサの密教美術は大きく取 り上げられている。Mitraに よる報告書や佐和氏の著

作とほぼ同時期,フ ラソス極東学院のBenistiは 仏塔の研究の一環 として,ビ ハール

のボー ドガヤーとならんでラ トナギ リをあつか う(1981)。 また,最 近では定方晟氏

がイ ソド政府観光局の招聰により現地を訪れ,そ の近況等について報告 している8)0

一方,イ ン ドの密教美術に関 しては,宮 治昭氏を中心 としたグループが尊像別の リス

トを作成し,現 在知 られている出土品のデータを集積することによって,尊 像ごとの

図像学上の特徴を整理するという基礎的な作業を行 ってきた9)0

　筆者は1995年3月 と1996年1月 の2度 にわた り,カ タック地区の仏教遺跡の現地調

査を行った。その結果,従 来の報告書等に比べ,い ずれの地域でも発掘が進み,遺 跡

の全容がほぼ明らかにされつつあることを知った。 とくにラリタギリとウダヤギ リの

2遺 跡に関 しては,こ れまで発掘状況すらほとんど伝 丁られていなかったが,今 回の

調査で,す でに発掘作業が完了していることが明らかになった。そして,い ずれの地

域からも新たな出土品が発見されていることも確認された。 また,ラ トナギ リでは遺

跡に隣接 して博物館も建設 され,主 要な作品は館内に移 され,公 開を待つ状態であっ

た。Mitraや 佐和氏による報告書が発表 されてからすでに10年以上経過 し,発 掘作業

もほぼ最終段階をむかえた現在,カ タック地区の密教遺跡,密 教図像の全容の呈示が

可能にな りつつあるのである10)0

　一方,パ ーラ朝の密教美術についても,こ の10年あまりの間にHuntington(1984)

や上記の宮治氏のグループなどによって研究の進展が著 しい。ベンガル ・ビハール地

方の密教美術 とオ リッサから出土した作例 とを比較することによって,イ ンド密教美

術の地域的な差異 という,こ れまでほとんど取 り上げられなかった問題が明らかにな

る。さらに,カ タック地区の内部においても,ラ トナギリ以外の遺跡からの出土数が

限られていたことから,遺 跡ごとの特色は必ず しも明瞭ではなかった。 しか し,ラ リ

タギ リとウダヤギ リからのまとまった作例が知 られるようにな り,各 遺跡の独自性か
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ら,こ の地の密教美術を より詳細に把握することが可能となった。

　 このような観点のもとに,1本 稿では各遺跡の現状と作品の特色を示 した上で,パ ー

ラ朝の密教美術 との対比を行いつつ,尊 像の種類ごとの図像上の特徴を整理する。さ

らに後半では,現 在知られセいるオ リッサ州出土の作例を リス ト化 した。末尾には未
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表作品や部分図を中心に写真図版を掲載 した。なお,本 文中で[]で 示された番

号は作例 リス トの通 し番号年,図1,図2等 は末尾の写真図版に対応する。

2.遺 跡 の現状

ラ トナ ギ リ

　 カタックの3遺 跡の中で最も大きな規模を有するのがラ トナギ リである。Mitraな

どの報告書(1981;1983)に よって,そ の全貌もよく知 られている。南北にのびる丘

陵のほぼ南半分に建造物があったらしい。最も標高の高い南陵に仏塔が築かれ,そ の

北に僧院や祠堂が集まる。仏塔は覆鉢がすでになく,仏 寵などに尊像が置かれていた

形跡もない。仏塔の周囲にはおびただ しい数の奉献塔が林立する。直径2,3メ ー ト

ルの中規模の仏塔 も,中 心茸なる仏塔のまわ りに数基ある。小規模の奉献塔は仏塔の

周囲から発掘されたものであろうが,そ の多くは,現 在,仏 塔の南側の空 き地に雑然

と並べられている。若干数峠仏塔の北東にもまとめられている。ほとんどの奉献塔は

一面に寵を持ち,尊 像の浮彫が認められる。大仏塔の南側にある奉献塔は,寵 のある

面を南に向けて置かれている。

　僧院は第1僧 院(monastery　 1)と 名付けられた最 も規模の大きな建造物を中心に,

その西側にやや規模の小さな第2僧 院,南 東と南西にそれぞれ3棟 の祠堂(temple)

がある(図1)。 ただし,南 東の3棟 と南西の1棟 の祠堂は建造物の跡のみで,祠 堂

の形が知 られるのは南西の 客棟の祠堂,す なわち第4,第5祠 堂のみである。

　Mitra(1981;1983)の 写真図版からは,大 仏塔,僧 院,祠 堂のいずれも,発 掘当
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初はかろうじてプランが確認できる程度であったことがわかるが,現 在では第1僧 院

と第4,第5祠 堂には相当Q修 復が施されている。とくに本尊の安置された第1僧 院

の最奥部は屋根が付けられ,i第4,第5祠 堂もレンガによって全体が復元 されている。

そのため,発 掘された部分とその後復元された部分との境界はあいまいで,現 在の建

造物が当時の形態をどれだけ再現 しているかは疑問である。 これは ラトナギ リに限ら

ず,他 の2遺 跡についても同様である。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
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　 僧 院 の北 に少 しは な れ て,作 品 の保 管 と展 示 を 目的 と した博 物 館 が 近 年 に な って建

設 され た(図3)。 筆 者 の調 査 時 に は まだ一 般 へ 公 開 され て い なか った が,特 別 に 入

館 が 認 め られ た 。展 示 ギ ャ ラ リー4室 を そ な え る大 きな建 物 で,こ の うち2室 に は,

そ れ ぞ れ20例 あ ま りの作 品 が展 示 され てい た 。 い ず れ も保 存 状 態 が 良好 で,技 術 的 に

も優 れ た 作 品 が 集 め られ て い る。 残 る2室 の ギ ャ ラ リー の うち,1室 は 空 室 で あ った

が,も う1室 は比 較 的 小 規 模 の 作 品 が ガ ラス ケ ー ス の 中 に陳 列 され て い た。頼 富 氏 は,

1980年 の調 査 時 に おけ る第1僧 院 の尊 像 配 置 図 を示 し,56例 の作 品 が 確 認 され た こ と

を 報 告 して い るが(佐 和1982:170-185),1996年1月 現 在 そ の 数 は29点 を 数 え る の

み で,大 半 が展 示 ギ ャ ラ リー,も し くは 収蔵 庫 に移 管 され て い る こ とが わ か った。

　 現在,第1僧 院 に置 か れ て い る尊 像 は,入 口周 囲,最 奥 部 の 本 堂,回 廊 の南 西部 の

3箇 所 に限 られ る。 この うち 入 口周 囲 と本堂 の2箇 所 の尊 像 は,頼 富 氏 の報 告 に比 べ

て 大 き な変 化 は な い 。 僧 院 の正 面 に つ け られ た 階 段 の左 手 に 観 音 立 像[251](図

86～89),階 段 を 登 って 入 口(図2)に 至 る まで の ス ペ ー ス に,左 右 に蓮 華 手[248]

(図80～82)と 金 剛 手[354](図116～118)が,ま た,蓮 華 手 の 前 に は像 高2メ ー ト

ル 近 い 観 音 像 が2体 置 か れ て い る[249](図83～85),[254](図90～93)。 入 口を く

ぐる とジ ャ ンバ ラ[550]と ・・一 リーテ ィー[480]が 左 右 の籠 の 中に 安 置 され て い る。

本 堂 の本 尊 は2メ ー トル 以 上 の 高 さを もつ 触 地 印仏 坐 像[53]で あ る。 そ の両 側 には

蓮 華 手[223]と 金 剛 手[348]の2体 の脇 侍 菩 薩 が,払 子 を持 って立 って い る。 本 堂

の手 前 に は,2脇 侍 を と も な っ た仏 坐 像 が2点[44,45],八 大 菩 薩 を光 背 の 左 右 に

配 した仏 坐 像 が や は り2点[36,37],そ して,像 高80セ ソチ ・メ ー トル ほ どの ヴ ァ

ス ダ ー ラ ー像[472]が あ る。 回廊 部 分 の 作 品 は,入 口 よ り入 って左 手 か ら始 ま り,

南 西 の角 を 曲が って,西 の部 分 の ほぼ 中央 あ た りまで な らべ られ てい る。この 中 に は,

宝 冠 を つ け た 文 殊 立 像[331]や 八 難 救 済 の場 面 を左 右 に表 現 した タ ー ラ ー像[528]

(図138～146)な ど,よ く知 られ た大 規 模 な 作 品 も含 まれ る が,大 半 が 新 た に 発 掘 さ

れ た 新 出 資 料 で あ る。 原形 を と どめ た作 品 は 少 な く,欠 損 の多 い作 品 や 断 片 が ほ とん

どで あ る。

　 この ほ か,遺 跡 内 に 置 か れ た 尊 像 に は,第2僧 院 の 本 堂 に あ る三 道 宝 階 降 下 像

[141],第5祠 堂 の観 音 立 像[230],そ して,第5祠 堂 の胎 蔵 大 日如 来[2],金 剛 法

[264](図106～110),金 剛 薩 錘[357]の3点 が あ る。

　 遺 跡 と博 物 館 との作 品 の配 置 に つ いて の イ ン ド考 古 局 の方 針 は 明 らか で は な い が,

遺 跡 内 に残 され た作 品 は ほぼ 次 の3つ の グル ー プに分 け られ る。

　 (1)当 時 の僧 院 や 祠 堂 の状 態 を 示 す と考 え られ る作 品 。 入 口周 囲 の建 造 物 の一 部
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　　　　に組み込まれた作品や,本 堂,祠 堂に安置された作品がこれに相当する。

　 (2)新 たに発掘された り,保 存状態の良くない作品。おもに回廊の作品に相当す

　　　　る。

　 (3)2メ ー トル前後の末規模な作品。入 口周囲の観音像などが相当する。

　 ラ トナギ リの作例につい七は,ま ずその数の多さを指摘しなけれぽならない。今回

の調査と従来の研究にもとついた後掲の リス トでは,カ タック地区から出土 した作品

は523例 を 数 え た が,こ の う}ち,346点 は ラ トナ ギ リか ら出土 して い る。 しか も,奉 献

塔 の 作 品 は,そ の一 部 が 発 表 され て い るに す ぎず,リ ス トで も127点 に 限 られ る。 し

か し,中 村涼一氏の調査にζれば,265点 の奉献塔に尊像彫刻が確認 されるとい う。

重複分を除いてこれを加えると,ラ トナギ リ出土の作例数は483に ものぼるtt)。

　奉献塔の作品を除 くラ トォギ リ出土の作例の全体的な傾向をいくつか指摘しておこ

う。

　如来像に関 しては,触 地印仏坐像が圧倒的に多い,こ のタイプの如来像が多いのは,

ラ トナギ リに限らず,オ リッサ全体,ま たパーラ朝の如来像でも同様である。ラ トナ

ギ リの場合,仏 頭を除 く如来像の出土数全体の54例 の うち,35例 は触地印仏である。

第1僧 院の本尊も触地印仏坐像で,僧 院に大規模な触地印像を置 くのはカタックの3

遺跡に共通である。この本尊仏はラトナギリから出土した作品の中で最も大きな作品

であるが,こ のほかに巨大な仏頭が3点 出土 している[178,179,180]。 頭部のみの

ため全体像は不明で,当 時,1僧院のどこに安置されていたかも明らかではないが,本

尊仏 と同程度,も しくはそれ以上の大きさの如来像があった と考えられる。このほか,

如来像としては菩薩形の胎歳大 日如来坐像が3点 確認できる。このうちの1例[1]

は遺跡の東側にある小学校の校庭に,1例[2]は 先述の第5祠 堂に,さ らにもう1

例[3]は 第1僧 院の回廊部:に置かれている。触地印以外の印相はきわめてわずかで

ある。また,如 来像のほとんどは坐像で,立 像はわずかに4例 を数えるにすぎない

[141,162,163,188]。 立像を置いた奉献塔の出土例も知られていない。

　像高が2メ ー トル近い大規模な菩薩や女尊の像が出土 しているのも,ラ トナギ リの

特徴である。すでに述べた入 口周辺の観音,蓮 華手,金 剛手,ヴ ァスダーラー,回 廊

部の文殊などである。いずれ も細部まで入念に仕上げられた作品で,オ リヅサの密教

美術の代表例として,こ れまでにも紹介されてきた。しばしば,脇 侍を足元に小さく

表現 し,光 背の上部左右にば仏坐像や飛天を配する。中央の尊は大地から伸びる蓮華

に立ち,周 囲の尊 も同じ根から伸びる小さな蓮華に位置する。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 ラトナギリからは後期密教に属する尊像が出土している点も注 目される。ヘールカ
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が1点[542],サ ン ヴ ァラが2点[539,540]あ り,い ず れ も規 模 の 大 きな作 品 であ

る。 中 村 氏 の 調査 に よれ ぽ,奉 献 塔 の　 y>も ヘ ール カが3例,ダ ー キ ニ ーが1例 あ る

とい う。 また 密教 的 色 彩 の濃 い タ ー ラ ーで あ る,先 述 の八 難 救 済 の タ ー ラ ー も2例 知

られ て い る[527,528](図138～146)。 これ らの作 例 は数 の上 で は わ ず か で あ る が,

カ タ ックの 他 の2遺 跡 か ら類 例 の 出 土 は な く,か な り後 の時 代 まで ラ トナ ギ リで は造

像 活 動 が続 い て い た こ とが 予 想 され る。

ラ リタ ギ リ

　 ラリタギ リ遺跡も小高い丘に位置している。東西に長い丘陵で,西 に頂を持ち,こ

こに仏塔があった。仏塔は現在では新 しくレンガで復元されているが,直 径は5な い

し6メ ー トルでそれほど規模は大 きくない(図4)。 自動車道は山の東側を南北に走

り,丘 陵の東端が遺跡への入口になる。 ここか ら,仏 塔の置かれた頂の南斜面の収蔵

庫のあた りまで道が続 く。仏塔以外の建造物の遺構はこの道の両側にある。遺跡の入

口から収蔵庫に向かって進むと,右 手,す なわち道の北側に二つの僧院跡がある(図

7,8)12)。 いずれもほぼ同じ大きさを持ち,東 西にならんで作られている。ラ トナ

ギ リの第1僧 院に比べるとひとまわ り小さいが,中 庭の左右に房室をそなえ,最 奥部

に本堂を持つ構造は変わ りない。南側,す なわち道に面 して入口が開き,本 堂は北に

なる。ここでも新しい レソガで復元作業が行われたようで,外 壁や仕切の壁に相当す

る部分は同じ高さまで築かれている。東の僧院には房室が東西に5つ ずつあり,ラ ト

ナギ リの第2僧 院と同じ数である。規模 もほぼ同程度であろ う。

　 ここからさらに西に向かって進む と道の左手,す なわち南側に,馬 蹄形を した建造

物の遺構が現れる(図5)。 大小二つのU字 型を組み合わせた形の跡が残 り,内 部は

レンガが敷き詰められている。小さい方のU字 の奥まった部分には円形の建造物跡

が残されている(図6)。 房室のような小さな部屋は認められない。このような遺構

はラ リタギ リ以外のカタックの遺跡から発掘されていないため,当 時の形態や建物の

用途は想像にたよるほかないが,お そ らく,中 央 の円形 の遺構 にはチ ャイ トヤ

(caitya)が 置かれ,こ れをおおうような形で建物があったことが予想され,チ ャイ

トヤの礼拝を 目的とした一種の礼拝堂であったと考えられる。外側のU字 型は縁石

のように復元され,か りに当時も同 じであったならぽ,建 物 との間は右邊道として機

能 していたと考えられる。このような構造は,丘 陵地帯に窟を うがって作られた石窟

寺院を想起 させる。早 くはサータヴァーハナ朝からおもに西イ ソドで多く作 られ,グ

プタ朝からポス ト・グプタ期にかけてふたたび流行 した石窟の仏教寺院は,僧 侶が住
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み,修 行を行 うヴィハーラ窟(僧 院窟)と,仏 塔を置いて礼拝や儀礼を行 うチャイ ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

ヤ窟(塔 院窟)と い う二つめタイプに分けられる(宮 治1981:52-61,129-136)。 ラ

リタギリの2棟 の僧院や他㊥カタック地区の遺跡の僧院は,い ずれ も僧房をそなえた

僧院である。そ して,仏 塔は僧院 とは別にたてられている。 ラリタギ リでも仏塔は僧

院跡から少 しはなれた山頂にあるが,そ れとは別に,チ ャイ トヤ窟のような構造を持

った礼拝の場が存在 したのではないか。現在,馬 蹄形の外側のU字 型の遺構の上に

は奉献塔が多数並べられて吟る。おそらくこの周囲から発掘された奉献塔であろうが,

規模の大きな仏塔の周囲に奉献塔を置 く形式はラ トナギ リでも見 られた。また,遺 構

の南側には方形の祠堂跡とξもに直径2メ ー トル程度の円形の基壇が数基残されてい

る。中規模の仏塔が建てられていたのであろう。いずれも建造物の内部に仏塔が置か

れていたことを示唆 している。

　現地におけるラリタギリめ尊像の遺品は,馬 蹄形の遺構の近 くに頭部を欠 く触地印

仏坐像[26]が 放置されているのを除 き,す べて収蔵庫に保管されている。発掘の進

展 とともに相当数の作品が新たにここに収め られたようである。 とくに如来像の新出

作品が多い.そ の中で・離 彫 で・像高1距 トル程度の立像が注 目され る(図

58～73)。 い ず れ も如 来 形 で,か ろ う じて 衣紋 が確 認 で き る他 は め だ った特 徴 は な く,

多 くの 作 品 は表 面 が 磨 滅 しで い る。 印 を示 す 右 腕 を 欠 く例 も少 な くな い が,大 半 が 与

願 印 も し くは施 無 畏 印を 示 して い た と考 え られ る。 脚 部 の み の 断 片 も6例 あ った 。 仏

立 像 は ラ トナ ギ リでは ほ とん どな く,ウ ダヤ ギ リで も仏 伝 図 の ひ とつ で あ る三 道 宝 階

降下 図 が2例 あ る にす ぎ ない[144,145](図57)。 ラ リタギ リに お け る立 像 の流 行 は

カ タ ッ ク地 区 の 中 では 異 例 で あ る。 また,立 像 とな らん で 坐 像 の 新 出作 品 も20点 程 度

確 認 され た。 興 味 深 い のは,こ れ らの坐 像 の 中 に,法 量 や 様 式 が 共 通 で 印 相 のみ が異

な る作 例 が あ る点 で あ る。 一 般 に この 地 区 に多 く見 られ る触 地 印 の他 に,転 法 輪 印

[10-12](図14,15),与 願 印[99](図31),定 印[109-113](図38～42),施 無 畏 印

[127-134](図49～55)の 作 例 が 見 られ,四 仏 な い し五 仏 の セ ッ トで あ った可 能 性 も

あ る。 この うち転 法 輪 印 と施 無畏 印 の作 例 の い くつ か に は,台 座 部 分 に 法輪 と二 鹿 が

表 現 され て い る[10-12,127,128,130-134](図IS,49,51～54)。 と くに転 法 輪 印

との 組 み 合 わ せ は初 転 法 輪 の釈 迦 を 連 想 させ るが,施 無 畏 印を 示 す 如 来 像 に も現 れ る

こ とか ら,特 定 の仏 伝 図 に比 定 で き るか ど うか は 断定 で き ない 。 法 輪 の モ チ ー フの み

は 定 印を 示 す 仏 坐 像 の 台 座蔀 分 に も登 場 す る[112](図41)。 また,定 印仏 の光 背 に

蛇(ナ ー ガ)の 姿 が表 現 され る の も特 徴 的 で あ る[109-111](図38～40)13)0

　 ラ リタギ リ収 蔵 庫 の作 品 で と くに 注 目 され るの は,八 大 菩 薩 の そ れ ぞ れ の 単独 立 像
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である。いずれも2メ ー トル近い大作である。これらの作品については,す でに頼富

氏によって早 くから注 目され,イ ソ ド,チ ベットの八大菩薩の大きな流れの中でその

意義が明らかにされている(頼 富1990:607-632)。 作例数 としては20例 程度確認 し

たが,法 量や様式などから,火 炎の光背をそなえたセット(地 蔵を除く7体 現存),

これに比べやや細長い石材を用いたセ ット(8例 すべて現存)が 中心となる。 このほ

かの作例は,明 らかに様式の異なる二つ以上のグループに分かれるため,い ずれも八

大菩薩のセ ットとして制作されたとすれぽ,4つ 以上のセ ットが存在 したと考えられ

る14)0

　これらの如来像 と八大菩薩像を除くと,こ の遺跡から出土した尊像の種類はきわめ

てわずかで,出 土数自体も限られる。 また密教系の尊格,す なわち,愈 怒形の尊格や

変化観音,特 殊な文殊などもまった く見られないことも指摘しておかなけれぽならな

い。作品全体の傾向は大乗仏教の色彩がきわめて濃いのである。

ウダヤギ リ

　ウダヤギ リ遺跡はこれまでの2遺 跡 と異な り,比較的高い山の中腹に築かれている。

山の東側に遺跡への入 口があり,そ こから西に向かって参道がのびる。途中,右 手に

仏塔が置かれ,さ らに進むと僧院跡に至 る。

　近年復元された仏塔(図10)は,四 方に寵を持ち,寵 の中に阿閥(図24～26),宝

生(図32～34),阿 弥陀(図43～45),胎 蔵大 日(図11～13)が 東から順に右回 りに安

置されている15)0いずれも仏塔周囲か ら出土 し,当 時の配置 も現在 と同じであったと

考えられる。4体 の如来像の左右には八大菩薩が2尊 ずつ脇侍として立 っている。各

尊固有の持物を左右いずれかの手に持ち,明 白に八大菩薩を意識した作例である。台

座に2匹 の竜王を配 して,光 背の上部左右に飛天を置 く形式はいずれも共通で,そ の

他の様式もほぼ一致することから,同 じ時期に一具のものとして制作されたものであ

ろう。ただし,光 背の表現は阿弥陀のみ独特で,周 囲に蓮華の文様を連ねた形式をと

る。

　僧院(図9)は1996年1月 の段階で,す でに発掘 ・復元作業が終了していた。形式

はこれまで見てきた2遺 跡と同 じで,規 模の点では ラリタギ リとラトナギ リ第1僧 院

との中間程度である。本尊はやは り触地印仏坐像で,約1.5メ ー トルの像高をもつ

[30](図22)。 金剛手坐像[353](図115)が 本尊の右手に,八 大菩薩を光背の左右に

配 した転法輪印仏坐像[19](図19)が 左手に,お 互いに向かいあって置かれている。

1995年3月 の調査時には僧院,仏 塔 ともに修復中であったため,本 堂内にも自由には
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いることができたが,約1　 後には本堂＄'屋根が作られ,入 口には鉄製の柵がつけら

れ施錠 されていた。1995年8月 に本尊脇の転法輪印仏坐像の頭部が盗難にあったこと

が厳重な警戒の理由とされる16)。この作品の奥にジャソバラ像[568](図160)も 安

置されているが,こ れ も第11回 の調査では僧院の外に置かれていたものである。

　本堂周辺の尊像 としては,こ のほか本堂入 口の手前に置かれた金剛界大 日如来[13]

(図16～18)を あげなければならない。円筒形の宝冠をかぶって智拳印(あ るいは転

法輪印)を 結ぶ大 日如来を1央 に大きく表 し,周 囲の4箇 所,す なわち台座 と光背の

左右に供養女尊を置 く。これらの女尊は左上から右回 りに金剛華(図17),金 剛燈(図

18),金 剛塗香,金 剛香に比定され,金 剛界マンダラ に含 まれる外の四供養菩薩と考　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

えられ る17)0

　 ウダヤギ リ遺跡の現地にある作品としては,こ のほかに4体 の観音立像があげられ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

る。 か つ て,僧 院 の前 の土 中 に 下 半 身 が埋 もれ て いた 観 音 像 は,掘 り起 こされ,足 元

に タ ー ラ ー とハ ヤ グ リー ヴ ブの脇 侍 が現 れ た[259](図102～104)is)0ま た,こ こか

ら少 し は な れ て,像 高2メ ー トル 以 上 あ る観 音 立 像 の 石 版 が 仰 向 け に 倒 れ て い る

[261](図105)。 仏 塔 の前 で 参 道 を 左 に折 れ,50メ ー トル ほ ど進 む と,や は り大 規 模

な 観音 像 が あ る[258](図97～101)。 光背 に多 数 の尊 像 や 人物 を配 し,補 陀 洛 山 の 情

景 を表 した興 味深 い作 品 であ る。 さ らに,遺 跡 の入 口に は コ ソ ク リー トの 台 に観 音 像

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
が 立 て られ て い る[227](" ,76～78)。 この 作 品 の 出土 地 点 は不 明 で,お そ ら く考 古

局 の手 で現 在 の位 置 に置 か 況 た の で あ ろ う。 バ トナ博 物 館 に は ウ ダヤ ギ リ出土 の 四 轄

観 音 立 像 が も う1例 あ る[257](図94～96)。 蛇 のか らみ つ い た三 叉 戟 を 手 に す る,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

オ リ ッサ で は他 に類 を 見 なし!作例 で あ る。

　 この ほ か,新 た な 出土 品 が 入 口近 くの空 き地 に集 め られ,や は りコ ン ク リー トの台

に 固定 され て い る。これ らは 断 片 が 多 い が,脇 侍 を と もな った 与 願 印 仏 坐 像[101](図

35～37),三 道 宝 階 降 下 図[:【44](図57),文 殊[302](図ll1)な どは 比較 的 保 存 状

態 が 良 好 で あ る 。 ま た,仏 教 美 術 に 混 じ っ て マ ヒ シ ャ ー ス ラ マ ル デ ィ ニ ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(Mahisasuramardini)像 が 安 置 され て い る。

　 参 道 か ら左 に の び る脇 道 り 途 中 に ヒ ソ ド ゥー教 の 小 さな祠 堂 が あ り,中 に尊 像 が3

体 置 か れ て い る。 表 面 は は げ し く磨 滅 して い る上 に オ レ ンジ色 の塗 料 が一 部 塗 り付 け

られ,原 型 は 判 然 と しな い が,チ ュ ン ダー[428](図120),ヤ ム ナ ー[470](図131),

マハ ー カ ー ラ[548](図158)1の3尊 と考 え られ る19)0

　 現 地 に あ るお もな遺 品 は ほ ぼ 上 記 の もの に 限 られ るが,遺 跡 近 くの 小学 校 の校 庭 に

仏 頭[194],観 音 の上 半 身[287],そ して文 殊 立 像[334](図112～114)が 放 置 され
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て い た20)0い ず れ も これ まで 知 られ て い な か った作 品 で あ る。 こ の うち文 殊 は 全 体 が

三 つ の部 分 に分 か れ て い るが,ほ ぼ 原形 を と どめ て い る。 興 味 深 い こ とに こ の文 殊 の

足 元 に 水牛 に乗 った ヤ マ ー ンタ カが 小 さ く表 現 され て い る。文 殊 の脇 侍 に ヤ マ ー ソ タ

カが置 かれ る作 例 は オ リ ッサ で は この ほか は1例 に 限 られ るが[327],パ ー ラ朝 か ら

は 多 数 出 土 して い る(森1996:57-58)。 しか し,い ず れ も水 牛 を と も なわ ず,坐 像,

も し くは立 像 で表 され,こ の よ うに 水牛 に乗 る作 例 は これ まで知 られ て いな い 。 水 牛

の 背 に立 つ ヤ マ ー ンタ カの 単 独 像 は,ナ ー ラ ンダ ーか ら1例 出土 して い るが,そ の 場

合,ヤ マ ー ソタ カ は水 牛 に また が る の では な く,水 牛 の 背 に立 って表 現 され る21}0こ

の形 式 は チ ベ ッ トの ヤ マ ー ン タ カに も受 け 継 が れ て い る。 これ に対 し,日 本 の 遺 例 で

は ヤ マ ー ソタ カ(大 威 徳 明 王)は 水牛 に また が る姿 で 現 され る こ とが圧 倒 的 に 多 く,

文 献 の 記 述 の 多 く も坐 像 を 支 持 して い る(佐 和1962:110-111)。 脇 侍 で は あ る が,

イ ソ ドに お け る坐 像 の ヤ マ ー ソ タ カの唯 一 の作 例 と して 注 目 され る作 品 で あ る。

　 主 要 な作 品 の紹 介 を 含 め,ウ ダヤ ギ リの遺 跡 を 概 観 した。 この遺 跡 か らの 出 土 品 は

現地 の他 に バ トナ博 物 館 とオ リ ッサ 州立 博 物 館 に 数 点 あ る。 出土 品 の総 数 は これ まで

の遺 跡 に比 べ る とか な り小 さい が,優 れ た作 品 が 多 く,八 大菩 薩 を配 した 四 仏 の パ ネ

ル や金 剛界 大 日,観 音 立 像,そ して最 後 にふ れ た 文 殊 像 な ど,他 に類 を見 な い特 色 あ

る作 例 も多 く含 まれ て い る。

3.主 要 な図像上 の特徴

一般的な特徴

　カタック地区から出土 した作品のほとんどは,コ ンダライ トと呼ぽれる石材を用い

ている。 コソダライ ト石は薄茶色の砂岩であるが,色 は赤褐色から灰色までさまざま

である。硬度に欠けるため加工は容易であるが,逆 に風化しやすく,長 期間風雨にさ

らされると表面は黒 く変色する。保存の良いものはなめらかな表面をもち,細 部の表

現 もよく残る。その一方で,遺 跡に放置された作品の多くが,風 化に悩まされている。

ウダヤギ リの観音立像[259]に は,土 中に埋まっていたため保存状態の良好な下半

身と,磨 滅の進んだ上半身 との違いがよく示されている(図102～104)。 ベソガル ・

ビハール地区のパーラ朝の仏教彫刻のほとんどが,硬 度の高い黒玄武岩の石像で,現

在でも光沢が失われていないこととは対照的である。

　作品の大半は高浮彫で表現 され,像 高は10セ ソチ ・メートルに満たないものから,
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2メ ー トル 以上 の もの まで ざ まざ ま で あ る。 カ タ ッ ク地 区 出土 の作 品 は,オ リ ッサ の

その他の地区に比べると洗練されたスタイルをもち,人 体表現も適格である。とくに

大規模な作品は重量感のある堂々とした体躯をもち,プ ロポーションにも優れている。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

ただし,如 来像に多 く見られる大規模な触地印仏坐像は,薄 い胸板や長い手足などが

形式化され,平 板な印象を与える。顔の表情は伏 し目がちの目,や や肉厚な唇,高 い

鼻梁,横 に広がったあごなどの特徴がしぼしば認められるが(図89,151),地 域や尊

像の種類によって変化に富む。

　髪型も尊像の種類によって異なるが,如 来像の場合,螺 髪は比較的大 きく表現され

る。菩薩はしぼしぼ髪を結い,髪 の房を肩まで垂 らす。女尊の髪型の多くは,髪 全体

を大きくひとつにまとめ,卑 みを帯びた形で表現される。頭飾をつける菩薩や女尊も

多 く・正面 と左右に山形の飾 りをつけた三山形式の頭飾が多い。円筒形の宝冠もウダ

ヤギ リやラトナギ リで散見される。装身具には耳飾 り,首 飾 り,聖 紐,腎 釧,腕 釧な

どが菩薩や女尊に広 く見ら出しる。衣服は僧衣をまとう如来を別にすれば,ド ーティの

みの作品が大半を占める。豪華な腰飾 りをしめることも多い。ただし,こ れらの装身

具や衣装がはっき り表現されているのは大規模な作品に限られ,小 品の多 くはより簡

略なものにかわるか,あ るいは省略される。

　規模の大小にかかわらず,ほ とんどの尊像は上下に花弁を開いた蓮台を座 とする。

しぼ しぼ蓮台の下に大地から伸びる蓮華の茎 も表現され,同 じ根から出た茎や葉がさ

らにその左右に広がる場合もある。脇侍の尊格 も蓮台),T置かれるが,こ の蓮華も中央

の尊格の蓮台と同じ茎から伸びている。台座部分には,し ぼ しば帰依者(多 くの場合,

ひざまずき合掌 している),台 に置かれた供物,さ らにほら貝などの浮彫がある。ま

れに転輪聖王の七宝が表現される作例もあるが,こ れはベンガル地方でも見られる装

飾モチーフである。台座の左右に動物を置く作例 も散見される。動物はほとんど獅子

であるが,象 の場合もある。

　光背には特別の装飾が現れることはまれであるが,如 来像に限 り,獅 子,有 翼のグ

リフォソを左右に飾る玉座を浅い浮彫で表現 した作例が何点かある[33,47,56,60,

62]。 また多 くの作品で,光 背の上部左右に飛天が現れる。 メダイオ ソの中に浮彫で

表現され,花 綱をもつ。これは尊像の種類に関係なく,ひ ろく見られる装飾モチーフ

である。

　ラ トナギ リからは寵の中に尊像の浮彫を置いた奉献塔が多数出土している。 ラリタ

ギ リにも馬蹄形の遺構の周暉にかな りの数の奉献塔が置かれていたが,寵 に尊像の浮

彫のある作品はほとんどなかった。また,ウ ダヤギリからは,奉 献塔の出土 自体が現
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在のところきわめてわずかである。奉献塔の寵に仏を表現する形式はパーラ朝の遺跡

ではよく見られるが(Benisti　l981),多 様な種類の尊像を寵に入れる形式の流行は,

ラトナギリのひとつの特徴 となっている。寵に表現される尊像の種類 としては,と く

に触地印仏,タ ーラー,観 音の三尊の割合が多い。なかでもターラーの作例数が顕著

である。また,単 独像では作例数がわずかであった金剛薩錘が,奉 献塔の寵では15例

確認されている(中 村1982:164)。

如来

　カタック地区出土の如来像は,仏 頭などの断片を含め184例 を数えた。 これは,今

回取 り上げた作例数571例 の約3分 の1に 相当する。如来像の内訳は,坐 像が130例,

立像が37例 で,坐 像が7割 以上を占める。そ して,坐 像の中の約半数は触地印を示 し

ている。坐像のその他の印相は20例 の定印がやや 目立つ程度で,他 は10例前後にとど

まる。立像は腕の部分が欠損 しているものが多いため,不 明な作品が多いが,施 無畏

印と与願印にほぼ限られる。イソドの中でオリッサのみから出土し,日 本密教 との結

びつきから注 目された胎蔵大日は8例 で,い ずれもすでに発表されている。 ラリタギ

リの如来形の1例[5]を 除き,す べて菩薩形である。すでに述べたように,ウ ダヤ

ギ リからは金剛界大 日如来が1例 出土 している[13]。 周囲に外の四供養菩薩を配す

るマソダラ的な構成をとる。

　如来像全体で最も出土数の多い触地印坐像は,光 背に置かれる脇侍や装飾でいくつ

かの類型に分けられる。すなわち,八 大菩薩を左右に配する,二 脇侍菩薩をとる,四

親近をともなう,特 定の一尊をともなう,光 背上部中央に樹木のモチーフを置 く,な

どである。このうち,最 後の光背上部に樹木をもつ作例はパーラ朝の触地印仏にもし

ばしば見られる。いずれも成道の釈迦がその根 もとに坐 した菩提樹を表すモチーフと

考えられる。触地印とあわせて,降 魔成道図を表現 した作品であることを強 く示 して

いる。また,成 道図の台座にしばしば表されるマーラの軍勢やマーラの娘たちも,オ

リッサでは4点 の作品で確認されるが[54,60,61,62],い ずれ も触地印を示 し,

樹木を頭上に置 く。一方,マ ーラの軍勢や頭上の樹木のモチーフは,八 大菩薩をとも

なう作品には現れず,脇 侍をしたがえる作品でもまれである22)0

　降魔成道図を示唆するこのようなモチーフの現れない触地印仏坐像 も,釈 迦と見る

べきであろうか。佐和氏はこの地域における図像の密教的展開を考慮に入れ,降 魔印

(触地印)坐 像を密教仏の阿閾 と見るべき説を提唱している(1982:102-105)。 たし

かにウダヤギ リの仏塔のように,四 仏を意識 して作 られた場合,触 地印を示す作品
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[40](図24)は 阿閾に比定すべきであろう。 また,ラ リタギリ出土のやは り四仏,
　　　　　　　　　　　　 :
あるいは五仏のセ ットも同様である。さらに,ラ トナギ リか らは台座の左右に象の浮

彫を置 く触地印仏坐像が1例 出土しているが[58],象 を乗 り物とする密教仏は阿閾

である。四親近菩薩をともなう作例も同様に阿閾と見てさしつかえないであろ う。ま

た,宮 治氏は八大菩薩をともな う触地印仏坐像[41-43]が 阿閾である可能性も示唆

している。 しかしこのような特徴をもつ作品は,触 地印仏坐像全体から見れぽ多数を

占めるものではない。むしろ,脇 侍などに特定の尊格をともなわない単独像や,飛 天

を光背上部に置くだけの作例が半数以上を占める。 これらも一括 して阿閾と見るべき

かは慎重を要する。同じ触塘印をとりながらも,モ チーフの組み合わせにしたがって

豊富なヴァリエーショソが卑れることにも注目しなければならないであろ う。

　降魔成道図を除くと,オ リッサから出土した仏伝図はきわめてわずかである。パー

ラ朝の場合,中 央に触地印仏などを大きく表 し,周 囲に仏伝の主要な七つの場面を小

さく表現した八相図が流行するが,カ タックのみならず,オ リッサから類似の作例の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

出土は報告されていない。すでにラリタギ リの項でふれたように,転 法輪印を示 し,

台座に法輪と二鹿の浮彫を施 した例を初転法輪の釈迦に比定することができるが,印　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

相 か ら大 日如 来 と見 るべ きか も しれ な い(宮 治1995:17)。 これ らを 除 け ば,仏 伝 図

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ
は 三 道 宝 階 降 下 の5点 の作 例 を 数 え るに と どま る[141-145]。 八 相 図 中 の残 り5つ の

場 面 の 出 土 例 は,現 在 の と4ろ 知 られ て い な い。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　宝冠仏もパーラ朝の如来像において広 く流行 し,こ の時代の如来像を特徴づける様

式である。しかし,オ リッサからは宝冠仏の出土も知られていない。その中で,ウ ダ　　　　　　　　　　　　 ;

ヤギリにある金剛界大 日[13]は,豪 華な宝冠をつけ,身 体を種々の装身具で飾って

いる点が注目される。 しかL,宝 冠の形態は円筒形で,パ ーラ仏に見られる三面頭飾

とは形態がかな り異なる。また,パ ーラ朝の宝冠仏は宝冠以外の装身具は首飾 りのみ

で,衣 装も僧衣であるのに対し,ウ ダヤギリの作例は,首 飾 りの他に管釧,腕 釧,聖

紐を飾 り,僧 衣ではなくドーティを身につける。これらはいずれも菩薩の装身具 とし

て一般的に見 られ,こ の作品も菩薩形の大 日と解釈するべきであろう。いずれにせよ,

パーラの宝冠仏 との関係は希薄である。なお,カ タックではなくブバネシュワルから

は,宝 冠仏 と考えられる転法輪印を示す小品の如来像が1例 のみ出土 している[16]。

　八大菩薩をともなう如来豫は,ウ ダヤギ リの仏塔の4体 を除けぽ,い ずれも光背の

左 右 に縦 に一 列,4尊 ず つ,坐 像 で表 現 され る。 この よ うな 作 品 は カ タ ッ クか らは こ

れ ま で6例 の 出土 が 報 告 され て お り,中 央 の 如 来 像 の 印 相 の 内 訳 は,触 地 印 が4例

[36-39],転 法輪 印[14]と 定 印[116]が そ れ ぞれ1例 で あ る。
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　 脇 侍 菩 薩 を 左 右 に置 く作 品 も散 見 され る。 これ ま で11例 を 数 え るが,中 央 の如 来 像

の 印相 は こ こで もや は り限定 され な い 。 触地 印 が7例 と最 も多 く[44-50],転 法輪 印

が2例[10,11],定 印[ll8]と 与 願 印[101]が1例 ず つ で あ る 。 脇 侍 菩 薩 の尊 名

は 不 明 な もの が 多 いが,2例[44,45]は 蓮 華 手 と金 剛 手 で あ る こ とが確 認 で きる。

また3例 は 脇侍 の1尊 が 文 殊 で,こ の うち の1例[49]は,対 とな る脇侍 が観 音(あ

るい は 蓮 華 手)と 考 え られ るが,残 る2例[46,118]に つ い て は 尊 名 比 定 の 根 拠 を

見 い だ せ な い。 また,与 願 印 を示 す 仏 坐 像[101⊃ の脇 侍 は,払 子 を 持 つ の み で,特

定 の持 物 を持 た な い。

　 パ ー ラ朝 で は三 尊 形 式 を と る如 来 像 の脇 侍 菩 薩 は,観 音 と弥勒 の組 み合 わ せ が 圧 倒

的 で あ った。 この形 式 は,早 くは ガ ン ダー ラに見 られ,グ プ タ朝 を経 て パ ー ラ朝 に 至

るま で受 け継 がれ る大 き な伝 統 で あ る23)。しか しなが ら,オ リッサ では,観 音 と弥 勒

に かわ り,蓮 華 手 と金 剛 手 が仏 の脇 侍 とな る こ とが 多 い 。 この組 み合 わ せ は,エ ロー

ラの後 期 窟(第ll,12窟)で 流 行 し,お そ ら くオ リ ッサ もそ の影 響 下 に あ った こ とは

す で に指 摘 され て い る24)。これ は仏 部,蓮 華 部,金 剛 部 とい う 『大 日経 』 系 統 の 密 教

に 固有 の三 部 の思 想 に も関 連す る。 オ リッサ の 三 尊 形 式 は ラ トナ ギ リの本 堂 の 触 地 印

仏[53]と2体 の 脇 侍 菩 薩[223,348]が よ く知 られ て い る。 ラ トナ ギ リで は 僧 院 入

口の左 右 に も この2尊 の 大 きな パ ネ ル[248,354]が あ る。 ま た,カ タ ッ クの 北 に位

置す る バ レ シ ュ ワル地 区 の カ デ ィパ ダ(Khadipada)か らは,や は り対 とな る蓮 華 手

[228]と 金 剛手[349]が 出土 して い る。

　 碑 像 形 式 の 脇 侍 菩 薩 に も この組 み 合 わ せ が 見 られ るが,パ ー ラ朝 では まれ で あ った

文 殊 が,い くつ か の 作 品 に現 れ る点 も注 目され る。 また,2尊 では な く4尊 の 菩 薩 を

光 背 に 置 い た 転 法輪 印 の仏 坐 像 も あ った[9]。 この場 合,4尊 は 観 音,弥 勒,金 剛 手,

文 殊 とい う組 み 合 わ せ で あ る。 これ ら の4尊 は 八大 菩 薩 の 中 で も主 要 な 尊 格 の グル ー

プ で あ る と と もに(宮 治1995:20),イ ソ ドに お け る単 独 の菩 薩 像 と して相 当数 の 作

例 の あ る尊 格 で もあ る。パ ー ラ朝 とオ リッサ で 著 しい 相違 を示 す 脇 侍 菩 薩 につ い て は,

地 域 的 な 影 響 関 係 を視 野 に入 れ なが ら,八 大 菩 薩 や 単 独 の菩 薩 像 との 関 係 の 中 で,取

り扱 う必 要 が あ るで あ ろ う。

　 如 来 像 の 中 で2割 に も満 た ない 立 像 は,そ の 出土 地 に大 きな か た よ りが あ る。37例

の中 の31例 が ラ リタ ギ リか ら 出土 し,ラ トナ ギ リと ウダ ヤギ リか らは 順 に4例[141,

162,163,188]と2例[144,145]知 られ て い るに す ぎ な い。 ラ リタギ リの立 像 の

ほ とん どが 同 じ様 式 を持 つ こ とは す で に述 べ た とお りで あ る。 この様 式 は ラ リタ ギ リ

以 外 か らの6例 の 出土 例 に は見 られ な い。 カタ ッ クの如 来 像 の 大 半 を 占 め る ラ トナ ギ
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リの仏 坐 像 な どに 比 べ る と,そ の表 現 は シ ソプル で 古 風 な 印 象 を受 け る。 様 式 的 に は

グプ タ朝 や ポ ス ト ・グ プ タ期 の如 来 像 に近 く,そ の 影 響 の も とで造 像 活 動 が 展 開 した

こ と も予 想 され る。

　 パ ー ラ朝 で は,観 音,タ ー ラ ー,マ ー リー チ ーな どの 光 背 に密 教 五 仏 が 表 され た 作

品 が50例 以 上 知 られ て い る1(宮 治1993a:36-44)。 この形 式 もオ リ ッサ で は ほ と ん ど

見 られず,補 陀 洛 山を 表 現 レた 観 音 の光 背 に五 仏 を 置 いた 例 が4例 知 られ て い る にす

ぎな い[212-215]。 か わ って,5尊,7尊 あ る いは9尊 の 如 来 坐 像 を光 背 の上 部 に水

平 に 置 いた 作 品 が,観 音 に3例[257-259],タ ー ラ ー に1例[527]あ る。 また,菩

薩 や 女 尊 の光 背 の上 部 に 仏 坐 像 を2体 左右 に配 す る作 品 も しぼ しぼ 見 られ る。 そ の場

合 の 印 相 は触 地 印 と定 印が 転 とん どで あ るが,中 心 の尊 格 との 関係 は 明 らか で は な い 。

菩薩

　 菩 薩 の グル ー プを 代表 す}る観 音(観 自在,Avalokite≦vara)は,パ ー ラ朝 に お い て

も最 も人 気 の あ った尊 格 で,釈 迦 仏 を 除 け ぽ,そ の作 例 数 も突 出 して い る。 パ ー ラ朝

の 版 図 か らは200例 近 くの 観 音 の作 例 が 出土 して い るが,オ リ ッサ か ら も94例 を数 え

る。 オ リッサ か らの菩 薩 の 出 土 数 は 約220例 な の で,そ の 半 数 近 くを 観 音 が 占 め る こ

とに な る。

　 パ ー ラ朝 期 は イ ン ド仏 教 の時 代 区 分 で は 密 教 の時 代 に ほぼ 相 当 す るが,密 教 系 の観

音 の 作 例 は,パ ー ラ,オ リ"1サ とも意 外 に 少 な い。 オ リヅサか らは 金 剛 界マンダラ に

現 れ る金 剛 法菩 薩 の作 例 が4例[264-267],六 字 観 音 が2例[268,269]あ るに す ぎ

な い。 しか も この うち,独 立 した作 例 は ラ トナギ リ第5祠 堂 の金 剛 法 菩 薩[264](図

106)の み で,他 は いず れ も奉 献 塔 の 寵 中 の 作 品 で あ る。 パ ー ラか らは これ ら2種 類

の 観 音 の 他 に,獅 子 吼(Si坤hanada),ハ ー ラー ハ ラ(Halahala),青 頸(Nilakantha)

の3種 類 の 密 教 系 の 観 音 の作 例 が報 告 され て い る。 た だ し,青 頸 観 音 は サ ール ナ ー ト

出土 で,パ ー ラ朝 以 前 の ポ ス ト ・グプ タ期 の 作 品 で あ る可 能 性 が 高 い(佐 久 間 ・宮 治

1993:109-111)。 また,13例 の 作 例 を 数 え る六 字 観 音 も,こ の うち 少 な くと も3例 は

パ ー ラ朝 以 前 の 時 代 の 作 と考え られ る25)0

　 これ ら の密 教 系 の 観 音 を 除 き,オ リッサか ら出 土 した観 音 の作 例 を 壁 数 に した が っ

て分 類 す る と,二 管 が38例,四 皆 が30例,六 醤 が1例 とな る。 同 じ よ うに,パ ー ラ朝

か ら出土 した 一 般 的 な 観 音 め 作 例 に つ い て見 るな らぽ,二 膏 が63例,四 轄 が21例,六

轄 が16例,十 二 轄 が4例 とな る。 両者 を比 較 す る と,オ リッサ か らは 六 轄 以 上 の 作 例

が ほ とん ど認 め られ ない 点 と,四 皆 の 出土 数 が 全 体 の か な りの割 合 を 占め る点 が 注 目
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され る。

　 一方,脇 侍 を とも な う作 例 に つ い て 見 て み る と,少 な い も ので1尊,多 い もの で は

4尊 現 れ る。4尊 の場 合,タ ー ラー と ブ リクテ ィー の2女 尊 と,ハ ヤ グ リー ヴ ァ,ス

ダナ クマ ー ラの2男 尊 の 組 み 合 わ せ で あ る。 この よ うな4尊 の 脇 侍 を と る菩 薩 は,多

くの 場 合rサ ー ダナ マ ー ラ ー』(Sadhanamala)な どの 文 献 を典 拠 に カサ ル パ ナ観 音

に 比 定 され る26)0ま た,台 座 部 分 に ス ーチ ー ム カが 表 現 され る ケ ース も多 い 。3尊 以

下 の場 合,4尊 の 中か ら ス ダ ナ ク マ ー ラを 除 い た3尊,2尊 の場 合,タ ー ラ ー と ブ リ

クテ ィー,あ る いは タ ー ラ ー とハ ヤ グ リー ヴ ァの2通 りが あ る。 脇 侍1尊 の 作 品 は,

オ リ ッサ か らは ウダ ヤ ギ リ出土 の二 管 立 像 の1例[227](図76)に 限 られ るが,脇 侍

の ハ ヤ グ リー ヴ ァ(図77)の 反 対 側 に ス ーチ ー ム カ(図78)を 含 む4人 の 人 物 が表 現

され,ま た 台座 部 分 が 現 存 しない た め,制 作 当初 も現 在 と同 じ構 成 で あ った か は 明 ら

か で は な い。

　 脇 侍 と暦 数,そ して立 像,坐 像 の別 とい う三 つ の項 目に した が って,さ らに くわ し

く見 て み よ う。 二 壁 の坐 像 は いず れ も右 手 で与 願 印 を示 し,左 手 に蓮 華 を 持 つ 。奉 献

塔 の 寵 中 の作 品 を除 き,こ れ ま で21例 を 確 認 した。 この うち4脇 侍 を ともな うもの が

3例[209,210,214],2脇 侍 を と もな うもの が4例 あ る。2脇 侍 は ター ラ ー と ブ リ

ク テ ィー の組 み合 わ せ が2例[212,213],ハ ヤ グ リー ヴ ァ とス ダナ クマ ー ラが1例

[215],残 りの1例[211]で は プ リクテ ィーの み確 認 で き る。二 管 の 立像 は,前 の 段

落 で ふ れ た ウ ダヤ ギ リの立 像 を除 け ぽ,触 地 印 仏坐 像 の脇 侍 で,金 剛 手 と対 とな る蓮

華 手 か,八 大菩 薩 の セ ッ トの 中 の1尊 に 限 られ る。 前 者 と して,ラ トナ ギ リ本 堂 の 右

脇 侍[223]が あ げ られ る。 右 手 に払 子,左 手 に蓮 華 を 持 った 姿 は,同 一 の石 版 に触

地 印仏 坐 像 と2脇 侍 を お い た碑 像 形 式 の作 品[44,45]に お い て も見 られ る。 後 老 は

い ず れ も,す で に ふれ た ラ リタ ギ リ出土 の 立 像 の セ ッ トで,脇 侍 に タ ー ラ ー と ブ リク

テ ィ ーを 置 く2例[226,379]と,脇 侍 を と もな わ な い1例[225]の3例 が あ る。

　 二 管 観 音 の 場 合,坐 像 が一 般 的 で,立 像 は 作 例 数 も少 な く,特 異 な作 例 で あ った の

に 対 し,四 腎 像 で は,両 者 が ほぼ 同数 確 認 され て い る。 四膏 の坐 像 の場 合,ほ ぼ 例 外

な く右 前 手 で 与願 印 を示 し,右 後 手 に数 珠,左 前手 に 水瓶,左 後 手 に蓮 華 を 持 つ 。 脇

侍 は2例 で現 れ,タ ー ラ ー と ブ リ クテ ィー とい う組 み 合 わ せ で あ る[235,236]。 二

腎 像 に 数 珠 と水 瓶 を持 つ腕 を加 え た姿 と い って よい で あ ろ う。 これ に対 し,立 像 は 同

じ組 み 合 わ せ の 持物,印 相 を とる他 に,数 珠 に 加 え て,絹 索 を持 つ 例 が い くつ か 現 れ

る[252,255,256,258,259](図97,102)。 また,左 手 の水 瓶 にか え て 羅 索 を 持 つ

例[251]や,何 も持 た ず に,脇 侍 の ハ ヤ グ リー ヴ ァの 頭 上 に そ の 手 を 載 せ た 作 例
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[254](図90)も わ ず か で1はあ るが 認 め られ る。 羅索 を持 つ この よ うな観 音 は 不 空 羅

索 観 音 に 比 定 され る こ とが 多 い(佐 和1982:10-11;頼 富1990:633-642)。 な お,ウ

ダ ヤ ギ リか らは 独特 の持 物 を持 つ 四膏 観 音 立 像[257](図94)が 出土 して い る こ とは

す で に 述 べ た 。 水瓶 に かわ っ て蛇 の巻 き付 く三 叉戟 を左 手 に持 つ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 パ ー ラ朝 か ら出 土 した観 音像 の場 合,四 腎 像 に 羅索 は現 れ ず,上 述 の坐 像 に 見 られ

る組 み 合 わ せ が一 般 的 で あ る。 持 物 に絹 索 が 登場 す るの は六 腎 像 と十 二 管 像 に そ れ ぞ

れ2例 を 　 xる に す ぎな い27)o羅 索 を 持 つ 四 膏 観 音 立 像 は,オ リ ッサ 独 自の ス タイ ル

と見 て よい で あ ろ う。 また,四 習 観 音 立 像 は2例[250,260]を 除 い て,す べ て脇 侍

を と もな い,タ ー ラー とハヤ グ リー ヴ ァ,あ るい は タ ー ラー とブ リ クテ ィーの 組 み 合

わ せ で 現 れ る。脇 侍 を とも1なう四 暦 観 音 は パ ー ラ朝 か ら も多 数 出 土 して い るが,脇 侍

の 組 み 合 わ せ は タ ー ラ ー と ブ リク テ ィーの2尊 が ほ とん どで あ る。 また,パ ー ラ朝 で

は 脇 侍 の タ ー ラー は,右 手Ib<k与願 印 を示 し,左 手 は睡 蓮 を持 つ とい う単 独 像 の タ ー ラー

と同 じ姿 を 示 す が,オ リッiサでは 左 手 に持 った未 敷 睡 蓮 を右 手 で 開 くとい う独特 の し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

ぐさを と る こ とが 多 い(図96,99,103)。 また,ブ リクテ ィーは 四 管 を そ な え,こ の

うち,右 前 手 は 与願 印 に宝 を持 ち,左 手 に は数 珠 と棒 を持 っ て結 珈 跣 坐 で坐 る(図88,

92,101)。 パ ー ラ朝 で も ブ1リクテ ィーの持 物 は 同 じで あ るが,タ ー ラ ー と と もに立 像

で 示 され る作 品 も多 い。

　 観 音 以 外 の 菩 薩 で は,文 殊 の 出土 数 が比 較 的 多 い(森1996:55)。 全 体 で47例 を数

え るが,こ の うち,約4割 の19例 は奉 献 塔 の寵 中 の作 品 で あ る。 密 教 系 の文 殊 が少 な

い の は,パ ー ラ朝 で も 同　 1で,観 音 の場 合 と同 じ傾 向 に あ る。 遊 戯 坐 で坐 り,右 手 は

与願 印 を示 し,左 手 に 梵 爽 を載 せ た睡 蓮 を持 つ 姿 が 最 も一 般 的 で あ る。 パ ー ラ朝 で は

梵 爽 を載 せ ず に睡 蓮 の み を 持 つ作 例 も しば しば 見 られ た が,オ リ ッサ か ら出土 した こ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

のタイプの文殊は,い ずれ:も梵爽をあわせ持つ。立像も同じ持物であるが,女 性脇侍
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を と もな うケ ー スが,大 規模 な作 品 に見 られ る。 水 牛 に また が るヤ マ ー ソタ カ を脇 侍
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

とする文殊[334]が,ウ ダヤギ リ近郊から出土 した ことはすでにふれたが,立 像の

ヤマーソタカをともな う作品もラリタギ リに1例 ある[327]。

　弥勒は単独像がラ トナギ リに7例(う ち2例 は奉献塔の寵中の作品),八 大菩薩の

セットが ラリタギリから2例 ある。9例 のうち,右 手で与願印を示す立像が3例,坐

像が2例,施 無畏印を示す坐像が3例,そ して転法輪印を示す坐像が1例 となってい

る。坐法はいずれも遊戯坐である。左手の持物には,弥 勒固有の持物である龍華が確

認できるが,頭 前に示す仏塔の浮彫が明瞭に表現された例は少ない。1例 のみ,龍 華

の上に水瓶を置いた作例が現れる[346]。
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　密教の教学上は同一視される金剛手 と金剛薩錘は,図像学的には明白に区別される。

オリッサの場合,金 剛手は金剛杵を水平に載せた睡蓮を左手に持つ。8例 のうち1例

[350]を 除き,円 筒形の宝冠をいただき,右 手に払子を持つ例も多い。蓮華手 と一対

で仏の脇侍 となるか,あ るいは八大菩薩の中の1尊 として制作 された。 これは二管の

観音立像 と同じである。ただ し,ウ ダヤギ リ出土の1例[353]の みは遊戯坐で坐 り,

右手の掌の上に直立 した金剛杵を持ち,左 手には睡i蓮を持つ。 これはパーラ朝の金剛

手 と同じ特徴で,逆 にパーラ朝からはオ リッサで一般的なタイプの金剛手は出土 して

いない28)。一方の金剛薩」垂は半珈坐,も しくは結珈」失坐で坐 り,右 手は金剛杵を胸の

前で保ち,左 手は金剛鈴を握 り,腰 に当てる。これはパーラ朝の金剛薩」垂と同 じであ

る。金剛手に比べて成立の新 しい金剛薩」垂の場合,固 定的なイメージが地域を超えて

受け入れ られたのであろ う。

女尊

　 如 来 や 菩 薩 に 比 較 して,女 尊 の作 例 は尊 格 の種 類 が きわ め て 多 い。 そ して,そ れ ぞ

れ が独 自の図 像 的 な 特 徴 を そ な え,文 献 の記 述 に も よ く合致 す る。 そ の 中で 最 も出 土

数 が 多 い の が タ ー ラー(Tara)で あ る。119例 中 の52例 を 占 め る29)0こ れ に マ ー リー

チ ー(Marici)の25例,チ ュ ンダ ー(Cunda)の14例,ヴ ァス ダ ー ラ ー(Vasudhara)

の7例 が 続 くが,タ ー ラー に 比べ る とそ の 出土 数 は か な り小 さい。 そ して,そ れ 以 外

の尊 格 は2,3点 とい う数 が知 られ て い る にす ぎな い 。

　 これ らの 尊 格 の 種 類 と出土 数 の割 合 をパ ー ラ朝 の 女 尊 と比 較 してみ る と,ほ ぼ 同 じ

よ うな傾 向を 示 して い る こ とが わか る。や は り圧 倒 的 に タ ー ラ ーの 出 土 数 が 多 く,マ ー

リーチ ー,チ ュ ソダ ー が続 く。 弓 矢 を 持 物 とす る クル ク ッラ ー(Kurukulla)は パ ー

ラ朝 か らの 出 土 数 は な く,オ リッサ か らは4例 を数 え る。 また,マ ー リーチ ーや チ ュ

ソ ダーは,オ リ ッサ の 作例 数 が パ ー ラ朝 のそ れ とほ ぼ 同 数,あ る い はそ れ を 上 回 る。

　 ナ リ ッサ か ら出 土 した 一 般 的 な タ ー ラ ー は 坐 像 が 圧 倒 的 で,単 独 の 立 像 は1例

[523]の み で あ る。 パ ー ラ朝 か らは約100例 の タ ー ラ ーの うち,坐 像,立 像 が ほ ぼ 半

数 ず つ を 占め た 。 坐 像 の ター ラー の図 像 的 な特 徴 は ほ ぼ一 定 して い る。 右 手 に 与願 印

を示 し,左 手 に 睡蓮 を 持 つ。 坐 法 は遊 戯 坐 であ る。 脇 侍 を と もな うタ ー ラ ーの 立 像 は

パ ー ラ朝 か らは16例 を数xた が,オ リ ッサ か らは わ ず か に3例 で,し か も脇 侍 の特 徴

は パ ー ラ朝 の そ れ と一 致 しな い30)。密 教 系 の タ ー ラ ー と し て は,金 剛 タ ー ラ ー

(Vajratara)が2例,八 難 救 済 タ ー ラ ー(Astamahabhayatara)カ ミ2例,カ デ ィラ ヴ

ァ ニ ー ・タ ー ラ ー(Khadiravanitara)が1例,ド ゥル ゴ ー タ ー リニ ー ・タ ー ラ ー
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(Durgottarinitara)が2例 と な っ て い る。 い ず れ も数 の上 で は きわ め て わ ず か で あ

るが,文 献 の記 述 に も よ く符 合 した す ぐれ た作 品 が多 い。 と くに 八難 救 済 タ ー ラー は

2例 と も ラ トナ ギ リか ら出土 した大 規 模 な作 品 で,比 較 的 小 品 が 多 い オ リッサ の女 尊

像 と して は めず ら しい31)0

　 密教 文 献 の 中 で は,女 尊 は 如 来 や 菩 薩 に比 べ て仏 教 パ ンテ オ ソの 中 に新 し く登 場 し

た グル ー プで あ る。 密 教 の 萌 芽 期 に 陀羅 尼 信 仰 か ら多 様 な 女 尊 が現 れ,後 期 密 教 に い

た って ダ ーキ ニ ー(1)akini)や ヨー ギ ニ ー(Yogini)と 呼 ば れ る多 くの女 尊 た ちが 量

産 され た。 そ の 中 で,菩 薩 φ 観 音 に も比肩 し うる人 気 を 誇 った の が タ ー ラー で,先 述

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
のような密教系のターラーが何種類も生み出されることになる。ち ょうど,観 音や文

殊に特定の名を冠 した尊格が現れることと同様である。オリッサやベンガル,ビ ハー

ルから出土 した女尊の種類をながめると,出土数の多い尊格は,チ ュンダーやマー リー

チーのように陀羅尼から生魯出された女尊など,比 較的,古 い時代か ら信仰された女

尊たちであることがわかるど,・・一リーティー(Hariti)や アパラージター(Aparajita),

ヴァスダーラーなどもその起源は古い32)0その一方で後期密教に属するダーキニーや

ヨーギニーの作例はまった1く見られない。文献の中では次々と,い わぽ人工的な女尊

が生み出されていった中で箔造像の場面では保守的ともいえる考え方が支配的であっ

たことが予想 される。これは,男 尊の場合でも,次 に取 り上げる念怒形の密教尊の出

土数が意外に少なく,釈 迦仏や大乗仏教の代表的な菩薩たちが大半を占めることと同

様である。ただ し男尊に比べ,女 尊の場合は図像学的特徴の地域的な差異は顕著では

なく,し かも文献の記述に忠実な作例が多い。如来像や主要な菩薩が古 くからの図像

の伝統を持 っていたことと1ぽ事情が異な り,文 献においてすでに図像上の特徴が確立

した時代に,広 い範囲で制作が始められたことを示唆 している。

急怒尊 ・財宝神

　 急 怒 形 を とる密 教 仏 の 作 品 は,カ タ ック地 区 か ら14例 出土 して い る。 この うち,注

目す べ き作 品 と して は,サ ン ヴ ァ ラ像2点[539,540](図155),ヘ ー ル カ像1点

[542]が あ る。 いず れ も ラ トナ ギ リ出土 で,こ の地 で母 タ ソ トラ系 の密 教 が流 行 した

時 代 が あ った ことを 示 して い る。 サ ン ヴ ァラ像 は2点 と もほ ぼ 同 じ様 式,同 じ特 徴 を

持 ち,文 献 の記 述 に も忠 実 で あ る33)0ヘ ー ル カ像 は,奉 献 塔 の寵 中 に も小 さな 作 品 が

2点 あ るが,上 述 の も の は像 高2メ ー トル近 い 大 作 で あ る。 サ ソ ヴ ァラ もヘ ー ヴ ァジ

ュ ラ もパ ー ラ朝 の 密 教 美 術 に お い て,比 較 的 人 気 の あ っ た 念 怒 尊 で あ る(森 雅 秀

1990:82-89)。 この2尊 の 他 に,マ ハ ー カ ー ラも パ ー ラか らは 出 土 例 が 多 く,9点 を
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数 え るが,オ リッサ か らは1点 の み で あ る[536]。 しか もパ ー ラ朝 の マ ハ ー カ ー ラが,

いず れ も一 面 二皆,も し くは一 面 四 暦 で あ るの に対 し,こ の作 品 の尊 像 は 三 面 六 腎 を

そ なxる 。 表 面 の磨 滅 が著 しい ため,持 物 を は じめ とす る 図像 上 の特 徴 を 欠 き,比 定

の根 拠 を 見 い だ しが た く,他 の尊 格 の可 能 性 も高 い。

　 ジ ャ ソバ ラ,あ るい は クベ ー ラ と呼 ぼ れ る財 宝 を つ か さ どる男 尊 は,オ リ ッサ に お

い てか な りの人 気 が あ っ た よ うであ る34)0カ タ ッ クか ら22例 の 出 土 を 確 認 して い る。

パ ー ラ朝 か らは 約30例 で あ った。 肥 満 した 姿 を と り,例 外 な く坐 像 で表 され る。 右 手

に は シ トロ ソの果 実 を 持 ち,左 手 に は マ ング ー スを 持 つ。 マ ン グー ス の 口か ら宝 石 が

こぼれ て い る作 例 もあ る。 台 座 や 光 背 に しば しば複 数 の 壺 が 表 現 され るが(図159,

160),財 宝 のつ ま った 壷 で,こ れ が富 の象 徴 で あ る こ とは言 うま で もな い。 これ らの

財 宝神 は 多 くの場 合,ハ ー リーテ ィ ーや ヴ ァス ダ ー ラ ーな どの や は り富 や 豊 穣 に関 係

を持 つ 女 尊 と対 に な って僧 院 の 入 口に置 かれ た ら しい。 ラ トナ ギ リでは 現 在 で も第1

僧 院 の 入 口の左 右 に安 置 され た 一対 の像 が あ り,ラ リタギ リで も収 蔵 庫 の入 口に 向 か

い 合 わ せ に置 かれ て い る(図159)。

4.お 　 わ 　 り　 に

　オ リッサ州からの密教美術の作例を,カ タック地区の3遺 跡を中心に概観 し,遺 跡

ごとの出土品の傾向と,主 要な尊格の図像学的特徴を呈示 した。

　従来,イ ン ドの密教美術は,パ ーラ朝の版図であったビハール地方とべソガル地方

の出土品を中心として論 じられることが多かった。 しか し,今 回,オ リッサ州,と く

にカタック地区から出土 した作品のデータを網羅的に集積 し,尊 像の種類や図像学的

特徴をてがか りに分類することによって,同 じ密教美術であ りながら,オ リッサには

パーラ朝とは異なる独特の図像体系があることが明らかになった。とくに如来,菩 薩

のグループにおいては,オ リッサの独自性は顕著である。一方,女 尊や愈怒尊では,

比較的,パ ーラ朝の密教美術に近い傾向を有する。

　密教図像の研究は,文 献の記述にもとづき,そ れに合致する作品を示すとい う方法

がしばしばとられる35)0しかし,イ ンド密教の時代においては実際に制作されたイコ

ンは,密教系の尊格 よりも大乗仏教の時代に信仰を集めた尊格が圧倒的多数を占める。

如来のジャソルでは釈迦,菩 薩では観音,文 殊,弥 勒,女 尊ではターラー,マ ーリー

チーなどが,こ の時代でも依然として人気を集めていた。文献に記された,い わば理

念的なパソテオンと,実 際に制作され,寺 院に安置された尊像の集合体の間には,か
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なりの開きがあるのである。そ して,現 実のパンテオソ,す なわち図像作品の構成自

体も,ベ ンガル ・ビハール地方 とオリッサ地方 との間では異なった様相を示 し,さ ら

に,オ リッサ内部でも地域や遺跡による明らかな差異が存在 していた。このような地

域的な差異は,パ ーラ朝以前のグプタ期やポス ト・グプタ期の仏教美術,た とえばサー

ルナー トや西インドの石窟寺院などを視野に入れて考察 しなければならない。本稿で

は取 り上げなかったオ リッサ美術の編年の問題を含め,この地域の仏教美術の研究は,

作例や遺跡 ごとのデータの積み重ねとい う精微な視点 と,イ ンドにおける仏教美術の

流れとい う巨視的な視点 とをあわせ持って進める必要があるであろ う。
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注

1)Buddhist　 relics　of　Orissa(Department　 of　Tourism,　 Government　 of　Orissa　n.d.)。　A2版 程 度

　 の大 き さの 紙 の両 面 に 印 刷 され て い る。 カ タ ック地 区 の 尊 像 の写 真 と して,ラ トナ ギ リ出土

　 の 仏 頭[178],ウ ダ ヤギ リの 僧 院 本 尊 の 触地 印 仏 坐 像[30],金 剛 手 坐 像[353コ,八 大 菩 薩

　 を と もな う転 法 輪 印仏 坐 像[14],ヴ ァ ジ ュ ラギ リ出土 の 四管 金 剛 手 立 像[355]が 掲 載 され

　 て い る。[]内 の数 字 は 後 掲 の作 例 リス トの通 し番 号 を示 す 。

2)　 オ リ ッサ の 仏 教 の歴 史 につ い ては 頼 富(1982b)に ま とめ られ て い る。

3)　　Goetz　 (1966:23)

4)Mitra(1981:17-21)参 照 。 各 遺 跡 の 編 年 に つ い て は 今 回 取 り上 げ な い。 筆 者 は 未 見 で あ

　 るが,Malandra(1993:21)に よれ ぽHock(1987)に も編 年 に 関 す る議 論 が あ るら しい。

5)　 ナ ー ラ ン ダ ーに つ い て はStewart(1989)が くわ しい 。 ヴ ィ ク ラマ シ ー ラに つ い て は本 格 的

　 な 調 査 報 告 は 刊 行 され て い な い が,Asher(1975),佐 和(1982),　 Srivatsava(1987)が 参 考

　 に な る。

6)　　Annuat　 Report　 of　the　Archaeoiogical　 Surveｙ of　lndia,1957-1958,1958-1959,1960-1961.

7)佐 和(1968)は,ラ トナ ギ リ遺 跡 に 関 す る佐和 氏 の 初 期 の論 文 で あ る。 ま た報 告 書(佐 和
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　 編1982)が ま とめ られ る前Y'佐 和(1981)が 発 表 され てい る。

8)定 方(1997)。 な お,同 論 文 所 収 の 図 版 に つ い て は,尊 像 を 被 写 体 と した も の の 大 半 が

　 Mitra(1981;1983)か ら の複 写 で あ るた め,後 掲 の リス トには 含 まれ て い な い。

9)　 これ ま で の 成 果 に は,宮 治(1993a;1995),森 雅 秀(1990;1996;1997b;1998),森 喜 子

　 　 (1990-1992),佐 久 間(1991;1992),佐 久 間 ・宮 治(1993)が あ る。 本 稿 で も これ らの成 果

　 を 利 用 した 。 た だ し,女 尊,観 音 に つ い て は筆 者 独 自の 資 料 も用 い て,こ れ らの リス トを補

　 った た め,作 例 数 は 一 致 しない 。

10)　 この 調 査 を ふ ま え た 研 究 成 果 と して,す で に い くつ か の 論 考 を 発 表 して い る(森1996;

　 1997a;　 1997b;1998)0

11)た だ し リス ト掲 載 の 作 品 が必 ず し もす べ て重 複分 とは考 え られず,お そ ら く実際 の奉 献 塔

　 の 数 は これ よ りも若 干 大 き くな るで あ ろ う。

12)定 方(1997:16)に は4つ の 僧 院 が 発 掘 され た とい う記 述 が あ る。

13)蛇 の 傘 蓋 を持 つ定 印 仏 坐 像[115]が ウ ダヤ ギ リか ら も 出土 して い る。 また,グ プ タ期 の

　 ジ ャ イ ナ 教 尊 像 に も,ラ リ タ ギ リ の 坐 像 に 類 似 し た 蛇 の 光 背 と 頭 光 が 認 め られ る

　 　 (Williams　 1982:Pl.88)O

l4)各 セ ッ トの 内 容 は 以 下 の 通 り。 火 炎 の 光 背 を そ な え る作 品:観 音[226],金 剛手[350],

　 弥 勒[339],文 殊[332],虚 空 蔵[369],普 賢[375],除 蓋 障[377]。 や や細 長 い石 版 の作

　 品:観 音[379],金 剛 手[351],弥 勒[378],文 殊[327],虚 空 蔵[370],普 賢[373],除

　 蓋 障[376],地 蔵[380,372]。 そ の 他 の 作 品:観 音[225],弥 勒[338],文 殊[333],普

　 賢[374],地 蔵[371],文 殊?[326]。

15)　 この 仏 塔 の 詳 細 と,四 仏 の 構 成 の 意 義 に つ い て は頼 富 氏 に よ る論 考 が あ る(1992a;1992b)。

16)1995年8月29日 付The　 Times　 of　India,　Bombayに"Buddha　 statue　loses　head　to　smugglers"

　 と題 して 報 告 され て い る。 この件 につ い ては 奈 良教 育 大 学 助 教授 山 岸公 基 氏 の ご教 示 に よ る。

17)　 これ に つ い て は す で に 宮 治(1995:18)に 示 され て い る。 頼 富 氏 は 内 の 四供 養 菩 薩 に 比定

　 す る(1992b:115-ll6)。

18)　 た だ し1996年1月 に は ふ た た び土 の 中 に埋 め られ て い た 。

19)　 これ らの作 品 に つ い ては 佐 和(1982:38)に も言 及 され,こ の うち ヤ ム ナ ー は お そ ら くバ

　 トナ博 物 館 所 蔵 の ガ ソ ガ ー像[423]と 一 対 の も の であ る こ とは す で に 指摘 され て い る。

20)校 名 はKalasrigopal　 Purme　 School。 遺 跡 の 山麓 の南 側 に あ る。

21)　 図版 はSaraswati(1977:Pl.17),森 雅 秀(1990:図3),頼 富 ・下 泉(1994:170)な ど に掲

　 載 され て い る。

22)キ ッチ ン グ(Khiching)か らは 頭 上 に 樹 木 を 置 き,左 右 に 八 大 菩 薩 を 配 した 触 地 印 仏 坐 像

　 が1例 出土 して い る[39]。 ラ トナ ギ リの 本 尊[53]は 単 独 の 脇 侍 菩 薩 を左 右 に配 す るが,

　 中尊 の頭 上 に樹 木 の浮 彫 が あ る。 バ トナ博 物 館 所 蔵 の観 音 と文 殊 を脇 侍 とす る坐 像 に も樹 木

　 の モ チ ー フが あ る[46]。 ま た脇 侍 に菩 薩 坐 像 を置 く触 地 印仏 坐 像 に1例[47],マ ー ラ と見

　 られ る浮 彫 が 台座 に現 れ る。 一 方,頭 上 に樹 木 の モ チ ー フが現 れ る の は,触 地 印仏 坐 像 にほ

　 ぼ 限 定 され てい る が,ラ トナ ギ リ出土 の 与 願 印 仏 坐 像 に1例[98],類 似 の モ チ ー フが 認 め

　 られ る。

23)宮 治(1992)第II部,第2章,第5章 参 照 。

24)　 (頼富1982a:38-43;石 黒1985:189)

25)　 (佐 久 間1992=図1(B-M5a-P2-1);Saraswati　 1977:Pl.43(A-MSa-P2-7);Banerji　 l933:

　 Pl.　LXIX(c))

26)　 (Bhattacharyya　 l　968a:Nos.13-16,24,26;肥 塚1967;佐 久 間1995)

27)前 者 が(Saraswati　 l　977　Pl.76;佐 久 間 ・宮 治1993:図3(C-S1-S2a-S2e-3);Banerji　 1933:

　 Pl.　VIII(a);Mallmann　 1948:P1.　 IX(b);Huntington　 l984:PL　 115;佐 久 間 ・宮 治1993:C-

　 S1-S2a-S2e-2),後 者 が(Banerji　 1933:PL　 XXXIV(a);佐 久 間 ・宮 治1993:E-1;Asher

　 l980:Pl.163;頼 富1990:図24;佐 久 間 ・宮 治1993:E-3)。

28)パ ー ラ朝 の 金 剛 手 の 作 例 と し て は(Banerj　 i　l　933:Pl.　XXXVII(a);Saraswati　 1977:PL

　 166;Raven&van　 Kooij　 1986:Fig.52)な どが あ げ られ る。 た だ し,ビ ハ ール 地 方 か ら も蓮

　 華 手 と金 剛 手 を脇 侍 とす る作 例 が1例 あ る(森1997b:図3)。 な お,イ ン ドの 金 剛手 と金 剛

　 薩 錘 の 作 例 に つ い て は(森1997b)に お い て詳 し く述 べ た 。

29)た だ し これ に は奉 献塔 の 作 品 の一 部 が 含 まれ る にす ぎ な い。 中村(1982:165)に よれ ぽ ラ

　 　トナギ リ出 土 の奉 献 塔 で,タ ー ラ ー の浮 彫 の あ る作 例 は137例 あ る。
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30)パ ー ラ朝 出 土 の タ ー ラー で脇 侍 を とも な う作 例 に つ い て は森 喜 子(1993)参 照 。

31)八 難 救 済 タ ー ラ ーに つ い て は頼 富(1984;1990:642-655)参 照 。

32)　 これ ら の女 尊 に つ い て の 先行 研 究 には(宮 坂1981;島1987;宮 治1993b)な どが あ る。

33)サ ンヴ ァラの 作 例 と文 献 との対 応 につ いて は 森 雅 秀(1990:74;1993:225--228)参 照 。

34)イ ン ドの 財 宝 神 に つ い ては 頼 富(1991b)が くわ しい。 拙 稿(1990)に お い て も取 り上 げ

　 た 。

35)代 表 的 な も の と し て は 『サ ー ダ ナ マ ー ラ ー』 と 『ニ シ ュ パ ソ ナ ヨ ー ガ ー ヴ ァ リ ー』

　 　 (NiSpannayogavali)に も とつ くBhattacharyya(1968a)カ ミあげ られ る。
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=オリッサ州 出土仏教図像作例 リス ト

凡 例

番号 (1)尊 名

(2)出 土地;所 在あるいは所蔵者

(3)デ ータ:材 質,年 代,法 量等。

(4)出 典:著 者名,刊 行年,図 版番号の順に記載。複数の文献に含まれる

　　 場合,刊 行年代に したが う。[]内 の番号は後掲の写真図版の番号

　　 を示す。

(5)図 像学上の特徴等:印,持 物,装 身具,坐 法,光 背,台 座,保 存状況

　　 等について記載。

　　 　　　　 目　　　 次
　　 　　　　　　　　　　 　1※数字

は作例 リス トの通 し番号を示す。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

如来

坐像

胎蔵大 日(定 印)　　　　　　　 、　　　　 1

転法輪 印坐像　　 　　 　　 　　 　　 　　　9

触地 印坐像　　　　　 　　　　　　　　　21

　単独の触地 印坐像　　　　　　　　　　21

　八大菩薩を ともな う触地 印坐像　 　　　36

　四親近を ともな う触地 印坐像　　　　 　41

　二脇侍菩薩 を ともな う触地 印坐像 ………44

　特定の一尊 を ともな う触地 印坐像 ………51

　光背に樹木 の装飾 のある触地 印坐像・…　 53

　飛天のみを ともな う触地 印坐像　　 　　66

　その他 ・不 明　　 　　 　 ・・　　 　　 　 75

　断片　　　　　　　　　　　　　　　　77

　奉 献等の寵　 　　 　　 　　 　　 　　　 85

与願 印坐像　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　97

定印坐像　　　　　　　　　　　　　　　105

施無畏 印坐像 …一・ …　　　　 '　　　 125

印不明の坐像 ・断片　　　　　　　　　　136

立像

三道宝階降下　　　　　　　　　　　　 141

与願印　　　　　　　　　　　　　　　146

施無畏印　　　　　　　　　　　　　　　151

その他の印　　　　　　　　　　　　 162

印不明　　　　　　　　　　　　　　　163

断片　　　　　　　　　　　　　　　　　・171

仏頭　　　　　　　　　　　　　　　　178

菩薩

観音

二管坐像　　　　　　　　　　　　　　195

奉献塔の寵 ・　　　　　　　　　　　　 216

二膏立像　　　　　　　　　　　　　　223

四轄坐像　　　　　　　　　　　　　　233

四署立像　　　　　　　　　　　　　　248

六腎立像　　　　　　　　　　　　　　263

金剛法　　　　　　　　・　　　　　　 264

六字観音・……・・　　　　　　　　　 268
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断片 ・　　　　　　　　　　　　　　　 270

文殊

アラパチ ャナ　 　　 　　 　　 　　　 　　289

マンジュヴ ァラ　　　 　　　 　　　　 　294

ステ ィラチ ャクラ　 　 　 　 　 　 　 　 　 303

遊戯坐　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　304

輪王坐　　　 　　　 　　　　 　　　 　　320

結':11坐 　　　 　　　　 　　　 　　　…324

立像　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　325

断片 …　　　　　　　　　　　　　　　　336

弥勒

立像　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 337

坐像 ・与願印　　　　　　　　　　　・…340

坐像 ・施無畏 印　　　　　　　　　　 　 343

坐像 ・転法輪 印　　　　　　　　 　　　 346

金剛手　　 　　　　 　　　 　　　　 　　348

金剛薩運　　　　　　　　　　　　　　　357

その他 の菩薩

八大菩薩 単独像　　　　　　　　　　　　369

未比定菩薩像　　 　　　　　　　　　　 381

女尊

アパ ラー ジター　　 　　　 　　　　 　　415

ウシュニーシャヴィジ ャヤー　 　 　　 　418

クル ク ッラー　　　　　　　　　　　　　419

ガンガー　　　　　　　　　　　　　　　　　　423

チュンダー … 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　424

パルナ シャバ リー　　　　　　　　　　　438

般若波羅蜜　　　　　　　　　　　　　　439

ブ リクテ ィー　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　442

マー リーチ ー　 　 　　 　 　　 　 　　 　　444

ヤムナ ー ・　 　 　　 　 　　 　 　　 　 …469

ヴァジ ュラヴ ァーラーヒ　 　　 　 　　 　471

ヴァスダーラー　 　　 　 　　 　 　　 　　472

サ ッ トヴ ァヴ ァジュ リー 　 　 　 　 　 　 479

ハー リーテ ィー　　 　　 　　 　　 　　 　480

ター ラー

　遊戯坐 　　　 　　 　　 　　 　　 　　　482

　奉献塔 の寵　 　　　　 　　　 　　　　 506

　結':II坐 　　　　　　　　　　　　 …520

　単独 の立像 　　　　　　　　 　　　　 523

　脇侍 を ともな う立像　 　　 　　 　　　 524

　八難救済 ター ラー　 　　　 　　　　 　 527

　 カデ ィラヴァニーターラー　 　 　 　 　529

　 ドゥル ゴーター リニーターラー …一…530

　金剛 ターラー　　　　　　　　　　　 532

忽怒尊 ・財宝神

チ ャソダマハ ーロー シャナ 　 　 　 　 　 　534

マハ ーカーラ　　　　　　　　　　　　　536

ヤマー ソタカ　 　　 　　　 　　 　　 　　537

サ ンヴ ァラ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 539

ハヤグ リーヴ ァ　　 　 　　 　　 　 　　 　541

ヘールカ　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 542

不 明　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　545

ジ ャンバ ラ　　 　　 　 　　 　 　　 　 　 548

　　 　　　　 　　 如来

坐像

胎蔵大 日(定 印)

1　　 (1)Vairocana

　　 (2)Ratnagiri;遺 跡 に隣接 す る学 校 の

　　 　　 校庭

　　 (3)　Stone

　　 (4)佐 和1982:カ ラー口絵2,66図;宮

　　 　　 治 亘995:図5;Donaldson　 1995b:

　　 　　 Fig.7

　　 (5)定 印。結珈跣坐。髪を結い,垂 髪。

　　 　　 三 面頭飾。1嬰略,腎 釧,条 吊,耳

　　 　　 飾 り。卵形 の頭光。蓮台。

2　　　(1)Vairocana

　　 (2)Ratnagiri;第5祠 堂

　　 (3)　Stone
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　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.133;佐 和1982:

　 　 　 　 口絵10,58図;頼 富 【981:写 真1;

　 　 　 　 1983:図4;1990:図5i;1992a:図1;

　 　 　 　 Mitra　 1983:Pl.　 CCXXXVIII;

　 　 　 　 Donaldson　 1995b:Fig.8　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 (5)定 印。結珈鉄坐。髪を結い,垂 髪。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 婆路,管 釧,腕 釧,聖 紐。卵形 の

　　　 　 頭 光。蓮 台。 光背 向か って左上 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 坐 像。台座 に帰依者。 台座 向か っ

　　　 　 て右 に展 左 で 立 つ愈 怒 尊 の 浮彫　　　 　　 　　 　　 　　 　　 1

　　　 　　[534]。第4祠 堂の本尊。右手に金　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　　　　 剛薩錘[357],左 手に金剛法菩薩
　　　 　　[264]が 位置す る。Mitraの 図版
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 に 比 べ る と現 状 は か な り磨 滅 が 進

　 　 　 　 ん で い る。

3　　 (1)Vairocana

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:42図

　 　 (5)定 印。 結 珈 跣 坐 。 光 背 向 か って 左
　　　 　　 　　 　　 　　 　　 し
　 　 　 　 上 に2体 の 坐 像 。 佐 和(1982)に

　 　 　 　 よれ ぽ1体 は金 剛f　 。 頭 部 欠 損 。

4　　 (1)Vairocana

　 　 (2)Lalitagiri　 　　　　　　 '

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図87;188図;宮 治

　 　 　 　 1995:図2　 　 　 　 、

　 　 (5)定 印。 結 珈 跣 坐 。 如 来 形 。 長 楕 円

　 　 　 　 形 の 寵 の 中 の 浮 彫 。 上 部 左 右 に 飛

　 　 　 　 天。 頭 部 欠 損 。

5　　 (1)Vairocana

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:口 絵13,宕0図;頼 富

　 　 　 　 1981:写 真2;1983:図3,1990:図

　 　 　 　 9;頼 富 ・下 泉1994:71≧;宮 治1995:

　 　 　 　 図1;Donaldson　 1995b:Fig.6

　 　 (5)定 印 。 結.li坐 。 如 来 形 。 卵 形 の

　 　 　 　 頭 光 。 上 部 左 右 に 飛 天 。 台 座 左 右

　 　 　 　 に 獅 子 。 佐 和(1982)に ょれ ぽ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　 へ

　　　　光背に法身偶文と大日如来真言。
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6　 　 (1)Vairocana

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)頼 富1992a:図5;1992b:図5;頼

　 　 　 　 富 ・下 泉19?4:p.72;宮 治1995:図

　 　 　 　 3;Donaldson　 1995b:Fig.4[図

　 　 　 　 11^-13]

　 　 (5)定 印。 結':II':坐 。垂 髪 。一 面 頭 飾 。

　 　 　 　 装 身 具 は 付 け な い 。 卵 形 の 頭 光 。

　 　 　 　 菩 薩 脇 侍 。 右 脇 侍 は 文 殊,左 脇 侍

　 　 　 　 は 除 蓋 障 。 台座 に2竜 王 。 上 部 左

　 　 　 　 右 に 飛 天 。 ス トゥ ーパ の 四 方 に 置

　 　 　 　 か れ た 四 仏 の 中 の1体 。 北 に 位 置

　 　 　 　 す る。 脇 侍 菩 薩 は 八 大 菩 薩 の 中 の

　 　 　 　 2尊 。

7　　　(1)Vairocana

　 　 (2)Udayagiri;Solapua　 Ma　 Temple,

　 　 　 　 Cuttack

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　Sahu　 1958:Fig.14

　 　 (5)定 印 。 結:ff坐 。 菩 薩 形 。 光 背 左

　 　 　 　 右 上 部 に坐 像 。 台 座 に 帰 依 者 。

8　　　(1)Vairocana

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Benisti　 l　981:Fig,134;佐 和1982:

　 　 　 　 口 絵7,30図;Mitra　 l983:Pl.

　 　 　 　 CCLX;頼 富1990:図64;宮 治1995:

　 　 　 　 図6;Donaldson　 1995b:Fig.12

　 　 (5)定 印。 髪 を 結 い,垂 髪 。 結,i'IM坐 。

　 　 　 　 菩 薩 形 。 三 面 頭 飾 。 婆 路,壁 釧,

　 　 　 　 聖 紐 。 光 背 左 右 に 八 大 菩 薩 。 台 座

　 　 　 　 左 右 に 象 と獅 子,供 養 者 。

転 法 輪 印 坐 像

9　　　(1)Vairocana

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,43　 cm,11c(宮 治)

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CXXXIX;Benisti

　 　 　 　 1981:Fig.168;宮 治1995:No.12

　 　 (5)転 法 輪 印 。 結 珈 跣 坐 。 如 来 形 。 光
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　　 　　 背左右 に四体 の遊戯 坐の菩薩。 向

　　 　　 か って左上 が観音,左 下が文殊,

　　 　　 右上が金剛 手,右 下 が弥勒。光 背

　　 　　 上 部中央 に樹 木の浮彫。 左右 に飛

　　 　　 天 。台座 中央 に法輪 と二鹿。三葉

　　 　　 寵 の光背。

10　　(1)Vairocana

　　 (2)Lalitagiri

　　 (3)Stone,8c(宮 治)

　　 (4)宮 治1995:No.9[図14]

　　 (5)転 法輪印(智 拳 印?)。 結:)'/坐 。

　　 　　 如来形 。二菩薩脇 侍。台座 中央に

　　 　　 法輪 と二鹿。左 右に帰依者 。頭部

　　 　　 欠損。表面は磨 滅が著 しい。

11　　(1)Vairocana?

　　 (2)　Lalitagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)　 [図15コ

　　 (5)転 法輪 印?。 如来形 。結珈跣坐 。

　　 　　 左右 に払 子を持 った菩薩脇侍。 光

　　 　　 背上部 に飛天。台座 に法輪 と二鹿 。

12　　　(1)　Vairocana

　　 (2)　Lalitagiri

　　 (3)Stone,8c(宮 治)

　　 (4)宮 治1995:図11,No.8

　　 (5)転 法輪 印(智 拳印?)。 結iilI　M坐 。

　　 　　 如 来形。光背 上部左右 に飛天。 台

　　 　　 座 中央 に法輪 と二鹿。 左右に帰依

　　 　　 者。脇侍をのぞ き前例に類似。

13　　(1)Vairocana

　　 (2)Udayagiri

　　 〈3)Stone,180　 cm,9c(宮 治)

　　 (4)頼 富1992a:図6;1992b:図4;頼

　　 　　 富 ・下泉1994:口 絵,74;宮 治1995:

　　 　　 図12,No.10;Donaldson　 l995b:

　　 　　 Fig.13[図16～18]

　　 (5)転 法輪印(智 拳印?)。 髪髭冠。垂

　　 　　 髪。結 珈跣 坐。菩薩 形。塑略,管

　　 　　 釧,腕 釧,聖 紐,冠 帯,耳 飾 り。

　　 　　 周囲 に内の四供養菩 薩。光背上部

　　 　　 向か って左 に金剛華,右 に金剛燈,

　 　 　 　 台 座 向 か って 左 に 金 剛 香,右 に 金

　 　 　 　 剛 塗 香 。

14　　　(1)　Vairacana

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)Stone,8-9　 c(宮 治)

　 　 (4)頼 富1992a:図3;宮 治1995:図13,

　 　 　 　 No.11;Donaldson　 1995b:Fig.11[図

　 　 　 　 19]

　 　 (5)転 法 輪 印。 如 来 形 。 結':II':坐 。 光

　 　 　 　 背 と台 座 左 右 に八 大 菩 薩 。 台 座 に

　 　 　 　 法輪 と二 鹿,供 養 者 。

15　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Khadipada;Orissa　 State　Mus.

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　Sahu　 1958:Fig.48

　 　 (5)転 法 輪 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐?。

　 　 　 　 頭 部,上 半 身,台 座 部 の み 残存 。

16　 　(1)Vairocana?

　 　 (2)Bhuvaneswar;Orissa　 State　Mus.

　 　 (3)　Black　Stone,10　 c

　 　 (4)森1997a:図5,No.1

　 　 (5)転 法 輪 印。 菩 薩 形 。 結 珈 跣 坐 。 宝

　 　 　 　 冠,屡 略?。

17　　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXV(A)

　 　 (5)転 法 輪 印 。 菩 薩 形 。 結 珈 蹟 坐 。 奉

　 　 　 　 献 塔寵 中 の 浮彫 。

18　　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXV(B)

　 　 (5)転 法 輪 印。 菩 薩 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉

　 　 　 　 献 塔 寵 中 の浮 彫 。

19　　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIV(D)

　 　 (5)転 法輪 印 。 菩 薩 形 。 結 珈 朕 坐 。 奉

　 　 　 　 献 塔 寵 中 の 浮彫 。
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20　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981;P1.　 CLXXXIII(D)

　 　 (5)転 法 輪 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉

　 　 　 　 献 塔 の 浮 彫 の一 部 と して。 台 座 部

　 　 　 　 分 に 法 輪 と二 鹿。 上 部左 右 に飛 天,

　 　 　 　 下 部 左 右 に 女 尊?坐 像。

触 地 印 坐 像

単 独 の 触 地 印 坐 像

21　　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone,51.5×27.3　 crrt

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXVI(B)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 昧 坐 。 光 背

　 　 　 　 に9世 紀 頃 の 書 体 に よ る 銘 文

　 　 　 　 　 (Mitraに よ る)。

22　　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 No.1961,72

　 　 (3)Stone,20.3×14　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXV(A)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 台 座

　 　 　 　 部 分 に供 物 。

23　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 No.　RTR-2,15

　 　 (3)Stone,18.5×15.9　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PI.　 CLXVIII(A)

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 鉄 坐 。

24　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 No.　RTR-2,78

　 　 (3)Stone,4.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 CLXIX(B)

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 左 右 に仏 塔 の浮 彫 。

25　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 No.1961/7

　 　 (3)Stone,19　 cm

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCLIV(A)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 蹟 坐 。 台 座

　 　 　 　 に蓮 華 と供 物 の浮 彫 。

394

国立民族学博物館研究報告　　23巻2号

26　 　(1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.22;佐 和1982:挿 図

　 　 　 　 30,102図

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 収 蔵

　 　 　 　 庫 の 中 心 に 置 か れ,僧 院 の 本 尊 と

　 　 　 　 考 え られ て い る。

27　　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図20]

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 表 面

　 　 　 　 磨 滅 。 台 座 に 武 器(?)を 持 っ た

　 　 　 　 4人 の 人物 の浮 彫 。

28　 　(1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図21]

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 表 面

　 　 　 　 磨 滅。

29　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)〆Stone

　 　 (4)佐 和1982:口 絵15,130図;頼 富

　 　 　 　 1990:図10

　 　 (5)触 地 印?。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 下

　 　 　 　 半 身 は土 中。

30　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)頼 富1992b:図2[図22]

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 僧 院

　 　 　 　 の 本 尊 。

31　　 (1)Buddha

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図23]

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 台 座

　 　 　 　 に 供 物 と帰 依老 。

32　 　(1)Buddha
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　 　 (2)Khadipada,　 Barasore;Orissa　 State

　 　 　 　 Mus.

　 　 (3)Stone,7c(Mus)

　 　 (4)Sahu　 l958:Fig.47;頼 富1991a:図

　 　 　 　 6;森1997a:図7,No.3

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結/i'　 坐 。

33　　 (1)Buddha

　 　 (2)Narasinghapur,　 Cuttack;　 Orissa

　 　 　 　 State　Mus.

　 　 (3)　Stone,168　 cm

　 　 (4)森1997a:図9,No.5

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結:1　 坐 。 三 葉

　 　 　 　 寵 。 光 背左 右 に グ リフ ォ ンの 浮 彫 。

　 　 　 　 台 座 に 帰 依 者,人 物 群 の 浮 彫 。 表

　 　 　 　 面 磨 滅。

34　 　(1)　Buddha

　 　 (2)　Sirpur

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)頼 富1991a:図3

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結:1/坐 。 第2

　 　 　 　 僧 院 祠 堂 本 尊 。 脇 侍 に 蓮 華 手,金

　 　 　 　 剛手 。

35　　 (1)Buddha

　 　 (2)　Sirpur

　 　 (3)Stone,7c(Huntington)

　 　 (4)Huntigton　 1985:Pl.19.6

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 台 座

　 　 　 　 左 右 に獅 子 の浮 彫 。

八 大 菩 薩 を と もな う触 地 印坐 像

36　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,73.6　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pi.　 CXXXVIII(B);佐

　 　 　 　 和1982:挿 図94,95,18図;頼 富

　 　 　 　 1990:図66

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 左 右 に 八 大 菩 薩 。 八 大 菩 薩 の 持 物

　 　 　 　 は 向 か って左 上 よ り(不 明),三 葉

　 　 　 　 形 の 植 物,蓮 華,宝 珠,右 上 よ り

　 　 　 　 三 蕾,蓮 華 に水 平 に置 いた 金 剛 杵,

　 　 　 　 梵 爽 を のせ た 睡 蓮,未 比 定 の植 物 。

　 　 　 　 い ず れ も輪 王 坐 で坐 る 。 光 背 上 部

　 　 　 　 に飛 天 。

37　　　(1)　Aksobhya

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,80.6　 cm

　 　 (4)Mitra　 l　981:PL　 CXXXVIII(A);佐

　 　 　 　 和1982:挿 図4,96,19図;頼 富

　 　 　 　 1983:図2;1990:図68

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結:1!':坐 。 光 背

　 　 　 　 左 右 に 八 大 菩 薩 。 八 大 菩 薩 の持 物

　 　 　 　 は 向 か っ て左 上 よ り,龍 華 と三 葉

　 　 　 　 形 の 植 物,三 蕾,蓮 華,宝 珠,右

　 　 　 　 上 よ り(不 明),直 立 した 金 剛杵 と

　 　 　 　 蓮 華,梵 爽 を の せ た 睡 蓮,未 比 定

　 　 　 　 の 植 物 。 い ず れ も輪 王 坐 で 坐 り,

　 　 　 　 本 尊 に 近 い 手 を 上 に あ げ る。 台 座

　 　 　 　 に蓮 華 の茎 と帰 依 者,供 物 。

38　　(1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図98

　 　 (5)触 地 印。 結 蹴 跣 坐 。 胸 よ り上 部 欠

　 　 　 　 損 。 台 座 に 帰 依 者 。 光 背 に 八 大 菩

　 　 　 　 薩 の一 部 残 存 。

39　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Khiching

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図99;頼 富1990:図14

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 光 背

　 　 　 　 左 右 と上 部 に 八 大 菩 薩 。 頭 光 に樹

　 　 　 　 木 。 台座 に帰 依 者 と供 物 。

40　 　(1)Buddha(Aksobhya)

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mallmann　 1948:Pl.　 XVII;Sahu

　 　 　 　 1958:Fig.20;佐 和1982:挿 図39,

　 　 　 　 135図;頼 富1983:図9;1990:図35;

　 　 　 　 頼 富 ・下 泉1994:76;Donaldson

　 　 　 　 l995b:Fig.1[図24～26]

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 右 脇
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　　　　　　侍弥勒,左 脇侍地蔵6光 背左右上

　　　　　　部に紙 台座に蘇 と竜王.仏
　 　 　 　 　 　 塔 周 囲 の 四 仏 の 中 のi一尊 。 東 に位
'　　 　 　 　 置

。 脇 侍 は 八 大 菩 薩4)2尊 。

　 四親 近 菩 薩 を と も な う触 地 印 坐 像

　 41　　 (1)Buddha

　 　 　 　 (2)Ratnagiri

　 　 　 　 (3)Stone,51.5　 cm

　 　 　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CCC.XXXIII(A);　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 　 　 　 　 　 頼 富1990:図29;Donaldson　 1995b:　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 　　 　　Fig.9　 　　　　　　 '

　　 　　 (5)触 地 印?。 如来形 。結珈 跣坐。光

　　 　　 　　背上部 左右 に四親 近 菩薩?。 持物
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 　　 　　は 向か って右上 よ り右回 りに,二
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 つ の 金 剛 杵?,弓 矢,金 剛杵 と鈴,

　 　 　 　 　 　 鉤 。 台 座 に 帰 依者 。

　 42　 　(1)Buddha

　 　 　 　 (2)Ratnagiri

　 　 　 　 (3)Stone,51.5　 cm

　 　 　 　 (4)頼 富1983:図8;199(D:図30　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　 (5)触 地 印?。 如 来 形 。 結':11'r坐 。 光

　　　　　　背上部左右に四親近書薩?。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　i

　 43　 　(1)Buddha

　 　 　 　 (2)　Jajpur?,　 Cuttack

　 　 　 　 (3)　Stone

　 　 　 　 (4)

　 　 　 　 (5)図 版 未 発 表 。 頼 富(1990:559),

　 　 　 　 　 　 宮 治(1993:47)に お い て言 及 。

　 二 脇 侍 菩 薩 を と もな う触 地 印 坐像

　 44　 　 (1)　 Buddha

　 　 　 　 (2)Ratnagiri

　 　 　 　 (3)Stone,51.5　 cm,8c(Saraswati)

　 　 　 　 (4)Saraswati　 1977:Pl.195;Benisti
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　 　 　 1981:Fig.166;Mitra　 X1981:Pl.　CX-

　 　 　 　 　 　XXVI(B);佐 和19821口 絵6,20図

　 　 　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 右 脇
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　侍蓮華手,左 脇侍金刷手。光背上

　　　　　　部左右に仏坐像。向かって左は与
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　I
　　　　　　願印。右は定印。光背上部中央に
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　 　 　 　 傘 蓋 。 台 座 左 右 に 獅 子 。 中 央 に 装

　 　 　 　 飾 的 な 蓮 華 。

45　　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,77.5　 cm

　 　 (4)Saraswati　 1977:Pl.195;Mitra

　 　 　 　 1981:Pl.　 CXXXVII(B);佐 和

　 　 　 　 1982:21図

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 右 脇

　 　 　 　 侍 蓮 華 手,左 脇 侍 金 剛 手 。 光 背 上

　 　 　 　 部 左 右 に 飛 天 。 光 背 上 部 中央 に 傘

　 　 　 　 蓋 。 台 座 向か って 左 に 帰 依 者,右

　 　 　 　 に 供 物 。 中 央 に 装飾 的 な蓮 華 。

46　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri;Patna　 Mus.

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図90

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結.:1/坐 。右 脇

　 　 　 　 侍 観 音?。 左 脇 侍 文 殊?。 光 背 上

　 　 　 　 部 左 右 に 飛 天,中 央 に 樹 木 。 台 座

　 　 　 　 に 帰 依 者,供 物,不 動?(剣 と羅

　 　 　 　 索 を 持 つ)。

47　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,114.3　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CCCXXIV(A)

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結:1/坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天 と仏 塔 の 浮 彫 。 そ

　 　 　 　 の 下 に菩 薩 坐 像 。 光 背 左 右 に グ リ

　 　 　 　 フ ォ ソ(あ るい は 馬)に の っ た 人

　 　 　 　 物 像 の浮 彫 。 台 座 中 央 に マ ー ラ と

　 　 　 　 思 わ れ る人物 群 。 左 右 に 獅 子 。

48　　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:112図

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 左 右

　 　 　 　 に 菩 薩 脇侍 。 光 背 上 部 左 右 に 飛 天 。

　 　 　 　 台 座 に 帰依 者,供 物,獅 子 。

49　　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri
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　　 (3)　Stone

　　 (4)　 [図27～29]

　　 (5)触 地 印。如来形 。結:ii'.坐。右脇

　　　 　 侍文殊(持 物は梵來をのせた睡蓮)。

　　　 　 右脇侍観音(持 物は蓮華?)。 光 背

　　　 　 上部 左右に飛 天。台座 に帰依者,

　　　 　 獅子。

50　　(1)Buddha

　　 (2)Lalitagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)佐 和1982:115図

　　 (5)触 地印。如来形 。結珈跣 坐。光 背

　　　 　 上部 左右 に菩 薩坐像。 いずれ も半

　　　 　 珈 坐で右手与 願 印,左 手は植物 を

　　　 　 持 つ。

特定の一尊格 をともな う触地印坐像

51　　(1)Buddha

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)佐 和1982:68図

　　 (5)触 地 印。如 来形。結:ii'.坐。光 背

　　　 　 上部 左右 に飛天。光背に金剛薩錘。

52　　(1)Buddha

　　 (2)Lalitagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)　 [図30]

　　 (5)触 地 印。如 来形。 結珈跣坐。 光背

　　　 　 上部 向かって左 に仏塔,右 に菩薩?

　　　 　 坐像浮彫。 台座 向か って左 に帰依

　　　 　 者 と水鳥,右 に獅子?。

光 背 に樹 木 の 装飾 の あ る触 地 印坐 像

53　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,215　 cm,8c(Huntington)

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.163;Mitra　 1981:

　 　 　 　 PL　CXXIV(A);佐 和1982:口 絵5,

　 　 　 　 13図;Huntington　 1985:Pl.19.44

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 台 座

　 　 　 　 中 央 に 竜 王,左 右 に 獅 子 の 浮 彫 。

　 　 　 　 脇 侍 に 蓮 華 手 と金 剛 手 。 第1僧 院

　 　 　 　 の本 尊 。 頭部 鼻 梁部 欠 損。

54　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.1961/2

　 　 (3)Stone,54.6×37.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXIII(A)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。 台 座 中 央 に ア パ

　 　 　 　 ラ ー ジ タ ー,向 か っ て左 に 合 掌 す

　 　 　 　 る女 尊 と帰 依 者 。 右 に マ ー ラ と供

　 　 　 　 物 。 背 面 に 銘 文 。

55　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,529

　 　 (3)Stone,39.4　 x　28.6cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXIII(B)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。 台 座 向 か っ て左

　 　 　 　 に人 物 像 。

56　　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,146　 cm

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.165;Mitra　 1981:

　 　 　 　 Pl.　CXXXVI(A);佐 和1982:挿 図

　 　 　 　 16,16図

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。 光 背 左 右 に 水 鳥,

　 　 　 　 グ リフ ォ ソ(あ る い は 馬)に の っ

　 　 　 　 た 人 物,象 の 浮 彫 。 台 座 は2段 か

　 　 　 　 らな り,上 段 左 右 に獅 子,中 央 に

　 　 　 　 装 飾 的 な蓮 華 の 茎,下 段 左 右 に 帰

　 　 　 　 依 者,中 央 に供 物 。

57　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,82

　 　 (3)Stone,17.8　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXIX(A)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結/i'　 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 仏 塔 の浮 彫 。 台 座 中 央

　 　 　 　 に金 剛 杵 の浮 彫 。

58　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,12

　 　 (3)Stone,21.5　 cm
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　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLX;KI(A)

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結':1i'.坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。 台 座 左 右 に 象 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

59　 　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,83'

　 　 (3)Stone,17.2　 cm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXVI(A}

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。

60　 　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,1

　 　 (3)Stone,37.2　 x　20　cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXVII(A)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 光 背
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 上部 左右 に飛天。台座 中央に二人

　　　　 の女性像(ヴ ァスダ ーラーとマー

　　　　 ラの娘?),左 右に獅旨㌔

61　　 (1)Buddha

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　
　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXVII(B)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　　 (5)触 地 印。如来形 。結蜘踪 坐。光 背

　　　　 上部 左右 に仏塔 の浮彫。 光背左右

　　　　 に グ リフ ォン(あ る1、・は馬)に の

　　　　 った人物像 の浮彫。二段 か らな ら

　　　　 なる台座。上 段中央 に供物,左 右

　　　　 に獅 子,下 段 は人物群(マ ーラの　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　 軍 勢 と マ ー ラの 娘?);左 右 に獅 子 。

62　 　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Patna　 Muss,　 No.6501

　 　 (3)Stone,144.8　 cm,11cl(Mus)

　 　 (4)B6nisti　 1981:Fig.1671;Mitra　 1983:

　 　 　 　 PL　CCCXXV(A);佐:和1982:71図

　 　 (5)触 地 印。 菩 薩 形 。 結 跳跣 坐 。 宝 冠,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 屡路,装 身具。 光背上部左 右に飛

　　　　 天,光 背左右に宝を くわえた水鳥,

　　　　 グ リフォ ソ(あ るいほ馬)に の っ

　　　　 た 人物像 の浮彫 。台座 中央 にあ ご　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 髭 を生や し,剣 を振 り上 げた人物。

　　　　 そ の左右に マー ラの娘 たち と帰依

　　　　 者。

63　　(1)Buddha
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　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)Stone,53.3×30.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXV

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 頭 部

　 　 　 　 欠 損 。 光 背 上 部 左 右 に飛 天 。 台 座

　 　 　 　 中央 に 供 物 と2獅 子,向 か って 左

　 　 　 　 に金 剛 薩 」垂?,右 に帰 依 老 。

64　 　(1)Buddha

　 　 (2)Khiching

　 　 (3)　Stone

　 　 (4}　Sahu　 1958:Fig.69

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 映 坐 。 台 座

　 　 　 　 左 右 に 獅 子 。

65　 　(1)Buddha

　 　 (2)Khiching;Orissa　 State　Mus.

　 　 (3)Stone,8c(Mus)

　 　 (4)森1997a:図11,　 No.7

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天 。 台 座 に 獅 子 と帰

　 　 　 　 依 者 。

飛天のみを ともな う触地 印坐像

66　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri;Orissa　 State　Mus.

　 　 (3)Stone,74　 cm,9c{Mus)

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.162;森1997a:図

　 　 　 　 8,No.4

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天 。 台 座 に 蓮 華,帰

　 　 　 　 依 者,供 物 の浮 彫 。

67　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,28　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CXXX(C)

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。 台 座 に 供 物 。

68　 　{1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,54　 x　36.8　cm

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXIX(B)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 頭 部
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　 　 　 　 欠 損 。 光 背 上 部 左 右 に 飛 天 。 台 座

　 　 　 　 に帰 依 者 。

69　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,50　 cm,9c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 l983:PL　 CCCLIII(A);佐 和

　 　 　 　 1982=38図

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。 光 背 に ク ッ シ ョ

　 　 　 　 ソの浮 彫 。 台 座 左 右 に 獅 子 。

70　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.1961/102

　 　 (3)Stone,35　 cm

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCLIII(B)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天?。 頭 部 欠 損 。

71　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 映 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天 。 頭 部 欠 損 。 表 面

　 　 　 　 の磨 滅 著 しい。

72　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:62図

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上部 左 右 に飛 天 。

73　　 (1)Buddha

　 　 (2)Baud

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 l　958:Fig.51;頼 富1991a:図

　 　 　 　 7

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 上部 左 右 に飛 天 。

74　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Kharia,　 Bhadacana;Orissa　 State

　 　 　 　 Mus.

　 　 (3)Stone,9c(Mus)
　 　 〆　」＼　　　十 　　・AA阿 　　　　　r罰 ・A　 　　■L▼　　　　 ,

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 映 坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天 。

そ の 他 ・不 明

75　 　(1)Buddha

　 　 (2)　Banesvaranasi

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　Sahu　 1958:Fig.55

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結:1/is坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。

76　 　(1)Buddha

　 　 (2)Solampur

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　Sahu　 1958:Fig.44

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　 　 　 　 に 多 数 の 尊 格 。"The　 Eight　 Mira-

　 　 　 　 cles　of　Buddha"　 (Sahu)　 .

断 片

77　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone,43.2cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXIV(A)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 頭 部

　 　 　 　 欠 損 。

78　 　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1.535

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXIX(B)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 腹 部

　 　 　 　 よ り下 のみ 残 存 。 台 座 に 人物 像。

79　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLVIII(B)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 向 か

　 　 　 　 って 左 に うず く ま る菩 薩 像 。 首 よ

　 　 　 　 り上 部,左 腕,左 足 欠 損 。

80　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
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　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 CLXyIII(D)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結:11坐 。 腹 部　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 より下のみ残存。台座も欠損。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

81　　 (1)Buddha　 　　　　　　　'

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXVIII(C)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 (5)触 地 印。如来 形。結珈跣 坐。腹部　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 と腕,足 の 一 部 残 存 。1

82　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CCCXXXIII(D);

　 　 　 　 佐 和1982:31図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結:IIi.坐 。 腹 部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 よ り下 の み 残 存 。

83　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:65図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結')i'.坐 。 首 よ

　 　 　 　 り下 部 残 存 。

84　 　(1)Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:113図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　　 (5)触 地 印。如来形 。結珈跣 坐。胸 よ
　　　 　　　　　　　　　　 　1　　　 　

り下部 残存。左右 に脇侍 菩薩?。

　　　　台座左右に帰依者麟 孔

奉 献 塔 の 寵

85　　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,9-10　 c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XXIV(E)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結:11坐 。 光 背　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 上部 左右 に飛 天 。 台座 に供 物 。

86　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XXXI!II(D)
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　　 　(5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 脚 跣 坐 。

　　 　 　 Aksobhya?(Mitra).

87　 　(1)　Buddha

　　 　(2)Ratnagiri

　　 　(3)Stone,24.8x33.7　 cm

　　 　(4)Benisti　 1981:Fig.14$;Mitra　 1981:

　　 　 　 Pl.　XLVI(A)

　　 　(5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背

　　 　 　 左 右 に 飛 天。 台座 に供 物 。

88　 　(1)Buddha

　　 　(2)Ratnagiri

　　 　(3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LII(A)

　　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 蹉 坐 。

89　 　(1)Buddha

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXII(C)

　　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。

90　 　(1)Buddha

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXII(D)

　　 (5)触 地 印 。如 来 形 。 結 脚 映 坐 。

91　　 (1)Buddha

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIII(A)

　　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。

92　　 (1)Buddha

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIII(B)

　　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結 珈跣 坐。

93　　 (1)Buddha

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIII(C)

　　 (5)触 地 印。 如 来 形 。 結:11'%坐 。

94　　 (1)Buddha

　　 (2)Ratnagiri
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　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIV(A)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結珈 跣 坐 。

95　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCXLIX

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結'ai'.坐 。

96　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri;遺 跡 近 くの 祠 堂

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)触 地 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 建 造

　 　 　 　 物 の一 部 。

与 願 印坐 像

97　 　(1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,522

　 　 (3)Stone,17.2　 x　10.8　cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXVI(A)

　 　 (5)与 願 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。

98　　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-2,92

　 　 (3)Stone,35　 x　19.7　cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXIX(D)

　 　 (5)与 願 印。 如 来 形 。 結:1/':坐 。 光 背

　 　 　 　 上 部 中 央 に 樹 木 の浮 彫,左 右 に 飛

　 　 　 　 天 。 台 座 中 央 に女 性 像,左 右 に 獅

　 　 　 　 子。

99　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図31]

　 　 (5)与 願 印?。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 右

　 　 　 　 手 首 欠 損 。 光 背上 部 に飛 天 。

100　 (1)Ratnasambhava

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)頼 富1992a:図3;Donaldson

　 　 　 　 1995b:Fig.2[図32～34]

　 　 (5)与 願 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 右 脇

　 　 　 　 侍 虚 空 蔵,左 脇 侍 観 音 。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に 飛 天 。 台 座 に 竜 王 。 仏 塔 の

　 　 　 　 周 囲 の 四 仏 の 中 の一 尊 。 南 に 位 置 。

　 　 　 　 脇 侍 は 八 大 菩薩 の2尊 。

101　　(1)　Buddha

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Donaldson　 l995b:Fig.5[図

　 　 　 　 35^-37]

　 　 (5)与 願 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 左 右

　 　 　 　 に払 子?を 持 った 脇 侍 。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に 飛 天 。 お そ ら くバ トナ 博 所

　 　 　 　 蔵 の定 印 仏 坐 像[118]と 同 じグ ル ー

　 　 　 　 プ の作 品 。

102　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIV(A)

　 　 (5)与 願 印 。 如 来 形 。 結:1!':坐 。 奉 献

　 　 　 　 塔 の寵 中。

103　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIV(B)

　 　 (5)与 願 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉 献

　 　 　 　 塔 の寵 中。

104　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIV(C)

　 　 (5)与 願 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉 献

　 　 　 　 塔 の寵 中。

定 印 坐 像

105　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,521

　 　 (3)Stone,35.8x20.6cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXII

　 　 (5)定 印。 如 来形 。 結 珈 跣 坐 。 光 背 上

　 　 　 　 部 左 右 に 飛 天 。 台 座 に 供 物 と帰 依

　 　 　 　 者 。 光 背 に銘 文 。
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106　 　(1)　 Buddha

　 　 (2)Ratllagiri,　 Reg.　 No.　 RlrR　 1961/8

　 　 (3)Stone,17.1cm

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCLIV(B)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　
　 　 (5)定 印 。如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。

107　 (1)Buddha
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　 No.　 R　rx　 1961/8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 　 (3)Stone,50.8　 cm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXIII(B);頼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　　　　 富1990:図31;Donaldson　 l995b:

　　　　 Fig.10

　　 (5)定 印。如来形 。結珈 昧坐。光背 上

　　　　 部 左右 に4尊 の菩薩坐像 。背面 に

　　　　 10世紀 の書体(Mitra)1に よる銘文。

　　　　 台座 に4人 の人物。

108　 (1)　Buddha

　　　　　　　　　　　　　　1(2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)頼 富1990:図32
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　(5)懇 濫 鍵 駿 光背上

109　 (1)Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図38]

　 　 (5)定 印。 如 来 形 。 結 珈 映 坐 。 蛇 の 光　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 背 と傘 蓋。 表 面 磨 滅 。

110　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図39]

　 　 (5)定 印。 如 来 形 。 結 珈 映 坐 。 蛇 の 光

　 　 　 　 背 と傘蓋 。 表 面 磨 滅 。

111　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)[図40]

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 首 よ り

　 　 　 　 上部 欠 損 。 蛇 の光 背 。

112　　(1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri
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　 　 {3)　Stone

　 　 (4)　 [図41]

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結 珈 映 坐 。 首 よ り

　 　 　 　 上 部 欠 損 。 台 座 中 央 に 法 輪 の 浮彫 。

113　 {1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図42]

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 光 背 の

　 　 　 　 一 部 欠 損 。 表 面 磨 滅 。

114　 (1)Amitabha

　 　 (2)Udayagiri

　 　 {3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図40,136図;頼 富

　 　 　 　 1983:図10;1990:図36;1992a:図4;

　 　 　 　 頼 富 ・下 泉1994:70[図43～45]

　 　 (5)定 印。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 光 背 の

　 　 　 　 一 部 欠 損 。表 面 磨滅 。 右 脇 侍 普 賢,

　 　 　 　 左 脇 侍 金 剛 手 。 台 座 に 竜 王 。 上 部

　 　 　 　 左 右 に 飛 天 。 ス トゥ ーパ の 四 方 に

　 　 　 　 置 か れ た 四 仏 の 中 の1体 。 西 に 位

　 　 　 　 置 す る 。 脇 侍 は 八 大 菩 薩 の2尊 。

　 　 　 　 光 背 の 周 囲 に独 特 の蓮 華 紋 。

115　 (1)Buddha

　 　 (2)Udayagiri,　 Orissa　State　Mus.

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.72;森1997a:図13,

　 　 　 　 No.9

　 　 (5)定 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 蛇 の 光

　 　 　 　 背 と傘 蓋 。 頭 部 欠 損 。 台 座 中央 に

　 　 　 　 法輪,左 右Yy獅 子 の浮 彫 。

116　 (1)Buddha

　 　 (2)Udayagiri

　 　 {3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図97,133図;頼 富

　 　 　 　 1990:図70

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 左 右 に

　 　 　 　 八 大 菩 薩 。 胸 よ り上 部 欠 損 。 八 大

　 　 　 　 菩 薩 も最 上 部 の2尊 欠 損 。 台 座 に

　 　 　 　 供 物 と帰 依 者 。

117　 {1)Buddha
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　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 遺 跡 内

　 　 　 　 の民 家 の 壁 面 に埋 め込 まれ て い る。

　 　 　 　 像 高10cm程 度 の 小像 。

118　 (1)　Buddha

　 　 (2)Udayagiri,　 Patna　 Mus.,　 No.6491

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:139図;Donaldson

　 　 　 　 1995b:Fig.3[図46～48]

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結:11is坐 。 左 右 に

　 　 　 　 菩 薩 脇 侍 。 左 脇 侍 は文 殊 。 右 脇 侍

　 　 　 　 は払 子 と卵 形 の 花 を 持 つ 。 光 背 上

　 　 　 　 部 左 右 に飛 天 。

119　 (1)Buddha

　 　 (2)Nathmara,　 Cuttack,　 Orissa　 State

　 　 　 　 Mus.

　 　 (3)Stone,8c(Mus)

　 　 (4)森1997a:図12,　 No.8

　 　 (5)定 印 。如 来 形 。 結:1/坐 。

120　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LII(B)

　 　 (5)定 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉 献 塔

　 　 　 　 の 寵 中 の 浮 彫。

121　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXI(D)

　 　 (5)定 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉 献 塔

　 　 　 　 の寵 中の 浮 彫 。

122　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXII(A)

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉 献 塔

　 　 　 　 の寵 中 の浮 彫 。

123　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXII(B)

　 　 (5)定 印。 如 来 形 。 結 珈 跣 坐 。 奉 献 塔

　 　 　 　 の 寵 中 の 浮 彫 。

124　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)定 印 。 如 来 形 。 結 珈 朕 坐 。 奉 献 塔

　 　 　 　 の寵 中 の浮 彫 。

施 無 畏 印坐 像

125　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,590

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXV(B)

　 　 (5)施 無 畏 印。 菩 薩 形 。 宝 冠 。 結 珈 跣

　 　 　 　 坐 。 光 背 に銘 文 。

126　 (1)　Buddha

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.1961/6

　 　 (3)Stone,24.2cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXIX(A)

　 　 (5)施 無 畏 印 。 結'.II'.坐。 頭 部 欠 損 。

127　 (1)Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図49コ

　 　 (5)施 無 畏 印?。 結':11is坐 。 如 来 形 。

　 　 　 　 右 手 首 欠 損 。 台 座 に 法輪 と二 鹿 。

128　 (1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:92図

　 　 (5)施 無 畏 印。 結 珈 跣 坐 。 如 来 形 。 表

　 　 　 　 面 磨 滅 。 台 座 に 法 輪 と二鹿 。

129　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図50]

　 　 (5)施 無 畏 印。 結 珈 映 坐 。 如 来 形 。 表

　 　 　 　 面 磨 滅 。
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130　 (1)Buddha　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図51]

　 　 (5)施 無 畏 印 。 結':ii坐of如 来 形 。 台

　 　 　 　 座 に 法輪 と二 鹿 。

131　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図52]

　 　 (5)施 無 畏 印。 結 珈 跣 坐of如 来 形 。 頭

　 　 　 　 部 欠 損。 台 座 に法 輪 ど二 鹿 。

132　 (1)Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図53]

　 　 (5)施 無 畏 印 。 結 珈 跣 坐 。1如 来 形 。 右
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　 腕 の肘 よ り先 欠 損 。 表 面 磨 滅 。 台

　 　 　 　 座 に 法 輪 と二 鹿 。

133　 (1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図54]

　 　 (5)施 無 畏 印 。 結':ii'一坐 。1如来 形 。 表

　 　 　 　 面 磨 滅。 台座 に法 輪 ど二 鹿 。

134　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図55]

　 　 (5)施 無 畏 印?。 結 珈 跣 坐 。 如 来 形 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　右腕の肘より先欠損司表面磨滅。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 光背一部欠損。台座に法輪 と二鹿。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

135　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 19＄1:Pl.　LXIII('D)

　 　 (5)施 無 畏 印 。 結 珈 跣 坐 。 如 来 形 。 奉

　 　 　 　 献 塔 の 寵 中 の 浮彫 。

印 不 明 の 坐 像 ・断 片

136　 (1)Buddha
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　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-1,530

　 　 (3)Stone,35.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXIV(B)

　 　 (5)上 半 身 の 一 部 の み 残 存 。 光 背 向 か

　 　 　 　 って左 に飛 天 と水 鳥 の浮 彫 。

137　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)腹 部 よ り上 の み 残 存 。

138　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)胸,腕,足 の一 部 のみ 残 存 。

139　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)腹 部 よ り下 の み 残 存 。 腕 の部 分 も

　 　 　 　 欠 損。

140　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:78図

　 　 (5)胸 よ り上 の み 残 存 。

立像

三 道 宝 階 降 下

141　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,195.5　 x　63.5　cm

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.169;Mitra　 1981:

　 　 　 　 Pls,　CCVIII,　 CCIX,　 CCX;佐 和

　 　 　 　 1982:口 絵12,57図;頼 富1990:図4

　 　 (5)三 道 宝 階 降 下 。 右 手 与 願 印,左 手

　 　 　 　 払 子 。 如 来 形 。 右 脇 侍 梵 天 。 左 脇

　 　 　 　 侍 帝釈 天(傘 蓋 を 掲 げ る)。 光 背 上

　 　 　 　 部 左 右 に飛 天 。 台座 に帰 依 者 。

142　 (1)Buddha
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　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図56]

　 　 (5)三 道宝階降 下。右手 施無畏 印,左

　 　　　 手払 子。如来 形。右脇 侍梵天。左

　 　　　 脇侍帝釈天(傘 蓋を掲げ る)。

143　 (1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)三 道宝階降 下?。 膝 よ り下 のみ現

　 　　　 存。

144　 (1)Buddha

　 　 (2}Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図57]

　 　 (5)三 道宝階降 下。頭部 欠損。右手与

　 　　　 願 印,左 手 払子。如 来形。右脇 侍

　 　　　 梵 天。左脇 侍帝釈 天(傘 蓋 を掲 げ

　 　　　 る)。光 背上部左右 に立像?の 痕跡。

145　 (1)　Buddha

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:132図

　 　 (5)三 道宝階 降下。頭部 欠損。右 手与

　 　　　 願 印,左 手払子。 如来形。右脇 侍

　 　　　 梵 天。左脇 侍帝釈 天(傘 蓋 を掲 げ

　 　　　 る)。

与 願 印

146　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:114図

　 　 (5)如 来 形 。 左 手 首 欠 損 。 右 足 元 に 合

　 　 　 　 掌 す る帰 依 者 。

147　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図58]

　 　 (5)如 来 形 。 左 腕 欠 損 。 胸 よ り上 部 欠

　 　 　 　 損 。 右 足 元 に 合掌 す る帰 依 老 。

148　　(1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図59]

　 　 (5)如 来 形 。 左 手 与 願 印 。 胸 よ り上 部

　 　 　 　 欠 損 。 台 座 左 右 に 帰依 者 。

149　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図60]

　 　 (5)如 来 形 。 左 手 与 願 印 。 右 足 元 に 合

　 　 　 　 掌 す る帰 依 者 。

150　 (1)Buddha

　 　 (2)Lalitagiri;Guimet　 Mus.,　 Paris

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:127図

　 　 (5)如 来 形 。 左 腕 欠 損。

施 無 畏 印

151　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:86図

　 　 (5)如 来 形 。 下 半 身,左 腕 欠損 。

152　　(1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図61]

　 　 (5)如 来 形 。 左 手 与 願 印 。 蓮 台 左 右 に

　 　 　 　 帰 依 者 。

153　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図62]

　 　 (5)如 来 形 。 右 腕 欠 損 。 左 手 与 願 印 。

　 　 　 　 蓮 台 左 右 に 帰 依 老。

154　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図63]
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　 　 (5)如 来 形 。 頭 部,右 腕 欠 損 。 左 手 与

　 　 　 　 願 印。 蓮 台左 右 に帰 休 者 。

155　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図29,931図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

　　 (5)如 来形。頭部,右 腕 欠損。左手 与　　　　 　　　　 　　　 　　 {

　　　　 願 印。蓮 台左右 に帰依者。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

156　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図64]

　 　 (5)如 来 形 。 頭 部 欠 損 。 左 手 与 願 印。

　 　 　 　 蓮 台左 右 に帰 依 者 。

157　　(1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図65]

　 　 (5)如 来 形 。 頭 部,両 腕 欠 損。

158　　(1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図66]

　　 (5)如 来形 。頭部,両 腕牛損 。右足元

　 　 　 　 に 帰 依 者 。

159　 　(1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図67]

　 　 (5)如 来 形 。 左 手 与 願 印 。

160　 　(1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図68]

　 　 (5)如 来形 。 左 手 欠 損。

161　　(1)　Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図69]

　 　 (5)如 来形 。 左 手 与 願 印。
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そ の他 の 印

162　 (1)Buddha

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,75　 x　50.8cm

　 　 (4)Mitra　 1983:P1.　 CCCXLI(A);佐 和

　 　 　 　 1982:挿 図85,48図

　 　 (5)如 来 形 。 両 手 を 胸 の 前 に置 く(転

　 　 　 　 法 輪 印を 示 す?)。 頭部 欠損 。 左 右

　 　 　 　 に菩 薩 脇 侍 。 右 脇 侍頭 部 欠 損 。

印 不 明

163　 (1)Buddha

　 　 {2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-2,86

　 　 (3)Stone,38×19.7　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXIX(C)

　 　 (5)如 来 形 。 右腕 欠 損。 左 手 与 願 印?。

　 　 　 　 光 背 上 部 左 右 に 飛 天 。 向か って 左

　 　 　 　 に 華 髪 を 持 つ 女 性 立 像,右 に 合 掌

　 　 　 　 す る女 性 。

164　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 {3)　Stone

　 　 (4)　 [図70]

　 　 (5)両 腕,頭 部 欠 損。

165　 (1)　Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図71コ

　 　 (5)右 腕 欠 損 。 施 無 畏 印 か?。 左 手 与

　 　 　 　 願 印。 蓮 台 の左 右 に 帰 依 者 。

166　 (1)Buddha

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図72]

　 　 (5)右 腕 欠 損 。 施 無 畏 印 か?。 左 手 払

　 　 　 　 子 を持 つ。

167　 (1)Buddha

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図73]

　 　 (5)頭 部,右 腕 欠 損 。 左 手 与 願 印。 胸
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　　　の あた りで 上 下 に 二 分。

(1)　Buddha

(2)　]しalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:77図

(5)頭 部,両 腕,膝 よ り下部 欠損 。

(1)Buddha

(2)Lalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:119図

(5)腹 部 よ り上 部,右 腕 欠 損 。 左 手 払

　　　子?。 蓮 台 の左 右 に 合 掌 す る女 性 。

(1)　Buddha

(2)　Lalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:87図

(5)如 来形 。 腹 部 よ り上 部 のみ 残 存 。

断 片

171　 (1)Buddha

　　　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-2,61

　　　 (3)Stone,4.5　 cm

　　　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCLXXXI(C)

　　　 (5)足 首 よ り下部 の み 。

172　 (1)Buddha

　　　 (2)Lalitagiri

　　　 (3)　Stone

　　　 (4)

　　　 (5)膝 よ り下 の み 。

173　 (1)Buddha

　　　 (2)　Lalitagiri

　　　 (3)　Stone

　　　 (4)

　　　 (5)膝 よ り下 のみ 。

174　 (1)　Buddha

　　　 (2)Lalitagiri

　　　 (3)　Stone

　　　 (4)

　　　 (5)膝 よ り下 のみ 。

175　 (1)　Buddha

　　　 (2)　Lalitagiri

　　　 (3)　Stone

　　　 (4)

　　　 (5)膝 よ り下 の み 。

176　 (1)Buddha

　　　 (2)　Lalitagiri

　　　 (3)　Stone

　　　 (4)

　　　 (5)膝 よ り下 の み 。

177　 (1)Buddha

　　　 (2)Lalitagiri

　　　 (3)　Stone

　　　 (4)

　　　 (5)膝 よ り下 のみ 。

仏頭

178　 (1)Buddha

　　　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,588

　　　 (3)Stone,14cm

　　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXVIII(A)

　　　 (5)如 来 形 。

179　 　(1)　Buddha

　　　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,528

　　　 (3)Stone,15.2　 cm

　　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXVIII(B)

　　　 (5)如 来 形 。

180　 　(1)　Buddha

　　　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　Na.　RTR-1,536

　　　 (3)Stone,14cm

　　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXVIII(C)

　　　 (5)如 来 形 。

181　 (1)Buddha

　　　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-2,42

　　　 (3)Stone,2.9cm

　　　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCLXXXI(B)

　　　 (5)如 来 形 。

182　 (1)Buddha

　　　 (2)Ratnagiri

　　　 (3)Stane,66　 cm,8c(Mitra)

　　　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXX(A)

　　　 (5)如 来 形 。

183　 (1)　Buddha

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 407



　　　 (2)Ratnagiri

　　　 (3)Stone,63　 cm

　　　 (4)Mitra　 1983:P1.　 CCq(XX(B);佐

　　　　　 和1982:52図

　　　 (5)如 来 形 。 鼻 梁部 欠 損 。

184　 (1)　Buddha
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

　　　 (2)Ratnagiri

　　　 (3)Stone,63　 cm

　　　 (4)Mitra　 1983:P1.　 CCC)≦XX(C);佐

　　　　　 和1982:53図

　　　(5)如 来 形 。 鼻 梁 部 欠 損 。

185　 (1)　Buddha

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)佐 和1982:挿 図84

　　　(5)如 来 形 。

186　 (1)Buddha

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)Stone,119.4　 cm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.29;Mi,tra　 1983:Pl.　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 }

　　　　　 CCCXXXIII(C)

　　　(5)如 来 形。

187　 (1)Buddha

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)Stone,120.7　 cm

　　　(4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXLVI(B);佐

　　　　　和1982:22図

　　　(5)如 来 形 。

188　 (1)Buddha

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)　Sahu　 1958:Fig.30

　　　(5)如 来 形 。

189　 (1)Buddha

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)佐 和1982:54図

　　　(5)如 来形 。

190　 (1)Buddha

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone
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　　　 (4)佐 和1982:64図

　　　 (5)如 来形 。

191　 (1)　Buddha

　　　 (2)　Lalitagiri

　　　 (3)　Stone　 　　　　.,

　　　 (4)佐 和1982:91図

　　　(5)如 来 形 。

192　 (1)　Buddha

　　　(2)Lalitagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)　 [図74]

　　　(5)如 来 形 。

193　 (1)Buddha

　　　(2)　Lalitagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)佐 和1982:103図;頼 富1991a:図5

　　　(5)如 来形 。

194　 (1)　Buddha

　　　(2)Udayagiri;遺 跡 近 くの 学校 の校 庭

　　　(3)　Stone

　　　(4)

　　　(5)如 来 形 。

観音

菩薩

二 膏 坐 像

195　 (1)Avalokitesvara

　　　(2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,527

　　　(3)Stone,63.5　 cm

　　　(4)Mitra　 1981:P1.　 XCI(B);佐 久 間

　　　　　 1991-1993:A。X-1-21

　　　(5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 左 上

　　　　　 に 飛 天,台 座 左 下 に帰 依 者 。

196　 (1)Avalokitesvara

　　　(2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,523

　　　(3)Stone,21.6x15　 cm

　　　(4)Mitra　 1981:Pl.　 XCII(A);佐 久 間

　　　　　 1991-1993:A-S1-M1-1-57

　　　(5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。
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197　 　(1)　 Avalokiteｧvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　 No.　 RTR-1,524

　 　 (3)Stone,19×10.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XCII(B);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:A-S1-M1-1-58

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。

198　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　 No.　 RTR-2,14

　 　 (3)Stone,23.5x15.9cm

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 CLXXIII(B);佐 久

　 　 　 　 間1991-1993:A-Sl-M1-1-59

　 　 (5)

199　 　(1)　 Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　 No.　 RTR-2,19

　 　 (3)Stone,26　 x　17.2　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXIII(C);佐 久

　 　 　 　 間1991-1993:A。S1・M1-1-60

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部

　 　 　 　 に 飛 天 。

200　 　(1)　 Avalokite6vara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　 No.　 RTR-2,5

　 　 (3)Stone,28　 cm

　 　 (4)Mitra　 l983:PL　 CCXI(B);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:A-S1-M1-1-61

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。

201　 　(1)　 Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,49.5　 cm,8-9　 c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1983:P1.　 CCCXXVI(A);佐

　 　 　 　 久 間1991-1993:A-S1-M1-1-44

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。

202　 　(1)　 Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri;Indian　 Mus.,　 Calcutta

　 　 (3)Stone,34.3　 x　54.6　 cm,8-9　 c(Mitra)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.33;Mitra　 1983:Pl.

　 　 　 　 CCCXXIV(B);佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 A-S1-M1-1-1S

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部

　 　 　 　 に 飛 天 。 台 座 左 右 に 獅 子 。

　 　 　 　 Simhanada{Sahu).

203　 　(1)　 Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 {3}Stone,　 76.2　x　45.7　cm,　 9-10　c

　 　 　 　 　(Mitra)

　 　 (4)佐 和1982:43図;Mitra　 1983:Pl.

　 　 　 　 CCCXXXIX(A);佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:A-S1-M1-1-64,　 A-X-1-21(重

　 　 　 　 複)

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に 仏 坐 像 。

204　 　(1)　Avalokite`vara

　 　 {2}Ratnagiri

　 　 (3}Stone,62.2　 x　36.8　cm,9c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXLVIII(A);

　 　 　 　 佐 久 間1991-1993:A-S1-M1-1-6;B-

　 　 　 　 M1-1(重 複)

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に 飛 天 。 台座 左 右 に 獅 子 。 台

　 　 　 　 座 向 か って 右 寄 りに帰 依 者 。

205　 　(1}　Avalokiteｧvara

　 　 (2}Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図14,2図;佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:A-Sl-M1-1-63

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に蓮 華。

206　 　{1}　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Patna　 Mus.

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　Benisti　1981:Fig.152

　 　 (5)右 手 与願 印,左 手 蓮 華 。

207　　{1}　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri周 辺 の 村 落

　 　 {3}　Stone

　 　 (4)佐 和1982:69図;佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 A-X-1-19

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部

　 　 　 　 に飛 天?。

208　 {1}Avalokitesvara

　 　 {2}Vajragiri

　 　 {3}　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図9,144図;頼 富

4Q9



　 　 　 　 1990:図11;佐 久 間1i991-1993:A-

　 　 　 　 S1-M1-1-67

　 　 (5)右 手 与願 印,左 手 蓮 華 。

209　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,122　 x　61　cm,11c(Mitra)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCq(XXI(B);佐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 和1982:34図;佐 久 間1991-1993:　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

　 　 　 　 A-Sl-M1-II-16

　　 (5)右 手与願印,左 手蓮華.光 背上部

　 　 　 　 に 飛 天。 右 脇 侍 タ ー ラ ー,左 脇 侍

　 　 　 　 ブ リ クテ ィー。 台 座!こ ハ ヤ グ リー

　 　 　 　 ヴ ァ,ス ダ ナ クマ ー ラ。

210　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)　Chauduar,　 Cuttack

　 　 (3)Stone;12　 c(Kramrisch)

　 　 (4)Kramrisch　 1960:Pl,12;佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:A-X-II-9

　　 (5)右 手与願印,左 手蓮華。光背上部

　 　 　 　 に 飛 天 。 右 脇 侍 ス ダ ナ クマ ー ラ,

　 　 　 　 左 脇 侍 ハ ヤ グ リー ヴ ァ。台座Y'タ ー

　 　 　 　 ラー?,ブ リク テ ィ ー?。

211　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Cuttack?,　 Patna　 Mus㌧

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 久 間1991-1993:A!X-II-16i

　　 (5)右 手与願 印,左 手蓮 華。右脇侍(不
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 明立 像)。 台 座 に プ リク テ ィー?。

　 　 　 　 光 背 上 部 左 右 に 仏 坐 像 。

212　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Lalitagiri;Indian　 Mus.,　 Calcutta,

　 　 　 　 Acc.　No.6958/A25224

　 　 (3)Stone;10　 c(Mus)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.37(工 耳し くは39?);

　 　 　 　 Benisti　1981:Fig.153;佐 和1982:

　 　 　 　 70図;佐 久 間1991-1993:A-X-II-3

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部,

　 　 　 　 山 岳 表 現 の 中 に 五 仏 。 印 相 は 向 か

　 　 　 　 って 左 よ り施 無 畏 印,触 地 印,定

　 　 　 　 印,智 拳 印,与 願 印 。 右 脇 侍 タ ー

　 　 　 　 ラ ー,左 脇 侍 ブ リ ク テ ィー。 い ず
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　 　れ も立 像 。 台 座 に 転 輪 聖 王 の七 宝

　 　 と帰 依 老 。 類 似 の 山岳 表 現 は 同 じ

　 　イ ン ド博 所 蔵 の 「補 陀 洛 山 の 観 音 」

　 　 (佐 久 間1991:図5-8=A-M4-

　 　II-1)に も見 られ る。

(1)Avalokiteｧvara

(2)Choudwar,　 Cuttack;Indian　 Mus.,

　 　Calcutta

(3)　Stone

(4)Sahu　 1958:Fig.61;佐 久 間1991-

　 　1993:A-X-II-24

(5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部,

　 　山 岳 表 現 の 中 に 五 仏 。 右 脇 侍 タ ー

　 　 ラ ー,左 脇 侍 ブ リ クテ ィー。 い ず

　 　れ も坐 像 。 台 座 に転 輪 聖 王 の 七 宝

　 　 と帰 依 者 。 前 の 作 例 とほ と ん ど同

　 　 じ特 徴 を持 つ 。

(1)Avalokitesvara

(2)Baneswaranasi,　 Cuttack;　 Orissa

　 　State　Mus.

(3)Stone,160　 cm

(4)Sahu　 1958:Fig.57;佐 久 間1991-

　 　1993:A-Sl-Ml-II-17;森1997a:

　 　図28,No.16

(5)右 手 与願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部,

　 　山 岳 表 現 の 中Y'五 仏 。 右 脇 侍 タ ー

　 　 ラ ー,左 脇 侍 ブ リク テ ィー。 い ず 　 .

　 　れ も立 像 。 台座 に ハ ヤ グ リー ヴ ァ,

　 　ス ー チ ー ム カ と帰 依 者 。 表 面 は か

　 　な り磨 滅 して い る。

(1)Avalokitesvara

(2)Vajragiri;Orissa　 State　Mus.

(3)Stone,174　 cm,12c(Mus)

(4)森1997a:図27,　 No.15

(5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 頭 部 右 下

　 　半 分,向 か っ て 右 の 蓮 華,右 手 は

　 　後 補 。 光 背 に も補 修 が 多 い 。 光 背

　 　上 部 に 五 仏 。 た だ し向 か って 左 端

　 　 は欠 損 。印相 は 向 か って 左 よ り(不

　 　 明),与 願 印,定 印,触 地 印,転 法

　 　輪 印 。 右 脇 侍 ス ダ ナ クマ ー ラ,左
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脇 侍 ハ ヤ グ リー ヴ ァ。 台 座 に ス ー

チ ー ム カ と4人 の 人 物 。

奉 献 塔 の寵

216　 　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,408

　 　 (3)Stone,5.7　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 XXXIII(B);佐 久

　 　 　 　 間1991-1993:A-Sl-Ml-1-54

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 奉 献 塔 寵

　 　 　 　 中 の浮 彫 。

217　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 LXXI(A);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:A-S1-Ml-1-55

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 奉 献 塔 寵

　 　 　 　 中 の浮 彫 。

218　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 LXXI(B);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:A-S1-M1-1-56

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 奉 献 塔 寵

　 　 　 　 中 の浮 彫 。

219　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXIV(A);佐 久

　 　 　 　 間1991-1993:A-X-1-29

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 奉 献 塔 寵

　 　 　 　 中 の浮 彫 。

220　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,遺 跡 近 くの 祠 堂

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)奉 献 塔 籠 中の 浮 彫 。

221　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,遺 跡 近 くの 祠 堂

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 奉 献 塔 寵

　 　 　 　 中 の浮 彫 。

222　 　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図75]

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 奉 献 塔 寵

　 　 　 　 中の 浮 彫 。

二 膏 立 像

223　 (1)Avalokitesvara(Padmapani)

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,147.3cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 CXXVII(B);佐 和

　 　 　 　 1982:挿 図79;14図;頼 富1991a;図

　 　 　 　 11

　 　 (5)右 手 払 子,左 手 蓮 華 。 触 地 印 仏 坐

　 　 　 　 像 右 脇 侍 。 左 脇侍 は金 剛 手 。

224　 　(1)　Avalokitesvara?

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.26;佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:A-X-1-10

　 　 (5)光 背 上 部 左 に仏 坐 像?。 右 手 与 願

　 　 　 　 印,左 手 植 物 。

225　 　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:99図;佐 久 間199H993:

　 　 　 　 A-S1-M1-1-65

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華 。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に 仏 坐 像 。 印 相 は 向 か って 左

　 　 　 　 が 与 願 印,右 が触 地 印。

226　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:101図;佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:A-X-1-12

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華(欠 損)。2

　 　 　 　 女 性 脇 侍 。 右 脇 侍 タ ー ラ ー(未 敷

　 　 　 　 睡 蓮 を 開 く し ぐさ)。 左 脇 侍 ブ リク
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

　　 　　 テ ィー(四 管 で,結 珈跣 坐。右手

　　 　　 は与 願印 ・数 珠,左1手 は水瓶?・

　　 　　 花?)。 光背上部左右に飛天。

227　 {1)Avalokitesvara

　　 {2}　Udayagiri

　　 {3}　Stone

　　 (4)　 [図76～78]　 　　 ,

　　 (5)右 手与 願 印?,左 手蓮華。 左足元

　　 　　 に ハヤ グ リー ヴァ。寵背 上部 左右

　 　 　 　 に 飛 天 。 右 足 元 に41人 の 人 物 。 両

　 　 　 　 腕 欠 損 。

228　 {1}Avalokitesvara

　 　 (2}Khadipada;Orissa　 State　Mus.

　 　 {3}　Stone,130　 x　37　cm

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.50;i佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:A-X-1-17;森1997a:図29,

　 　 　 　 No.17

　 　 (5)右 腕 欠 損 。 左 手 蓮 華1,光 背 右 側 面
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 に 銘 文。 金剛 手[349]と 対 。

229　 {1}Avalokiteｧvara

　 　 {2)Ayodhya

　 　 {3}　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.66;佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:A-X-1-30

　 　 (5)右 手 与願 印,左 手 不 明。右 脇 侍 タ ー

　 　 　 　 ラ ー,左 脇 侍 ブ リ ク テ ィ ー。 台 座

　 　 　 　 に ハ ヤ グ リー ヴ ァと1ス ダ ナ クマ ー

　 　 　 　 ラ。 光 背 上 部 に飛 天 。

230　 {1)Avalokitesvara

　 　 {2}Ratnagiri

　 　 {3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:CCXLV】II(C);佐 和

　 　 　 　 1982:61図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　 (5)右 手 与 願 印,左 手 蓮 華?。 頭 部,

　 　 　 　 左 腕 欠 損 。 左 右 に 払 子 を 持 つ 女 性

　 　 　 　 脇 侍 。 光 背 上 部 に 定 印?仏 坐 像 。

　 　 　 　 左 右 に 飛 天 。 台 座 に亀 王,供 物,

　 　 　 　 帰 依 者 。 「菩 薩 立 像 」(佐 和)。

231　 {1}Avalokitesvara

　 　 (2)Bhuvaneswar;Orissa　 State　Museum

　 　 (3)Black　 Stone,131　 cm,'11c(Mus)
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　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.75;森1997a:図2,

　 　 　 　 19-22,No.12

　 　 (5)右 脇 侍 タ ー ラ ー(未 敷 睡 蓮 を 開 く

　 　 　 　 し ぐさ),左 脇 侍 ブ リクテ ィー(四

　 　 　 　 管 。 右 手 数 珠,左 手 水瓶,そ の 他

　 　 　 　 は 不 明。 頭 部 欠 損)。 さ らに そ の外

　 　 　 　 側 に 斧 を持 った 人 物 。 頭 部 お よ び

　 　 　 　 両腕 欠 損 。 台 座 に 人 物 群 。

232　 (1)Avalokitesvara?

　 　 (2)Siｧiresvara　 Temple,　 Bhuvaneswar

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Panigrahi　 1957:Fig.19;佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:A-X-1-1

　 　 (5)左 手 を腰 に 当 て る。

四腎坐像

233

234

235

(1)Avalokitesvara

(2)Ratnagiri

(3)　 Stone

(4)Mitra　 l　981:P1.　 XXXIX(A,　 B);佐

　 　 和1982:35図

(5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 瓶 。 光 背 左 右 に 仏 坐 像 。

(1)Avalokitesvara

(2)Ratnagiri

(3)Stone,33.7x23.5　 cm

(4)Benisti　 1981:Fig.151;Mitra　 1981:

　 　 PL　 XLVI(D);佐 久 間1991-1993:

　 　 B-S1-S2a-M1-1;B-S1-S2a-M1-8(重

　 　 複)

(5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 瓶 。

(1)Avalokitesvara

(2)Ratnagiri,　 Reg.　 No.1961/55

(3)Stone,28　 x　26.7　 cm

(4)Mitra　 l981:Pl.　 XCIII(B);佐 久 間

　 　 1991-1993:B-M1-3

(5)右 手 与 願 印 ・(欠 損),左 手(欠

　 　 損)・(欠 損)。 右 脇 侍 タ ー ラ ー,

　 　 左 脇 侍 ブ リ ク テ ィ ー 。 頭 部,腕,

　 　 脚 部 欠 損 。
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236　 　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-2,3

　 　 (3)Stone,55.8　 cm

　 　 (4)Mitra　 19&1:P1,　 CLXXIV(A);佐 久

　 　 　 　 間1991-1993:B-S2d。9

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 右 脇 侍 タ ー ラ ー,左 脇 侍 ブ リ

　 　 　 　 クテ ィー。 光 背 上 部 に2菩 薩 坐 像 。

　 　 　 　 台 座 向 か っ て 左 に ス ー チ ー ム カ。

　 　 　 　 基 壇 部 に銘 文 。

237　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-2,17

　 　 (3)Stone,15.2　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXIV(B);佐 久

　 　 　 　 間1991-1993:B-M1-4

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・(欠 損),左 手(欠

　 　 　 　 損)・(欠 損)。 表 面 磨 滅 。

238　 　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCXLVIII(A)

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数珠,左 手 蓮 華 ・(不

　 　 　 　 明)。

239　 　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,63.5　 x　40　cm

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXVIII(B);

　 　 　 　 佐 久 間1991-1993:B-Sl-S2a-Ml・2

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 光 背 上 部 左 右 に仏 坐 像 。 印 相

　 　 　 　 は 向 か っ て左 が 与 願 印?,右 が 触

　 　 　 　 地 印?。

240　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,57.15cm

　 　 (4)佐 和1982:47図;Mitra　 l983:P1.

　 　 　 　 CCCXXXI(A);佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:B-S1-S2a-M1-12

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 光 背 上 部 向か って 左 に 与 願 印

　 　 　 　 仏 坐 像 。 台 座 に 帰 依 者?。Jata一

　 　 　 　 mukuta-Lokesvara(Mitra).

241　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,57.15　 cm

　 　 (4)佐 和1982:36図;Mitra　 1983:P1.

　 　 　 　 CCCLIV(B);佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 B-S1-S2a-M1-13

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 光 背 上部 左 右 に飛 天 。

242　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)Stone

　 　 (4)　 [図79]

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮i華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 頭 部,光 背 上 部 欠 損 。 台 座 左

　 　 　 　 右 に 獅 子 。

243　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Baud

　 　 (3)　Bronze,9c　 (Sahu)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.53;佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:B-Ml-8

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・(不

　 　 　 　 明)。

244　　(1)　Avalokitesvara?

　 　 (2)Cuttack

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:142図;佐 久 間1991-

　 　 　 　 1993:B-S1-S2a-M1・5;B-2(重 複)

　 　 (5)主 要 な 二 腎 は 定 印?。 比 定 は 佐 和

　 　 　 　 　 (1982)に よ る。

245　　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-1,79

　 　 (3)Stone,29.2　 cm

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 LIII(A);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:B-M1-1

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 奉 献 塔 の 寵 中 。

246　 　(1)　Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,33　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LIII(B);佐 久 間
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　　　 　 1991-1993:B-M1-2

　　 (5)右 手与願 印 ・数珠,左 手蓮華 ・水

　　　 　 瓶?。 台座に人物 像も奉献塔 の寵
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 　 　 　 中 。

247　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,33　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXX(D);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:B-S1-S2a=M1-9

　　 (5)右 手与願 印 ・数珠,左 手蓮 華 ・水

　　　 　 瓶。奉献塔の寵中。

四 腎 立 像

248　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,9c　 (Saraswati),127　 x　69.8

　 　 　 　 cm
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 (4)Saraswati　 1977:P1,63;Mitra　 l　981:

　 　 　 　 P1.　CIX(B);佐 和1982:口 絵8,挿

　 　 　 　 図80,7図;頼 富19911a;図11;佐 久
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 間1991-1993:B-S1-S2a-S2d-M1-2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　　　 [図80～82]

　 　 (5)四 腎。右 手数珠 ・与 願印,左 手蓮

　 　　　 華 ・水瓶 。右脇侍 ス 」一チ ームカ,

　 　　　 左脇侍 ハヤ グ リー ヴ ァ(四 管 で展

　 　　　 左。主要 な二暦は胸φ)前で交差)。

　 　　　 光 背上部左右 に仏坐 像。 金剛手 と　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 対 に な る。

249　 (1)Avalokitesvara

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)Stone,　 243.8x114.3　 cm,　 9-10　c

　 　 　 　 {Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCX!L;佐 和1982:
　 　　　 　　　　 　　　　 　 1
　 　 　 　 挿 図15,6図;佐 久 間1991-1993:B-

　 　 　 　 Sl-S2a-M1-11;B-M1-5(重 複)[図

　 　 　 　 83^-85]

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 右 脇 侍 タ ー ラ ー坐 像(結:IIis　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　　　 坐で右手与願 印,左 手睡蓮),左 脇
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　　　 侍 ハヤ グ リーヴ ァ(展 左,右 手 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　 　　　 上に掲げ,左 手 は杖 り上に置 く)。
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　 　 　 　 頭 部 欠 損 。 光 背 上 部 向か って 左 に

　 　 　 　 仏 坐 像 が あ った(台 座 の み現 存)。

250　 (1}Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone,86.4x42　 cm

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXVIII(A);

　 　 　 　 佐 和1982:44図;佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 B-S1-S2a-M1-3

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　 　 　 瓶 。 光 背上 部 左 右Y'飛 天 。

251　 (1)Amoghapasa　 Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXXIV(A);

　 　 　 　 佐 和1982:8図;頼 富1983:図1;

　 　 　 　 1990:図98;頼 富 ・下 泉1994:口 絵;

　 　 　 　 佐 久 間1991-1993:B。S2a-S2e-P5・1

　 　 　 　 [図86～89]

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・絹

　 　 　 　 索 。 右 脇 侍 タ ー ラ ー坐 像(結 珈 朕

　 　 　 　 坐 で右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮),左 脇

　 　 　 　 侍 ブ リク テ ィ ー(四 腎,結:ii'.坐

　 　 　 　 で 右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 不 明 ・

　 　 　 　 不 明)。 光 背 上部 左右 に仏 坐 像 。 大

　 　 　 　 地 か ら伸 び る蓮 華 に 坐 す 。 印 相 は

　 　 　 　 い ず れ も定 印。

252　 (1)Amoghapasa　 Avalokitesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,193　 x　94　cm

　 　 {4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXXIX(B);

　 　 　 　 佐 和1982:51図;佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 B-S1-S2a-M1-10;　 B-S2a-S2e-P5-1

　 　 　 　 (重複)

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠 と羅 索,左 手 蓮

　 　 　 　 華 ・ハ ヤ グ リー ヴ ァの 頭 の 上 。 中

　 　 　 　 尊 の 左 側 に ハ ヤ グ リー ヴ ァ(頭 部

　 　 　 　 の み残 存)。光 背 上 部 左 右 に 仏 坐 像。

　 　 　 　 印 相 は 向 か って 左 が 定 印,右 が触

　 　 　 　 地 印。 膝 よ り下 欠 損 。

253　 (1)Amoghapasa　 Avalokiteｧvara

　 　 (2)　Ratnagiri
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　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)右 手 与 願 印(欠 損),左 手 いず れ も

　 　 　 　 欠 損 。 中 尊 の 左 側 に ハ ヤ グ リー ヴ

　 　 　 　 ァ(展 左,右 手 を 上 に掲 げ,左 手

　 　 　 　 は 杖 の上Y'置 く)。右 側 に タ ー ラー。

　 　 　 　 中尊 の 方 を 向 い て 坐 る。 未 敷 睡 蓮

　 　 　 　 を 開 くし ぐさ を 示 す 。 ハ ヤ グ リー

　 　 　 　 ヴ ァの 上 に ブ リク テ ィ ー(四 腎,

　 　 　 　 結 珈 跣 坐 で 右 手 与 願 印 ・数 珠,左

　 　 　 　 手与 願 印(宝 を示 す)・ 不 明)。 腰

　 　 　 　 よ り下 の み残 存 。

254　 (1)Amoghapaｧa　 Avalokiteｧvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.154;Mitra　 1983:

　 　 　 　 P1.　CCCXXXIV(B);佐 和1982=口

　 　 　 　 絵9,9図;頼 富1990:図25;頼 富 ・

　 　 　 　 下 泉1994:口 絵;佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 B-S2a-S2e-P5-2[図90～93]

　 　 (5)右 手 与 願 印 ・数 珠 と絹 索,左 手 水

　 　 　 　 瓶 を 持 ち蓮 華 ・ハ ヤ グ リー ヴ ァの

　 　 　 　 頭 の 上 。 中 尊 の 左 側 に ハ ヤ グ リー

　 　 　 　 ヴ ァ(四 壁,主 要 な 二 腎 は胸 の 前

　 　 　 　 で 交 差,左 後 手 は 羅索)。右 脇 侍 タ ー

　 　 　 　 ラ ー坐 像(結%1/i.坐 で右 手 与 願 印,

　 　 　 　 左 手 睡 蓮),左 脇 侍 プ リクテ ィー(四

　 　 　 　 署,結 珈 跣 坐 で 右 手 与 願 印 ・数 珠,

　 　 　 　 左 手 与 願 印(宝 を 示 す)・ 不 明)。

　 　 　 　 光 背 上 部 左 右 に 仏 坐 像 。 大 地 か ら

　 　 　 　 伸 び る蓮 華 に 坐 す 。 印 相 は 向か っ

　 　 　 　 て左 が定 印,右 が 触 地 印 。

255　 (1)Amoghapaｧa　 Avalokitesvara

　 　 　(2)Ratnagiri

　 　 　(3)Stone,222.3×147.3　 cm

　 　 　(4)Mitra　 1983:Pls.　 CCCXXXIV(C),

　 　 　 　 CCCXXXV(A);佐 久 間1991-

　 　 　 　 　1993:B-M1-12

　 　 　(5)右 手 与 願 印 ・数 珠 と絹 索,左 手 蓮

　 　 　 　 華 ・水 瓶 。中 尊 の 左 側 に ハ ヤ グ リー

　 　 　 　 　 ヴ ァ(二 膏,右 手 は 高 く掲 げ,左
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　 手 は 杖 の 上 に 置 く)。 右 側 に タ ー

　 　 ラ ー。 中 尊 の 方 を 向 い て 坐 る(詳

　 　細 は 不 明)ハ ヤ グ リー ヴ ァの上 に

　 　ブ リク テ ィー(四 暦,結 珈 跣 坐 。

　 　詳細 不 明)。光 背 上 部 左 右 に 仏 坐 像 。

　 　大地 か ら伸 び る蓮 華 に坐 す 。

(1)　Amoghapasa　 Avalokitesvara

(2)Udayagiri,　 Solapua　 Ma　 Temple

(3)　Stone

(4)　Panigrahi　 1957:Fig.1;Sahu　 1958:

　 　Fig.15;佐 和1982:143図;佐 久間

　 　 1991-1993:B-Sl-S2a-S2d-M1-4

(5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・水

　 　瓶 。 中 尊 の左 側 に ハ ヤ グ リー ヴ ァ

　 　 (四 腎,主 要 な 二 腎 は 胸 の 前 で 交

　 　差,右 後 手 は 高 く掲 げ,左 後 手 は

　 　杖 の上 に置 く)。 右 側 に タ ー ラ ー。

　 　 中 尊 の方 を 向 い て 坐 る。 未 敷 睡 蓮

　 　 を 開 く し ぐ さ。 光 背 上 部 左 右 に 仏

　 　 坐 像 。Maitreya(Panigrahi),Jata-

　 　 mukuta　 Avaloketesvara(Sahu).

(1)Amoghapasa　 Avalokitesvara

(2)Udayagiri,　 Patna　 Mus.

(3)Stone,9c(Saraswati)

(4)Saraswati　 1977:Pl.65;佐 久 間

　 　 1991-1993:B-S1-S2a-S2b-M1-PS-1

　 　 [図94～96]

(5)右 手 与 願 印 ・数 珠,左 手 蓮 華 ・蛇

　 　 の 巻 き 付 く三 叉 戟 。 中 尊 の 左 側 に

　 　 ハ ヤ グ リー ヴ ァ(二 腎,右 手 は 高

　 　 く掲 げ,左 手 は杖 の上 に置 く)。 右

　 　 側 に タ ー ラ ー。 中 尊 の方 を 向 い て

　 　 坐 る 。 未 敷 睡 蓮 を 開 く し ぐ さを 示

　 　 す 。 光 背 上 部 左 右 に 女 尊 坐 像 。 大

　 　 地 か ら伸 び る 蓮 華 に 坐 す 。 さ ら に

　 　 そ の 上 に9体 の仏 坐 像 が 横 一 列 に

　 　 並 ぶ。

(1)Avalokitesvara

(2)Udayagiri

(3)　Stone

(4)Mallmann　 1948:Pl.　 VI;Sahu　 1958:
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　 Figs.17,18;佐 和1982:口 絵16,131

　 図;佐 久 間1991-1993:B-S1-S2a-

　 S2d・Ml-3[図97～101]

(5)右 手与 願 印 ・数珠,左 手蓮 華 ・水

　 瓶。 中尊 の左 側にハ ヤ グ リー ヴァ

　 　 (四膏,主 要 な二 轄は胸 の前 で交

　 差,右 後手 は高 く掲げ,左 後手 は

　 杖の上に置 く)。右側 にターラー。

　 中尊 の方を 向いて坐 る。 未敷睡蓮

　 　を開 く しぐさを示す。光 背上部左

　 右 に女尊坐像。 向か って左は 中尊

　 　の方 を向 いて合掌 して?坐 る。右

　 は ブ リクテ ィー。四管 で右前手 は

　 胸 の前で数珠 を持 ち,左 前手 は与

　 願 印で宝 を示 す。後手 の持物 は不

　 　明。 さらにその上 に7体 の仏坐像

　 が横 一列 に並 ぶ。印相 は向か って

　 左 よ り,定 印?,定 印,与 願 印,

　 転 法輪 印,定 印,施 無畏 印,触 地

　 　印。 上段 の女尊 の周囲に4人 の人

　 物。背面に銘文。

259 (1)  Amoghapaga  Avalokitegvara 

   (2) Udayagiri 

   (3) Stone

(4)佐 和1982:137図;佐 久 間1991-

　 　1993:B-S1-S2a-Ml-4[図102～104]

(5)右 手与願 印 ・数珠 と羅 索,左 手蓮

　 華 ・水瓶。中尊の左側にハヤ グ リー

　 　ヴァ(二 管,右 手は 高 く掲げ,左

　 手 は杖 の 上に 置 く)。 右側 に タ ー

　 　ラー。 中尊 の方を 向いて坐 る。 未

　 敷 睡蓮を 開 く しぐさを示す。光 背

　 上部 左右 に女 尊坐像。 いずれ も結

　 珈跣 坐,二 管 。右手 与願印,左 手

　 蓮 華。 さ らに その上に9体 の仏坐

　 像 が横一列 に並ぶ。 印相は不 明の

　 　ものが多 いが中央は転法輪印。

260 (1)  Avalokitegvara 

   (2) Udayagiri 

   (3) Stone
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(5)右 手与願 印 ・数珠,左 手 蓮華 ・水

　 瓶。光背上部,左 前 手欠損。脇侍

　　な し。

261 (1)  Avalokitegvara 

    (2) Patna Mus. 

    (3) Stone, 8 c (Mus)

(4)佐 和1982:140図;佐 久 間1991-

　　1993:B-S2d-1

(5)中 尊 の左 側にハ ヤ グ リーヴ ァ(四

　 署,主 要 な二壁 は胸 の前で交差,

　 右後手は 高 く掲げ,左 後手は杖 の

　 上に置 く)。右側 にターラー。中尊

　　の方を 向いて坐 る。未敷 睡蓮 を開

　　 くしぐさを示す。頭 部お よび両腕

　 欠損。

262 (1)  AvalokiteAvara 

    (2) Cuttack; Orissa State Mus. 

   (3) Stone,  12  c (Mus)

(4)森1997a:図23-25,　 No.13

(5)中 尊 の左 右 に4人 の人 物 。 光 背 上

　 部 左 右 に飛 天?。 表 面 の 磨 滅 著 し

　 　い 。

六腎立像

263 (1)  Avalokitegvara 

    (2) Dharmasala; Orissa State Mus. 

    (3) Stone, 109 cm, 11 c (Mus)

(4)森1997a:図1,26,　 No.14

(5)右 手数珠,左 手蓮華 。それ以外 の

　 持物不 明。中尊 の左側 に四人 の入

　 物。光 背上部 向か って左に飛 天。

　　台座左右 に帰依者。 表面 の磨 滅著

　　 しい。

金剛法

264 (1) Vajradharma 

    (2) Ratnagiri 

    (3) Stone, 165 x 91.5 cm, 10 c (Mitra)

(4)  Benisti 1981: Fig. 133; 佐 和1982:

口 絵11,59図;Mitra　 1983:P1.　 CCX一

XXIX;頼 富1983:図5;1990:図7,
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　　　 　 1992a:図2;頼 富 ・下泉1994:96;

　　　 　 佐 久間1991-1993:A-M3-II-2[図

　　　 　 106^-110]

　　 (5)結 珈跣 坐。五仏 の宝冠。五 仏 の印

　　　 　 相は 中央上 よ り,定 印,転 法輪 印,

　　　 　 触地 印,向 か って左 が与願印,右

　　　 　 が 施無畏 印。 右手 で未 敷蓮華 を開

　　　 　 くしぐさ。左腕 欠損。光 背上部左

　　　 　 右,台 座左 右に合計4体 の女尊 。

　　　 　 いずれ も結珈跣 坐。光 背向か って

　　　 　 左 の女尊(タ ーラー?)は 右手 与

　　　 　 願 印,左 手睡蓮,右 の女尊は右手

　　　 　 与 願印,左 手 睡蓮 の上 に梵爽。 台

　　　 　 座 向か って 右 の女 尊(ブ リクテ

　　　 　 ィー?)は 四署で,右 前手与願印,

　　　 　 左前手与願 印(宝 を示す),右 後手

　　　 　 に数珠,左 後手で羅索?を 持 つ。

　　　 　 左 の女尊は磨滅のため持物は不明。

　　　 　 その左手 に さらに一 人の人物 像。

　　　 　 中央を 向いて坐 り両手 に何か を持

　　　 　 つ0

265　　(1)　Vajradharma

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　LXXI(C);佐 久間

　　　 　 1991-1993:A-M3-1-5

　　 (5)結lil/坐 。 右手 で未 敷蓮華 を開 く

　　　 　 しぐさ。奉献塔寵 中の作品。

266　 (1)Vajradharma

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1913:P1.　LXXI(D)

　　 (5)結 珈跣 坐。右手 で未敷蓮華 を開 く

　　　 　 しぐさ。奉献塔寵 中の作 品。

267　 (1)Vajradharma

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:PL　 LIII(C);佐 久間

　　　 　 1991-1993:A-M3-1-4

　　 (5)奉 献塔の寵中。

六 字 観 音

268　 (1)　$adaksari　 Lokeｧvara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-2,4

　 　 (3)Stone,29.8cm

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCXI(A);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:B-M5a-P2-11

　 　 (5)四 管 。 結':II':坐 。 主 要 な二 腎 は 胸

　 　 　 　 の 前 で 合 掌 。 右 後 手 数 珠,左 後 手

　 　 　 　 蓮 華 。

269　 (1)Sadaksari　 Lokesvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXX(C);佐 久 間

　 　 　 　 1991-1993:B-MSa-P2-10

　 　 (5)四 腎 。 結 珈 跣 坐 。 主 要 な二 脅 は 胸

　 　 　 　 の前 で 合 掌 。 右 後 手 数 珠,左 後 手

　 　 　 　 蓮 華 。 奉 献 塔 寵 中 の作 品。

断 片

270　 (1)Amoghapasa　 Avalokitesvara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:39図

　 　 (5)頭 部 の み 残 存 。 持 物 の羅 索 と蓮 華

　 　 　 　 の一 部 が 残 る。 四 轄 の不 空 羅 索 観

　 　 　 　 音 か?　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

2'71　 (1)Amoghapasa　 Avalokitesvara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982=25図;佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 B-1

　 　 (5)胸 よ り上 の み 残 存 。 持 物 の 羅 索 の

　 　 　 　 一 部 が残 る?。 比 定 は 佐 和(1982)

　 　 　 　 に よる。

272　 (1)Avalokitesvara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:27図;Mitra　 1983=P1.

　 　 　 　 CCCXLI(B);佐 久 間1991-1993=

　 　 　 　 B-M1-6

　 　 (5)胸 よ り下 の み 残 存 。 四膏 の 不 空 羅
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　　　　 索観 音か?。 右手与願 印,左 手 ハ

　　　　 ヤ グ リー ヴァの頭の1上に置 く。右

　　　　 脇侍 ターラー(中 尊iの方 を向い て

　　　　 坐 り,未 敷蓮華を開 くしぐさ),左

　　　　 脇侍 ハ ヤグ リー ヴ デ(四 管,主 要　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　

　　　　 な二腎は胸の前で交陸,右 後手は
　　　　　　　　　　　　　　1
　 　 　 　 上 に掲 げ,左 後 手 は 杖 を 持 つ)。

273　 (1)Avalokitesvara?

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)膝 よ り下 の み 残 存 。 左 脇 侍 の ハ ヤ

　 　 　 　 グ リー ヴ ァの首 よ り下 も残存 。

274　 (1)Avalokiteｧvara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XXIII(D)

　 　 (5)首 よ り上 の み 残 存 。 左 持 物 の蓮 華

　 　 　 　 が光 背 に残 る。

275　 (1)Avalokiteｧvara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCX!xXIII(A)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 :

　 　 (5)胸 よ り上 の み 残 存 。 頭 部 も欠 損 。

　 　 　 　 光 背上 部 左 右 に飛 天 。:

276　 (1)Avalokitesvara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCXXXV(B);佐

　 　 　 　 和1982:49図

　 　 (5)頭 部 欠 損 。 光 背 左 右 に 二 体 ず つ 女

　 　 　 　 尊 坐 像 。 台 座 向 か って左Y'人 物 像 。

277　 (1)Avalokite＄vara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l983:P1.　 CC鴎V(B);佐 和

　 　 　 　 1982:49図

　 　 (5)二 轄 坐 像 。 腰 よ り上 が残 存 。

278　 (1)Avalokitesvara?

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
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(4)Mitra　 l983:PL　 CCCXXIX(A);佐

　 　久 間1991-1993:A-X-1-22

(5)二 智 坐 像 。 胸 よ り上 が 残 存 。 光 背

　 　上部 向 か って左 に仏 坐 像 。

(1)Avalokitesvara?

(2}Ratnagiri

(3}　Stone

(4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXLII(A)

(5)坐 像 。 腰 よ り下 が残 存 。 台 座 向 か

　 　 って 右 に 四膏 ハ ヤ グ リー ヴ ァ立 像 。

(Z}Avalokiteｧvara?

(2)Ratnagiri;遺 跡 近 くの祠 堂

(3}　Stone

(4}Mitra　 1981:Pl.　 CCCXLVIII(B);

　 　佐 和1982:挿 図7;67図;佐 久 間

　 　1991-1993:B-2

(5)胸 よ り上 が 残 存 。 光 背 上 部 左 右 に

　 　仏 坐 像 。 印 相 は 向 か って 左 が触 地

　 　 印,右 が 与 願 印 。

{1}Avalokitesvara?

{2}Ratnagiri

(3}　Stone

(4)Mitra　 1983:P1.　 CCCLIII(C);佐 久

　 　間1991-1993:A-X-1-23

(5)胸 よ り上 が 残 存 。

(1)Avalokitesvara?

(2)　Lalitagiri

{3)　Stone

{4}

(5)頭 部 欠 損 。

(1}Avalokiteｧvara?

(2}Udayagiri

(3}　Stone

(4)佐 和1982:138図

(5)胸 よ り上 が 残 存 。

(1}Avalokiteｧvara?

(2}Bhuvaneswar;Orissa　 State　Mus.

(3}　Stone

(4)Sahu　 1958:Fig.76;佐 久 間1991-

　 　 1993:A-X-1-18

(5)立 像。 両 足,両 腕 欠 損 。
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(1)　 Avalokitesvara?

(2)Vajragiri

(3)　 Stone

(4)頼 富1990:図13

(5)坐 像 。 右 足,両 腕 欠 損 。

(1)　 Avalokitesvara?

(2)Vajragiri

(3)　 Stone

(4)

(5)立 像 。 体 の 右 半 分 の み 残 存 。

(1)Avalokitesvara?

(2)Udayagiri

(3)Stone;遺 跡 付 近 の 小 学 校

(4)

(5)胸 よ り上 の み 残 存 。

(1)Avalokitesvara?

(2)Lalitagiri

(3)　 Stone

(4)Mallma皿1948:Pl.　 VIII;Encyclo-

　 　 paedia　 of　 World　 Art,　 Vol.　 VII,

　 　 Pl.475.

(5)頭 部 の み 。

ア ラ パ チ ャナ

289　 (1)Arapacana　 Manjusri

　 　 (2)Khiching;Baripada　 Mus.

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.70;森1996:No.5

　 　 (5)右 手,剣 を 頭 上 に 振 り上 げ る。 左

　 　 　 　 手,睡 蓮?。 結 珈 跣 坐,光 背 左 右

　 　 　 　 に 蓮 華?の 浮 彫。

290　 (1)Arapacana　 Manj　usri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,21.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XXIV(D);頼 富

　 　 　 　 1988a:図5,リ ス トー1;1988b:図

　 　 　 　 1,リ ス トー1;i森1996:No.7

　 　 (5)右 手,剣 を 頭 上 に 振 り上 げ る。 左

　 　 　 　 手,胸 の 前 に 梵 爽 を 持 つ 。 結 珈 跣

　 　 　 　 坐 。 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

291　 (1)Arapacana　 Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 LXIX(C);頼 富

　 　 　 　 1988a:リ ス トー2;1988b:リ ス ト・4;

　 　 　 　 森1996:No.8

　 　 (5)右 手,剣 を頭 上 に 振 り上 げ る。 左

　 　 　 　 手,胸 の 前 に梵 爽 を 持 つ 。 緒 珈朕'

　 　 　 　 坐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の 浮彫 。

292　 (1)Arapacana　 Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXIX(D);頼 富

　 　 　 　 1988a:リ ス トー3;1988b:リ ス ト・5;

　 　 　 　 森1996:No.9

　 　 (5)右 手,剣 を 頭 上 に 振 り上 げ る。 左

　 　 　 　 手,胸 の 前 に梵 爽 を 持 つ 。 結 珈 昧

　 　 　 　 坐 。 蓮 台 の 下 に3人 の 供 養 者?。

　 　 　 　 奉 献 塔 の寵 中 の 浮 彫 。

293　 (1)Arapacana　 Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXX(A);頼 富

　 　 　 　 1988a:リ ス トー4;1988b:リ ス トー6;

　 　 　 　 森1996:No.10

　 　 (5)右 手,剣 を 頭 上 に 振 り上 げ る。 左

　 　 　 　 手,胸 の 前 に 梵 爽 を 持 つ 。 左 手 に

　 　 　 　 は 蓮 華 の 茎 も持 つ 。 結/i'/,1坐 。 奉

　 　 　 　 献 塔 の 寵 中 の浮 彫 。 小 塔 の 上 部 は

　 　 　 　 欠 損 。 頭 部 お よび 右 手,左 持 物 の

　 　 　 　 上 部 が 欠 損 。

マ ン ジ ュヴ ァラ

294　 (1)Manjuvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)17.8cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PI　 XC(B);頼 富1988a:

　 　 　 　 リス トー2;1988b:リ ス トー2;森

　 　 　 　 1996:No.24

　 　 (5)転 法 輪 印 。 梵 來 を載 せ た 睡 蓮 が 左
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　 　 　 　 手 か ら伸 び る。 遊 戯 坐 。 表 面 は磨

　 　 　 　 滅 して い る ため,細 部 は 不 明 。

295　 (1)Manjuvara

　 　 (2)Vajragiri;Orissa　 Stati;Mus.

　 　 (3)8c(Mus)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ユ

　 　 (4)森1996:図3,No.26;1997a:図36,

　 　 　 　 No.21

　　 (5)転 法輪印。梵爽を載恒た睡蓮が左
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　　　 手 か ら伸 び る。左右 に二 脇侍。光

　 　　　 背 上部左右 に二飛天 δ腰か ら下 の

　 　　　 部分 は光背 も含め欠揖。

296　 (1)Manjuvara

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヨ

　 　 (4)佐 和1982:56;図Mitra　 1981:Pl.

　 　 　 　 CCCXXXII(B);森1996:No.27

　　 (5)転 法輪印(手 首から晃は欠損).筒

　 　 　 　 坐 。 台 座 左 右 に 獅 子d頭 部,お よ

　 　 　 　 び手 首 か ら先 が 欠 損 。1

297　 (1)Manjuvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

　 　 (4)Mitra　 1981:P1,　 LXVIII(B);頼 富

　 　 　 　 1988a:リ ス トー5;198臼b:リ ス トー6;

　 　 　 　 森1996:No.28　 　　 1

　 　 (5)転 法 輪 印。 梵 爽 を 載 母 た 睡 蓮 が左

　　　　 に伸びる。半珈坐.轍 塔嘱 中
　 　 　 　 の浮 彫 。

298　 (1)Manjuvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXV】II(C);頼 富
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　
　 　 　 　 1988a:リ ス トー6;......:リ ス トー7;

　 　 　 　 森1996:No.29

　 　 (5)転 法 輪 印。 梵 爽 を載 せ た 睡 蓮 が 左

　 　 　 　 に伸 び る(頼 富1988ab`よ る)。 遊

　 　 　 　 戯 坐 。 奉 献 塔 の寵 中 の 浮 彫 。

299　 (1)Manjuvara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 LXVIII(D);頼 富
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　 　1988a:リ ス トー7?;1988b:図4,リ

　 　 ス ト・8;森1996:No.30

(5)転 法 輪 印 。 筒 坐 。 梵 來 を載 せ た 睡

　 　蓮 が 左 に 伸 び る 。奉 献 塔 の寵 中 の

　 　浮 彫 。

(1)Manjuvara

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIX(A);頼 富

　 　1988a:リ ス トー3;1988b:リ ス トー4;

　 　森1996:No.31

(5)転 法 輪 印 。 筒 坐 。 睡 蓮 が 左 に 伸 び

　 　 る。 奉 献塔 の籠 中 の浮 彫 。

(1)Manjuvara

(2)Ratnagiri

{3)　Stone

(4)Mitra　 1981:Pl.　 LXIX(B);頼 富

　 　1988a:リ ス トー4;,..:リ ス トー5;

　 　森1996:No.32

(5)転 法 輪 印 。 遊 戯 坐 。 睡 蓮 が 左 に 伸

　 　び る。 奉 献 塔 の籠 中 の浮 彫 。Man-

　 　jughosa(Mitra).

{1)Manjuvara

(2)Udayagiri;現 地

{3)　Stone

(4)　 [図111]

(5)転 法 輪 印 。 体 の 左 側 に 梵 爽 を 載 せ

　 　た 睡 蓮 。 顔 面 お よび 両 手 の一 部 磨

　 　滅 。 光 背 向 か って 右 上 損 傷 。 光 背

　 　に 人 物 群 。 台 座 に供 養 者 と二 獅 子 。

ス テ ィラチ ャ ク ラ

303　 (1)Sthiracakra　 Maiijusri

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone,8-9　 c(Sahu)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.25;森1996:No.36

　 　 (5)立 像 。 右 手,与 願 印,左 手,剣 を

　 　 　 　 載 せ た 睡 蓮 。 髪 髪 冠 。 両 側 に 蓮 台

　 　 　 　 に 坐 る女 性 脇 侍 。

一般的な文殊
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遊戯 坐

304　 (1)Maiju`ri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 CLXXII(B);森

　 　 　 　 1996:No.50

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 光 背 上 部 左 右 に

　 　 　 　 二 飛 天 。 台 座 部 分 の 向 か っ て 左 に

　 　 　 　 供 養 者,右 に 供 物 。 頭 髪 中 心部 と

　 　 　 　 顔 の一 部 に破 損 が あ る。

305　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 CCLXII(A);頼 富

　 　 　 　 1988a:図14,リ ス ト・8;1988b:図

　 　 　 　 9,リ ス トー10;森1996=No.51

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 をGせ

　 　 　 　 た睡 蓮 。 遊 戯 坐 。

306　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXXII(A);

　 　 　 　 森1996:No.52

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を載 せ

　 　 　 　 た睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 台 座 に 三 供 養 者 。

　 　 　 　 光 背 に 損 傷 が あ る。 顔 の 部 分 も磨

　 　 　 　 滅 。

307　 (1)Manjuｧri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:32図;森1996:No.53

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 右 腕 の 肘 よ り先

　 　 　 　 の部 分 と,光 背 の大 半 が 欠 損 。 顔

　 　 　 　 の部 分 も磨 滅 。

308　 (1)Manjusri

　 　 (2)Vajragiri;Orissa　 State　Mus.

　 　 (3)Stone,8c(Mus)

　 　 (4)森1996:図4,No.54;1997a:図35,

　 　 　 　 No.20

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 三 髪 。 遊 戯 坐 。 台 座 右 下

　 　 　 　 に 供 養 者 。 光 背 上 部 に 二 飛 天 。 保

　 　 　 　 存 状 態 も良 好 で,装 身 具 等 も よ く

　 　 　 　 残 る。

309　 (1)Manjusri

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図93,85図;頼 富

　 　 　 　 1988b:図10,リ ス トー12;森1996:図

　 　 　 　 5,No.55

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 台 座 右 下 に 供 養

　 　 　 　 老 。 光 背 上 部 左 右 に二 尊 。 全 体 に

　 　 　 　 四 角 い 枠 が 作 られ,そ の 中 に 浮 彫

　 　 　 　 で 表 現 。 表 面 は か な り磨 滅 して い

　 　 　 　 る。Siddhaikavira(頼 富1988b)。

310　 (1)Manjusri

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982=90図;森1996:図6,

　 　 　 　 No.56

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵i爽 を載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 台 座 右 下 に二 供

　 　 　 　 養 者 。 光 背 上 部 左 右 に 二 女 尊 。 向

　 　 　 　 か って 左 の 女 尊 は 与 願 印,右 の 女

　 　 　 　 尊 は定 印?。

311　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXVI(D);森1996:

　 　 　 　 No.57

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮 彫 。

312　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LXVII(A);森

　 　 　 　 1996:No.58
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　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手1梵 爽 を載 せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 奉 献塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮彫 。

313　 (1)Manj　 uｧri

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981,　 P1.　LXiVII(B);森

　 　 　 　 1996:No.59

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮彫 。

314　 (1)Manjusri

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXyll(C);森

　 　 　 　 1996:No.60

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮 彫 。

315　 (1)Manj　 usri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXVII(D);森

　 　 　 　 1996:No.61

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,:梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 台 座 の 向 か っ て

　 　 　 　 右 に供 養 者 。 奉 献 塔 ゐ寵 中 の浮 彫 。

316　 (1)Manjusri

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXVIII(A);森

　 　 　 　 1996:No.62

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮 彫 。

317　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXX(B);森1996:

　 　 　 　 No.63

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 來 を 載 せ
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　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮 彫 。

318　 (1)Manj　 usri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　B6nisti　l981:Fig.130

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 遊 戯 坐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮 彫 。

319　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 CLXXIII(A);森

　 　 　 　 1996:No.69

　 　 (5)左 手,梵 爽 を 載 せ た睡 蓮 。 遊 戯 坐 。

　 　 　 　 腰 か ら下,お よび 左 手 の持 物 の み

　 　 　 　 残 存 。 右 手 の 印 は確 認 で き な い。

輪 王 坐

320　 (1)Manjusri

　 　 (2)Bhubaneswar;Orissa　 State　Mus.

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)森1996:図7,No.74;1997a:図37,

　 　 　 　 No.22

　 　 (5)右 手,胸 の 前 に 置 く,左 手 不 明 。

　 　 　 　 輪 王 坐 。 頭部,右 手 の一 部,左 腕,

　 　 　 　 左 足 の 一部 欠 損 。

321　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Bronze

　 　 (4)Mitra　 1993:Pl.　 CCLXXXII(B);森

　 　 　 　 1996:No.76

　 　 (5)右 手,膝 の 上 に置 く,左 手,梵 爽

　 　 　 　 を 載 せ た 睡 蓮 。 輪 王 坐 。 火 炎 を 周

　 　 　 　 囲 に 配 した 光 背。　 　 　 　 　 　 　 、

322　 {1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.130;森1996:No.

　 　 　 　 77

　 　 (5)右 手,膝 の 上 に置 く,左 手,梵 爽
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　 　 　 　 を 載 せ た 睡 蓮 。 輪 王 坐 。 奉 献 塔 の

　 　 　 　 寵 中 の浮 彫 。

323　 (1)Manjusri

　 　 (2}Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LII(D);森1996:

　 　 　 　 No.78

　 　 (5)右 手,膝 の 上 に 置 く。 左 手,梵 爽

　 　 　 　 を 載 せ た 睡 蓮 。 輪 王 坐 。 奉 献 塔 の

　 　 　 　 寵 中 の 浮彫 。 小 塔 上 部 は欠 損 。

結 珈 跣 坐

324　 (1)Manjusri

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)Metal

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCXCIX(A);森

　 　 　 　 1996:No.94

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,睡 蓮 。 結 珈

　 　 　 　 跣 坐 。 舟 形 の光 背。

立 像

325　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l983:P1.　 CCCLVI(B);森

　 　 　 　 1996:No.121

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 爽 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。

326　 (1)Manjusri

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:ll6図;森1996:No.122

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,不 明 。 光 背

　 　 　 　 の か な りの部 分 が 欠 損 し,尊 像 の

　 　 　 　 表 面 も磨 滅 。

327　 (1)Manjusri

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:107図;頼 富1988b:図8,

　 　 　 　 リス トー8;森1996:No.123

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,梵 來 を 載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。向 か って 右下 に右 手 に杖?

　 　 　 　 を 持 つ ヤ マ ー ソ タ カ 。Siddhaika-

　 　 　 　 vira(頼 富1998b)。

328　 {1}Manjuｧri

　 　 {2}　Lalitagiri

　 　 {3}　Stone

　 　 (4)佐 和1982:81図;森1996:図14,

　 　 　 　 No.124

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,睡 蓮 。 向か

　 　 　 　 って 左 下 に睡 蓮 を 持 って うず くま

　 　 　 　 る 女 性 脇 侍,右 下 に は 本 尊 の 睡 蓮

　 　 　 　 の 茎 を 持 ち,左 手 を膝 に 当 て て立

　 　 　 　 つ 脇 侍 。 光 背 左 上 部 に 飛 天 。 両 腕

　 　 　 　 欠 損 。

329　 (1}Manjusri

　 　 (2}　Ayodhya

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1968=Fig.65;森1996:No.

　 　 　 　 125

　 　 (5)右 手,胸 の 前,左 手,梵 爽 を載 せ

　 　 　 　 た 睡 蓮 。 宝 冠 。 女 性 の 二 脇 侍 。 光

　 　 　 　 背 上 部 に 二 飛 天 。 右 側 に も睡 蓮 の

　 　 　 　 浮 彫 。

330　 (1)Manjusri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3}　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図1,61図;Mitra

　 　 　 　 1983:Pl.　 CCXLVIII(C);森1996:

　 　 　 　 No.126

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,睡 蓮 。 向 か

　 　 　 　 っ て左 側 に 蓮 華?を 持 っ た 女 性 脇

　 　 　 　 侍,右 側 に は 払 子 を 持 っ た女 性 脇

　 　 　 　 侍 。 光 背 の上 部 左 右 に 二 飛 天 。 本

　 　 　 　 尊 の右 肩 の 上 部 に 蓮 華 の浮 彫 。 台

　 　 　 　 座 に二 竜 王,供 養 者,瓶 の浮 彫 。

　 　 　 　 頭 部,左 腕 欠 損。

331　 {1}Manjusri

　 　 {2}Ratnagiri

　 　 (3)Stone,7c.(Saraswati),9c(イ ン ド

　 　 　 　 美 術),42.5"×14.5"

　 　 (4)Benisti　 l　981:Fig.132;佐 和1982:

423



　 　 　 　 28図;Mitra　 1983:Pll　 CCCXXXVI

　 　 　 　 (A);頼 富1988a:図13,リ ス トー6;

　 　 　 　 1988bリ ス トー6;森X996:図15-20,

　 　 　 　 No.131

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,睡 蓮 。 豪 華
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 な宝冠。光背の左右1に蓮華の茎が

　　　　 伸び,そ の上に触地【印(向 かって　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 左)と 定印(右)の 如来像を載せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 る。 脇侍 と して,払 陛 と睡蓮を持　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 つ二女性。右の女性には損傷があ
　　　 　　　 　　　　 　　　 1
　 　 　 　 る。 二 轄 宝 冠 文 殊 菩 薩 立 像(佐 和

　 　 　 　 igsa>0

332　 (1)Manjusri

　 　 (2)Lalitagiri,現 地 収 蔵 庫

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 (4)佐 和1982:122図;頼 富1990:図75;

　　　 　 森1996:No.128

　　 (5)右 手,与 願 印,左 手,睡 蓮 。向か

　　　 　 って左下に与願印を示す女性脇侍,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 右下には剣を持つ女性脇侍。光背
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 上 部 お よび 両腕 の一 部 欠 損 。

333　 (1)Manj　 uｧri

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (4)佐 和1982:111図;頼 富1988b:図7,

　 　 　 　 リス トー7;森1996:No.129

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,:梵 爽 を 載 せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 た睡蓮。 向か って左 下に,左 手に

　　　 　 香炉?を 持 って うず{くまる脇 侍。

　　　 　 右下 には二供養者。 光背左上部 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 飛天。Siddhaikavira(頼 富1988b).

　　　 　 光背右上部欠損。

334　 (1)Manjuｧri

　　 (2)Udayagiri;遺 跡近 くの小学校校庭。

　　 (3)Stone,160　 x　70　cm

　　 (4)　 [図112～114]

　　 (5)右 手 は胸,左 手は睡蓮の上に置 く。

　　　 　 睡 蓮は足元 か ら伸 び,左 手 の下 と

　　　 　 左 肩 の上 にふたつ の花 を付け る。

　　　 　 顔の 中間部,腹 部 の工箇所 で水平

　　　 　 に亀裂。 向か って左 下に水牛 に ま
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　 　 　 　 た が る ヤ マ ー ンタ カ。 三 面 四 腎 程

　 　 　 　 度 確 認 で き る。 ヤ マ ー ンタ カ の 持

　 　 　 　 物 は羅 索 。 表 面 は か な り磨 滅 して

　 　 　 　 い る。

335　 (1)Manjusri　 ,x

　 　 (2)Kendrapara,　 Cuttack;Indian　 Mus.,

　 　 　 　 Calcutta

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 l968:Fig.37;i森1996:No.

　 　 　 　 130

　 　 (5)右 手,与 願 印,左 手,睡 蓮 。 宝 冠 。

　 　 　 　 蓮 台 に坐 る女 性 の二 脇 侍 。 光 背 上

　 　 　 　 部 に二 飛 天。

断片

336　 (1)Manjusri

　　 (2)Udayagiri;現 地

　　 (3)　Stone

　　 (4)

　　 (5)顔 と胸 の部 分のみ現 存。持物 の睡

　　　 　 蓮 の一部 は確認 できる。

弥勒

立 像

337　 (1)Maitreya?{Maiijusri?)

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:図37;Mallmann　 1983:

　 　 　 　 Pl.　CCCLIV(A);森1998:No.73

　 　 (5)表 面 の 磨 滅 が 著 しい 。 向 か って 左

　 　 　 　 下 に 合 掌 す る女 性 供養 者 。

338　 (1)Maitreya

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:図98;佐 久 間1991-1993:

　 　 　 　 A-X-1-ll;森1998:No.74

　 　 (5)髪 髪 冠 。 仏 塔 の 有 無 は 不 明 。 左 手

　 　 　 　 に 龍 華(表 面 は 磨滅)。 光 背 向か っ

　 　 　 　 て左 上V'触 地 印仏 坐 像 。 光 背 向 か

　 　 　 　 っ て 右 上 部 欠 損 。 八 大 菩 薩 中 の 一
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　 　 　 　 尊 。

339　 (1)Maitreya

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone,7'6"x3'2",8-9　 c(Sahu)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.23;佐 和1982:図

　 　 　 　 104;頼 富1990:図74;森1998:No.

　 　 　 　 75

　 　 (5)髪 誓 冠 。 仏 塔 は 表 現 され て い な い 。

　 　 　 　 左 手 に 龍 華 。 足 元 の 左 右 に 女 性 が

　 　 　 　 蓮 華 の 上 に輪 王 坐 で 坐 る。 い ず れ

　 　 　 　 も 睡蓮 を 持 つ 。 光 背 上 部 左 右 に飛

　 　 　 　 天 。 光 背 左 右 に 火 炎 の文 様 。 八 大

　 　 　 　 菩 薩 中 の一 尊 。

坐 像 ・与 願 印

340　 (1)Maitreya

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Bronze

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 XXXIII(A);森

　 　 　 　 1998:No.77

　 　 (5)仏 塔 を 付 け た 髪 髪 冠 。 左 手 に は龍

　 　 　 　 華 。 結 珈 踪 坐 。

341　 (1)Maitreya?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,38.1x23.5cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CCCXXXIII(A);

　 　 　 　 森1998:No.78

　 　 (5)頭 部,右 腕,脚 部 欠 損 。 お そ ら く

　 　 　 　 遊 戯 坐 で 与 願 印 を 示 す 。 龍 華 の 茎

　 　 　 　 の み 残存 。

342　 (1)Maitreya?

　 　 (2)Baud

　 　 (3)Bronze,9c(Sahu)

　 　 (4)Sahu　 1958=Fig.52;森1998:No.80

　 　 (5)髪 讐 冠 。 左 手 に 龍 華 。 遊 戯 坐 。 傘

　 　 　 　 蓋 のつ い た 円 形 の光 背 。 図版 不 鮮

　 　 　 　 明 の た め詳 細 不 明。

坐 像 ・施 無 畏 印

343　 (1)Maitreya

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,18.5　 x　11.5　cm

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 CLXXII(D);森

　 　 　 　 1998:No.81

　 　 (5)髪 髪 冠 。 左 手 に 龍 華。 遊 戯 坐 。 体

　 　 　 　 の右 側 に も植 物 。

344　 (1)Maitreya

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 LXXII(B);森

　 　 　 　 1998:No.82

　 　 (5)髪 髪 冠 。 左 手 に 龍 華 。 遊 戯 坐 。 奉

　 　 　 　 献 塔 の寵 中の 浮 彫 。

345　 (1)Maitreya

　 　 (2)　Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXXII(C);森

　 　 　 　 1998:No.83

　 　 (5)髪 髪 冠 。 左 手 に 龍 華 。 遊 戯 坐 。 奉

　 　 　 　 献 塔 寵 中 の 浮 彫 。

坐 像 ・転 法 輪 印

346　 (1)Maitreya

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,38.1x23.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 CLXXI(B);森

　 　 　 　 1998:No.85

　 　 (5)髪 髪 冠 。 水 瓶 を載 せ た 龍 華 を 左 手

　 　 　 　 に 持 つ 。 遊 戯 坐 。 光 背 上 部 左 右 に

　 　 　 　 蓮 華 。 台座 左 右 に供 養 者 。

347　 (1)Maitreya

　 　 (2)Balasore

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.78;森1998:No.86

　 　 (5)髪 髪 冠 。 真 横 か ら撮 影 した 図 版 の

　 　 　 　 み をSahuは 紹 介。 詳細 は不 明。

金 剛 手

348　　(1)　Vajrapani

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Saraswati　 1977:Pl 　 165;Benisti
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　 　 　 　 1981:Fig.164;佐 和11982:挿 図81;

　 　 　 　 15図;頼 富1991:図12;森1997b:

　 　 　 　 No.14,図4

　 　 (5)立 像 。 宝 冠 を い た 痘 く。 耳 飾 り,

　 　 　 　 屡 路,聖 紐,管 釧,腕 釧,ド ー テ

　 　 　 　 ィを 身 に 付 け る。 右 手 に払 子,左

　 　 　 　 手 は 睡 蓮 の 茎 を持 づ 。 睡 蓮 は 大 地

　 　 　 　 か ら伸 び,花 の上 だ 水 平 に金 剛 杵

　 　 　 　 を 載 せ る。 宝 珠 型 φ 頭 光 の浮 彫 。

　 　 　 　 触 地 印 仏 坐 像 の 左 脇 侍 。 右 脇 侍 は

　 　 　 　 蓮 華 手 。

349　 (1)Vajrapani

　 　 (2)Khadipada,　 Baleshwar;Orissa　 State

　 　 　 　 Mus.

　 　 (3)Stone;137　 x　57　cm

　 　 (4)森1997a:図30,　 No.18;1997b:No.

　 　 　 　 15

　 　 (5)立 像 。 頭 部,両 腕,1光 背 向 か って　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　i

　　 　　 左上欠損 。理路,聖 紐,条 吊,腎　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 　　 釧,腕 釧,ド ーテ ィを身に付け る。

　　 　　 右手持物 不 明,左 手は おそ ら く睡　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　く

　　　　 蓮の茎を持つ。睡蓮は大地から伸

　　　　 び,花 の上に水平に1金剛杵を載せ

　　　　 る。おそらく同博勿館所蔵の蓮華

　 　 　 　 手[228コ と 一 対 ゐ 作 品 。Ava-

　 　 　 　 lokitesvara(Mus).

350　 (1)Vajrapani

　 　 (2)　Lalitagiri;Indian　 M;us.,　Calcutta,

　 　 　 　 Acc.　No.6953/A24135

　 　 (3)Stane,10c(Mus)

　 　 (4)Sahu　 1958;Figs.36,'41;佐 和1982:

　 　 　 　 挿 図12,125図;岩 宮li　989:図213;頼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　
　 　 　 　 富1990:図73;森199,7b:No.16,図

　 　 　 　 7,8,9

　 　 (5)立 像 。 右 腕,光 背 上 部 左 右 欠 損 。

　 　 　 　 円 筒 形 の 宝 冠 。 垂 髪 。 耳 飾 り,婆
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　i

　　 　　 略,聖 紐,膏 釧,腕i釧,ド ーテ ィ

　　 　　 を身 に付 け る。左 手1は水平 に金剛

　　 　　 杵を載 せた睡蓮 の茎を持 つ。 体 の

　　 　　 右側 に も睡蓮 が伸 び;る。左右 に輪

　　 　　 王坐 で蓮 台に坐 る女性 。 いず れ も
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　 　体の横 に睡 蓮が伸 びる。周 囲に火

　 　炎を配 した光背。八 大菩薩 のセ ッ

　 　 トの1尊 。

(1)Vajrapani

(2}　Lalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:123図;森1997b:No.17,

　 　図10,11

(5)立 像。、両腕,光 背上部 向か って左

　 　側欠損。 円錐形 の宝冠 。垂髪。 耳

　 飾 り,饗 略,聖 紐,管 釧,ド ーテ

　 　ィを身 に付 け る。左手 はおそ らく

　 睡蓮 の茎 を持つ。睡蓮 は大地か ら

　 伸 び,花 の上に水平 に金剛杵 を載

　 　せる。体 の右側 にも睡蓮が伸び る。

　 　向か って左 に結珈朕坐 の女性。 体

　 　の左側 に睡 蓮が伸び,直 立 した金

　 　剛杵 を花 の上に載せ る。向か って

　 右 に輪王坐 の女性。右手 に金剛杵

　 　を持つ。 いずれ も蓮 台に坐 る。光

　 　背上部 向か って右 に飛天。八大 菩

　 薩 のセ ッ トの中の一点。

(1}Vajrapani

(2}Lalitagiri

(3}　Stone

(4)佐 和1982:挿 図120;森1997b:No.

　 　18

(5)遊 戯坐。 円筒形 の宝冠 。垂髪。 耳

　 飾 り,婆 路,聖 紐,条 吊,腎 釧,

　 腕釧,ド ーテ ィを身 に付 け る。右

　 手与 願 印。 左手は座 の上 に置 き,

　 　そ こか ら睡 蓮が伸び る。花 の上 に

　 　水平に金剛 杵を載せ る。 両側 に女

　 性立像。 いずれ も円形 の耳飾 りと,

　 連珠 の首飾 りを付け,右 手に払子,

　 左手 に植物 の よ うな ものを持つ。

　 光 背上部左 右に飛天。 台座左右0'

　 　獅子。

(1}Vajrapani

(2}Udayagiri

(3)　Stone
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　 　 (4)森1997b:No.19,口 絵3[図115]

　 　 (5)遊 戯坐 。円筒形 の宝冠。垂 髪。 円

　 　　 　 形 の大 きな耳飾 り,婆 路,聖 紐,

　 　　 　 腎釧,腕 釧,ド ーテ ィを身 に付け

　 　　 　 る。右 手は胸 の前 に保 ち,直 立 し

　 　　 　 た金剛 杵を載せ る。左手 は座の上

　 　　 　 に置 き,そ こか ら睡蓮が伸 び る。

　 　　 　 茎 の部 分は欠損。 光背上部 左右に

　 　　 　 円錐形 の帽子 をかぶ った飛天。台

　 　　 　 座 に供 物 と供養者 の浮彫 。宝珠型

　 　　 　 の頭光の浮彫。頭光 周囲に銘文。

354　 (1)Vajrapani

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,122　 x　66　cm

　 　 (4)Saraswati　 1977:Pl.64;Mitra　 1981:

　 　　 　 Pl.　CIX(A);佐 和1982:挿 図82,10

　 　　 　 図;佐 久 間1991-1993:B-S1-S2a・

　 　　 　 S2d-M　1-1;森1997b:No.20,図5[図

　 　　 　 116～118]

　 　 (5)四 讐 立像。宝冠 。垂髪。 耳飾 り,

　 　　 　 婆略,聖 紐,管 釧,腕 釧,ド ーテ

　 　　 　 ィを身に付 け る。右前 手は与願 印

　 　　 　 を示 し,右 後 手は数珠 を持つ。体

　 　　 　 の左側に睡蓮 が大地 か ら伸 び,左

　 　　 　 後 手でそ の花 を持つ。 花の上 には

　 　　 　 金 剛杵を 水平 に載せ る。右前手 は

　 　　 　 水瓶 を持 ち,別 の花の上に載 せる。

　 　　 　 光 背上部 左右に仏坐 像。 印相 は向

　 　　 　 か って左 が触 地印,右 が与願 印。

　 　　 　 向か って左 にやせた 男性像。 中尊

　 　　 　 の方を見 て うず くま り,両 手 を 口

　 　　 　 の前に置 く。向か って右に は四腎

　 　　 　 の男性像。 主要 な二 壁を胸 の前 で

　 　　 　 交 差 させ,右 後手 は手のひ らを上

　 　　 　 に上げ,左 後手は羅 索を持 つ。 展

　 　　 　 左 の姿勢 で立つ。

355　 (Z)Vajrapani

　 　 (2}Vajragiri;Orissa　 State　Mus.

　 　 (3)Stone,139　 cm

　 　 (4)森1997a:図3,31-34,　 No.19;

　 　　 　 1997b;No.21,図6

　 　 (5)四 壁立像 。髪は一つ に束ね,垂 髪

　 　　 　 が肩に掛 か る。耳飾 り,]嬰路,聖

　 　　 　 紐,轄 釧,腕 釧,ド ー テ ィを身に

　 　　 　 付け る。 右前手は肘 か ら先 が欠損

　 　　 　 しているが,お そ ら く払子を持つ。

　 　　 　 右 後手 は大地か ら伸 びた睡蓮 を持

　 　　 　 つ。花 の上には金剛 杵を水平 に載

　 　　 　 せ る。左 前手は脇侍 の頭 の上 に置

　 　　 　 く。左後手 は直方体 の何か(梵 爽?)

　 　　 　 を持 つ。 光背上部左 右 に飛天 。向

　 　　 　 か って左 に女性坐像 。右手 は胸の

　 　　 　 前に置 き,直 立 した金剛杵を持つ。

　 　　 　 向か って右 には 四腎 の男性 像。主

　 　　 　 要 な二管 で胸 の前 で合掌 し,右 後

　 　　 　 手は期剋 印?,左 後手 は剣 を持つ。

　 　　 　 炎髪。蛇 の装身具。 短 ドーテ ィを

　 　　 　 まとい,主 尊の方を見上げ る。Va・

　 　　 　 jrapani　Avalokitesvara(Mus).

356　　{1}　Vajrapani

　 　 (2}Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 LXXII(A);森

　 　　 　 1997b:No.24

　 　 (5)遊 戯坐 。右手与願 印。左 手は金剛

　 　　 　 杵 を水平に載せ た睡蓮 を持 つ。奉

　 　　 　 献塔 の籠中の浮彫。

金 剛薩j垂

357　　{1}　Vajrasattva

　 　 {2}Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図2,60図;Mitra

　 　　 　 1983:P1.　CCXL(A);頼 富1990:図

　 　　 　 6;i森…1997b=No.38

　 　 (5)半 珈 坐。右手 は直立 した金剛杵 を

　 　　 　 胸 の前 で持 つ。 左手 は腰のあた り

　 　　 　 でおそ ら く金剛鈴を持 つ。巻 き貝

　 　　 　 型 の頭髪。垂髪 。磨滅 が著 し く,

　 　　 　 特 に左腕は残存部 分が 少ない。祠

　 　　 　 堂 内は,正 面 に胎蔵大 日,そ の左

　 　　 　 に金剛薩錘,右 に金剛法菩 薩。
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358　 (1)Vajrasattva

　 　 (2)Salempur(Solampurt?)

　 　 (3)Stone,9c(Saraswati)

　 　 (4)Saraswati　 1977:P1.158;森1997b:

　 　 　 　 Na.39　 　　　　　　 ,

　 　 (5)結 珈 跣 坐 。 右 手 は 直 立 した 金 剛 杵　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

　　　　 を胸の前 で持つ。左手 は腰の あた

　　　　　りで金剛 鈴を持つ。1巻き貝型 の髪
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　 型 。 冠 飾,理 路,　 i釧,腕 釧 。 蓮

　 　 　 　 台 の 向 か って 左 寄 り1に帰 依 者 の浮

　 　 　 　 彫 。 台 座 最 下 段 に 銘 文 。 宝 珠 型 の

　 　 　 　 頭 光 の浮 彫 。

359　 (1)Vajrasattva

　 　 (2)Solampur;Indian　 Mlユs.,　Calcutta

　 　 (3)Stone,9c(Saraswati)

　 　 (4)S・h・1958・Fig.46;Sl・ ・a・w・ti　1977・

　 　 　 　 PL　 l60;森1997b:Nib.40

　 　 (5)結 珈 跣 坐 。 右 手 は 直i立 した 金 剛 杵　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 を胸 の 前 で持 つ 。 左}手 は 腰 の あ た

　 　 　 　 　りで金 剛 鈴 を 持 つ 。 円錐 型 の髪 型 。

　 　 　 　 冠 飾,櫻 路,聖 紐,皆 釧,腕 釧,

　 　 　 　 　ドー テ ィを 身 に つ け1る。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に 仏 塔 の 浮 彫 。 台 座 左 右 に帰

　 　 　 　 依 者 の 浮 彫 。

360　 (1)Vajrasattva

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　ItTR-2,21

　 　 (3)St・n・ ・16・5・16・5・ml

　 　 (4)MiEra　 l981:P1.　 CL乏(XII(C);森

　 　 　 　 1997b:No.41

　 　 (5)坐 像 。 腰 か ら上 の み 残 存 。 右 手 は

　 　 　 　 金 剛 杵 を 胸 の前 で 握1る。 円 錐 型 の
　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　

　 　 　 　 髪 型 。 冠 飾,婆 略,聖 紐,腎 釧,

　 　 　 　 腕 釧 を 身 に つ け る。 光背 上 部 左 右

　 　 　 　 に 飛 天 の 浮 彫。

361　 (1)Vajrasattva

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.1961/86

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:P1.　 CCLIXIX(C);森

　 　 　 　 1997b:No.42

　 　 (5)半 珈 坐 。 頭 部 欠 損 。 右手 は 金 剛 杵
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 を胸 の前 で握 る。左 手は腰 のあた
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362

363

364

365

366

　　 りで金 剛 鈴 を 持 つ 。

(1}Vajrasattva

(2}Ratnagiri

(3}　Stone

(4)Mitra　 1981:Pl.　 LXVI(B);森

　　 1997b:No.46

(5)半 珈 坐 。 右 手 は 金 剛 杵 を 胸 の 前 で

　　 握 る 。 左 手 は腰 の あ た りで 金 剛 鈴

　　 を 持 つ 。 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

(1}Vajrasattva

(2)Ratnagiri

(3}　Stone

(4)Mitra　 l981:PL　 LXVI(C);森

　　 1997b:No.47

(5)半 珈 坐 。 右 手 は金 剛 杵 を 胸 の 前 で

　　 握 る。 左 手 は 腰 の あ た りで金 剛 鈴

　　 を 持 つ。 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

(1)Vajrasattva

(2}Ratnagiri

(3}　Stone

(4)Mitra　 1981:P1。 　LXV　 (C);森

　　 1997b:No.43

(5)半 珈 坐 。 右 手 は金 剛 杵 を 胸 の 前 で

　　握 る。 左 手 は 腰 の あ た りで金 剛 鈴

　　 を 持 つ。 奉 献 塔 の寵 中 の 浮 彫 。

(1}　Vajrasattva

(2}Ratnagiri

(3}　Stone

(4)Mitra　 l981:PL　 LXV(D);森

　　 1997b:No.44

(5)半 珈 坐 。 右 手 は 金 剛 杵 を 胸 の 前 で

　　握 る。 左 手 は 腰 の あ た りで 金 剛 鈴

　　 を持 つ。 奉 献 塔 の寵 中 の 浮 彫 。

(1)Vajrasattva

(2}Ratnagiri

(3}　Stone

(4)Mitra　 1981:P1.　 LXVI(A);森

　　 1997b:No.45

(5)半III坐 。 右 手 は 金 剛 杵 を 胸 の 前 で

　　握 る 。 左 手 は 腰 の あ た りで 金 剛 鈴

　　 を持 つ 。 奉 献 塔 の寵 中 の 浮彫 。
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367　 (1)Vajrasattva

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LII(C);Benisti

　 　 　 　 1981:Fig.127;森1997b:No.48

　 　 (5)半 珈 坐 。 右 手 は 金 剛 杵 を 胸 の前 で

　 　 　 　 握 る。 左手 は 腰 の あ た りで金 剛 鈴

　 　 　 　 を 持 つ 。奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

368　 (1)Vajrasattva

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.　RTR-1,589

　 　 (3)Stone,18cm

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 XC(A);森1997b:

　 　 　 　 No.49

　 　 (5)結 珈 蹉 坐 。 右 手 は 直 立 した 金 剛 杵

　 　 　 　 を 胸 の 前 で 持 つ。 左 手 は腰 の あ た

　 　 　 　 りで金 剛 鈴 を持 つ。 円錐 型 の髪 型 。

　 　 　 　 冠 飾,婆 路,聖 紐 。 光 背 上 部 左 右

　 　 　 　 に蓮 華 。 台 座 に供 物 の浮 彫 。 奉 献

　 　 　 　 塔 の寵 中の 浮 彫 。

その他の菩薩

八大菩薩単独像

369　　(1)　Akasagarbha?

　　 (2)Lalitagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)佐 和1982:口 絵14,105図;頼 富

　　 　　 1990:図76

　　 (5)立 像。右 手与 願 印,左 手,剣 を載

　　 　　 せた睡蓮。髪髪冠。頭飾,耳 飾 り,

　　 　　 冠帯,首 飾 り,聖 紐,管 釧,腕 釧。

　　 　　 左右に女性脇侍。 いずれ も遊戯坐。

　　 　　 右脇侍 は右手は与願 印,左 手 に蓮

　　 　　 華を持つ 。左脇侍 は右手に剣 を持

　　 　　 ち,左 手 に蓮華?を 持つ。右 脇侍

　　 　　 の下 に合 掌す る女性 像。光 背上部

　　 　　 左右 に飛天。光背 の左右 に火炎の

　　 　　 浮彫。

370　　(1)　Akasagarbha?

　　 (2)　Lalitagiri

　　 (3)　Stone

371

372

373

(4)佐 和1982:82図

(5)立 像 。 右 手 与 願 印,左 手,剣 を載

　 　せ た 開 敷 蓮 華 。 髪 髪 冠 。 頭 飾,耳

　 飾 り,冠 帯,首 飾 り,聖 紐,膏 釧,

　 腕 釧 。 左 右 に 女 性 脇 侍 。 い ず れ も

　 遊 戯 坐 。 右 脇 侍 は 右 手 は 座 の 上 に

　 　置 き,左 手 は 剣 を 載 せ た 花?を 脇

　 　に 抱 え る。 左 脇 侍 は 左 右 の 手 は逆

　 　で あ るが,同 じ持 物 。 光 背 上 部 左

　 　右 に飛 天 。

(1)Ksitigarbha?

(2)　Lalitagiri

(3)　Stone

(4)Sahu　 1958:Fig.27;佐 和1982:94図;

　 　頼 富1990:図79;佐 久 間1991-1993:

　 　A-S1-M1-II-21

(5)立 像 。 右 手 与 願 印,左 手,宝 珠 を

　 　載 せ た 蓮 華 。 髪 髪 冠 。 頭 飾,耳 飾

　 　 り,冠 帯,首 飾 り,聖 紐,轄 釧,

　 　腕 釧 。 右脇 侍 は輪 王 坐 で坐 る女 性 。

　 　右 手 は 座 の 上 に置 き,左 手 は 膝 の

　 　上 に 置 い て 睡 蓮?を 持 つ 。 左 脇 侍

　 　は ひ げ を 生 や した 男 性 。 うず く ま

　 　 り,手 に 何 か 持 つ 。 光 背 上 部 左 右

　 　に 飛 天 。

(1)Ksitigarbha

(2)　Lalitagiri

(3)　Stone

(4)

(5)首 よ り上 が 現 存 。 左 持 物,宝 珠 を

　 　載 せ た 睡 蓮 。 光 背上 部 左右 に飛 天 。

(1)Samantabhadra?

(2)　Lalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:121図

(5)立 像 。 右 手 与 願 印,左 手,三 つ 又

　 　 に 分 か れ た 植 物 。 髪 髪 冠 。 頭 飾,

　 　耳 飾 り,冠 帯,首 飾 り,聖 紐,管

　 　釧,腕 釧 。 左 右 に 女 性 脇 侍 。 いず

　 　れ も遊 戯 坐 で 坐 り,合 掌 す る。 光

　 　 背上 部 左 右 に 飛 天 。
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374　 (1)Samantabhadra?

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stane

　 　 (4)佐 和1982:108図

　 　 (5)立 像 。 右 手 与 願 印,左 手,三 つ 又

　 　 　 　 に 分 か れ た 植 物 。 髪 髪 冠 。 頭 飾,
　　 　　　　 　　　 　　　　 [

　 　 　 　 耳 飾 り,冠 帯,首 飾 り,聖 紐,腎

　 　 　 　 釧,腕 釧 。

375　 (1)Samantabhadra?

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i
　 　 (4)佐 和1982:100図;頼 富1990:図77　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 (5)立 像 。右手与 願 印,左 手,三 つ又
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　　　　に分かれ髄 物・辮 冠 頭飾
　　 　　 耳飾 り,首 飾 り,聖f"",管 釧,腕

　　 　　 釧。 左右 に女 性脇侍る 右脇侍 は右

　　 　　 膝,左 脇侍 は左膝を立 てて坐 る。

　　 　　 膝 の上に手 を置 く。持物 はな し。

　　 　　 右脇 侍の下 に帰依者ら光 背上部左

　　 　　 右 に飛天。光 背 の左 右に火炎 の浮

　　 　　 彫。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
376　 (1)Sarvanivaranaviskambhin?

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図5,106図

　 　 (5)立 像 。 右 手 与 願 印,左 手,旗 を 載

　 　 　 　 せ た 開 敷 蓮 華 。 髪 讐 冠 。 頭 飾,耳

　 　 　 　 飾 り,首 飾 り,聖 紐,1』蕎釧,腕 釧 。

　 　 　 　 左 右 に 女 性 脇 侍 。 右 脇 侍 は右 膝,

　 　 　 　 左 脇 侍 は 左 膝 を立 て て坐 る。 膝 の

　 　 　 　 上 に手 を 置 く。 右 脇 侍 は 睡 蓮?を

　 　 　 　 左 手 に 持 つ 。 左 脇 侍 め腰 か ら上 は

　 　 　 　 欠 損 。 光 背 上部 左 右 に飛 天 。

377　 (1)Sarvanivaranaviskamlbhin?

　 　 (2)Lalitagiri;Indian　 Mus.,　 Calcutta,

　 　 　 　 Acc.　No.6354/A2413'4

　 　 (3)　Stane,6'1"x3'3"

　 　 (4)Sahu　 l　958:Fig.37;佐 和1982:挿 図

　 　 　 　 6,126図;頼 富1983:図3;1990:図

　 　 　 　 78;佐 久 間1991-1993:A-X-II-14

　 　 (5)立 像 。 右 手 与 願 印,左 手,旗 を 載
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　　　 　 せ た開敷蓮華。髪髪冠。三山頭飾,

　　　 　 耳飾 り,首 飾 り,聖 紐,壁 釧,腕

　　　 　 釧 。左右 に女性脇侍。 右脇侍は右

　　　 　 膝,左 脇侍 は左膝 を立 てて坐 る。

　　　 　 膝 の上に手 を置 く。持物 はな し。

　　　 　 右脇 侍の下 に帰依者。光 背上部左

　　　 　 右 に飛天。光背左右に火炎 の浮彫。

378　 (1}Maitreya?

　　 {2}　Lalitagiri

　　 {3}　Stone

　　 (4)佐 和1982:117図

　　 (5)立 像。首飾 り,聖 紐,腎 釧,腕 釧。

　　　 　 頭部,持 物欠損。左右 に女性脇侍。

　　　 　 いずれ も合掌す る。

379　 (1}Avalokitesvara?

　　 (2}Lalitagiri

　　 (3}　Stone

　　 (4)佐 和1982:95図

　　 (5)立 像。膝 よ り下 のみ残存。左 右に

　　　 　 女性脇侍坐像。 右脇侍(タ ーラー)

　　　 　 は左手 に蓮華 の蕾?を 持 ち,右 手

　　　 　 を添 丁る。 左脇侍(ブ リクテ ィー)

　　　 　 は四脅 で,結':11':坐 で坐 る。右手,

　　　 　 与願 印,数 珠,左 手,水 瓶,不 明。

380　 (1}Ksitigarbha?

　　 (2}Lalitagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)佐 和1982:84図

　　 (5)立 像。頭部 欠損。右 手与願 印,左

　　　 　 手 は左脇侍 の頭 の上 に載 せ る。 首

　　　 　 飾 り,聖 紐,壁 釧,腕 釧。右脇 侍

　　　 　 女性坐像。左脇 に睡蓮?を 抱え る。

　　　 　 一部 磨滅。 左脇侍男尊立 像。右手

　　　 　 は胸 の前 で金剛杵?を 持 ち,左 手

　　　 　 は下 に垂 らす。

未 比 定 菩 薩 像

381,　 {1}　 Vajradhara?

　 　 {2}Ratnagiri,　 Reg.　 No.　 RTR-2,33

　 　 (3)Stone,38.7x20.3　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXII(A)
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　 　 (5)半 珈 坐 。 右 手 は 右 膝 の あ た りに 置

　 　 　 　 き,左 手 は 胸 の前 に 保 つ 。 頭 部,

　 　 　 　 お よ び 左 右 の 手 首 欠 損 。 冠 帯,首

　 　 　 　 飾 り,耳 飾 り,壁 釧,腕 釧 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天。 光 背 に銘 文 。

382　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XCIII(A)

　 　 (5)胸 よ り上 のみ 現 存 。 髪 髪 冠,垂 髪 。

　 　 　 　 頭 飾,首 飾 り。 光 背 向 か っ て左 上

　 　 　 　 の飛 天 は 残 存 。

383　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXXI(C)

　 　 (5)頭 部 の み。 円錐 形 の髪 型 。 頭 飾 。

384　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXXI(D)

　 　 (5)頭 部 の み 。 丸 い髪 型。 頭飾 。

385　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCLIII(D)

　 　 (5)胸 よ り上 のみ 現 存 。 表 面 磨 滅 。

386　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　 　 　(2)Ratnagiri

　 　 　(3)　Stone

　 　 　(4)

　 　 　(5)腰 よ り上 の み 現 存 。 表 面 磨 滅 。 上

　 　 　 　 段 に 三 尊 の 小 像 。 向 か っ て 左 端 は

　 　 　 　 華 髭 を 持 つ 女 尊 。 残 り二 尊 は 菩 薩

　 　 　 　 坐 像 。

387　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　 　 　(2)Ratnagiri

　 　 　(3)　Stone

　 　 　(4)

　 　 　(5)胸 よ り上 の右 半 身 のみ 現 存 。 表 面

　 　 　 　 磨 滅 。

388

389

390

391

392

393

394

395

(1)Manjusri?

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)

(5)胸 よ り上 の み 残 存 。 左 手 の 持 物 は

　 　梵 爽 を 載 せ た 睡蓮 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)

(5)頭 部 の一 部 のみ 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Lalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982=129図

(5)頭 部 の み。 上 部 に仏 坐 像 四 体 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Lalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:83図,118図

(5)頭 部 の み 。 向 か って左 に飛 天 。

(1)Vajrapani?

(2)Lalitagiri;Guimet　 Mus.,　 Paris

(3)　Stone

(4)佐 和1982:128図

(5)上 半 身 のみ 。 円筒 形 の 宝 冠 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)　Lalitagiri

(3)　Stone

(4)

(5)首 よ り上 が 現 存 。 左 持 物,開 敷 蓮

　 　 華 。 光 背上 部 左 右 に飛 天 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Vajragiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:挿 図41

(5)上 半 身 の み残 存 。 四轄 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)

431



396

397

398

399

400

401

402

403

(5)首 よ り腰 のみ 残 存 。 首 飾 り,聖 紐,
　　　　　　　 　　　　　　!

　　 管 釧 。　 　 　 　 　 　 、

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)　Ratnagiri

(3)　Stone
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　し

(4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXXIV(B)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

(5)立 像 。 腰 か ら膝 の み 琿 存 。 聖紐 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)

(5)遊 戯 坐 。 腰 よ り下 の 春 現存 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レ

(5)立 像 。 胴 体 の 一 部 と右 手 の 一 部 の

　　 み残 存 。 数 珠 を持 つ 。

(1)Unidentified　 Bodhisatl　va

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)

(5)立 像 。 腰 よ り下 の み 薙 存 。 聖 紐 。

　　 左 手 は植 物 の茎 を 持 っ 。

(1)Unidentified　 Bodhisatfva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(5)立 像 。 腰 よ り下 の み 環 存 。 右 手 与

　 　 願 印 。

(1)Unidentified　 Bodhisattiva

(2)　 Ratnagiri

(3)Stone

(4)

(5)立 像 。 右 足 の 一 部 の み 残 存 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri,　 RTR-1,413

(3)Stone,14-11c(Mitra)

(4)Mitra　 1981:Pls.　 XXIII{A),(B)

(5)腰 よ り下 の み 残 存 。 遊 戯 坐 。 聖 紐 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva
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　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)Mitra　 1981:Pl.　 C{A}　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　　　(5)腰 よ り下 の み 残 存 。遊 戯 坐 。 聖 紐 。

404　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)Mitra　 1981:Pl.　 C(B)

　　　(5)腰 よ り下 の み 残 存。 遊 戯 坐 。 聖 紐 。

405　 {1)Unidentified　 Bodhisattva

　　　{2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)Mitra　 1983:Pl.　 CCXXXIII(B)

　　　(5)腰 よ り下 の み 残 存。 遊 戯 坐 。 聖 紐 。

406　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　　　(2)Ratnagiri

　　　{3)　Stone

　　　{4)Mitra　 1983:Pl.　 CCCXLIII(B)

　　　(5)腰 よ り下 の み残 存 。 遊 戯 坐 。 聖 紐 。

407　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　　　(2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　{4)

　　　(5)腰 よ り下 のみ 残 存 。 遊 戯 坐 。 右 手

　　　　　 与 願 印 。 聖紐 。

408　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　　　(2)Udayagiri

　　　(3)　Stone

　　　{4)

　　　(5)右 足 と台 座 の み残 存 。 遊 戯 坐 。

409　 (1)Unidentified　 Bodhisattva

　　　{2)Udayagiri

　　　{3)　Stone

　　　(4)

　　　(5)立 像 。 膝 よ り下 の み 残 存 。 金 剛 手

　　　　　　(佐 和1982)。

410　 {1)Vajradharma?

　　　{2)Ratnagiri

　　　(3)　Stone

　　　(4)

　　　(5)奉 献 塔寵 中 の 浮彫 。
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411

412

413

414

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)Mitra　 1981:LXXII(D)

(5)遊 戯 坐 。 左 手 は 蓮 華 を 持 つ?。 奉

　 　献塔 寵 中 の浮 彫 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)Mitra　 1981:LXXIII(D)

(5)坐 像 。 表 面 磨 滅 。 奉 献 塔 寵 中 の 浮

　 　彫 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)Mitra　 1981:CCLXVII(B)

(5)輪 王 坐 。 両 腕 欠 損?。 奉 献 塔 寵 中

　 　の浮 彫 。

(1)Unidentified　 Bodhisattva

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)Mitra　 1981:CCLXVII(A)

(5)輪 王 坐 。右 手 は頬 杖,左 手 は 蓮 華 。

　 　奉献 塔 寵 中 の浮 彫 。

女尊

アパ ラー ジ ター

415　 (1)Aparajita

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone,8-9　 c(Sahu)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.24;佐 和1982:97図;

　 　 　 　 森(喜)1990:2.L5;頼 富 ・下 泉

　 　 　 　 1994:214

　 　 (5)立 像 。 右手 肘 よ り先 欠 損(Sahuの

　 　 　 　 図版 で は残 存)。 左 手 期 剋 印。 丸 い

　 　 　 　 髪 型 。 首 飾 り,耳 飾 り,腰 飾,腎

　 　 　 　 釧,腕 釧,足 輪 。 光 背 上 部 に傘 蓋 。

　 　 　 　 展 右 。 右 足 の下 に は マ ー ラ,左 足

　 　 　 　 の 下 に は ガネ ー シ ャ。 右 脇 侍,傘

　 　 　 　 蓋 を掲 げ る女 尊 。 光 背 上 部 向 か っ

　 　 　 　 て 右 上 に 飛 天 。 光 背 上 部 向 か って

　 　 　 　 左 上 欠 損 。

416　 　(1)　Aparajita

　 　 (2)Ratnagiri,　 Stupa　 16,　RTR-1,586

　 　 (3)Stone,30.2cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XXIV(C);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.1.4

　 　 (5)右 手 振 り上 げ る。 左 手 は羅 索 を 持

　 　 　 　 ち,期 剋 印 を示 す 。 首 飾 り,耳 飾

　 　 　 　 り,腰 飾,膏 釧,腕 釧,足 輪 。 光

　 　 　 　 背 上 部 に 傘 蓋 。 遊 戯 坐 。 左 足 の下

　 　 　 　 に ガネ ー シ ャ。

417　 　(1)　Aparajita

　 　 (2)Udayagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図ll9]

　 　 (5)立 像 。 首 よ り上 部 欠 損 。 左 手,期

　 　 　 　 剋 印 。 右 脇 侍,傘 蓋 を掲 げ る。 左

　 　 　 　 脇 侍 女 尊 。 左 足 の 下 に ガネ ー シ ャ。

ウシ ュニ ー シ ャヴ ィジ ャ ヤー

418　 (1)Usnisavij　 aya

　 　 (2)Ratnagiri,　 Reg.　No.1961/5

　 　 (3)Stone,24.3　 x　26　cm

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig,161;Mitra　 1983二

　 　 　 　 P1.　CCLIII;森(喜)1990:2.2.2

　 　 (5)三 面 八 轄 。 髪 讐 冠 。 耳 飾 り,首 飾

　 　 　 　 り,轄 釧,腕 釧 。右 手,与 願 印,(他

　 　 　 　 欠 損)。 左 手,期 剋 印,(他 不 明)。

　 　 　 　 光 背 上 部 に三 体 の 仏 坐 像 の 浮 彫 。

　 　 　 　 台 座 左 右 に 帰 依 者 。 奉 献 塔 の 籠 中

　 　 　 　 の浮 彫 。

クル ク ッラ ー

419 (1)Kurukulla

(2)Udayagiri

(3)　 Stone,8-9　 c(Sahu)

(4)Sahu　 1958:P1.21;森(喜)1990:

　 　2.3.2

(5)遊 戯 坐 。 四 署 。 右 手,与 願 印,矢,

　 　左 手,無 し?,弓 。
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420　 (1)Kurukulla

　 　 {2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LX文VI(A);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.3.3

　 　 (5)結 珈 昧 坐 。 四 轄?。 主 要 な2轄 で

　 　 　 　 弓 を 射 る。 残 りの右 羊,与 願 印,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 左 手 は不 明。 奉 献 塔 り寵 中 の 浮 彫 。

　 　 　 　 T亘rodbhava-Kurukulla(Mitra).

421　 (1)Kurukulla

　 　 {2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LXXV(D)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 (

5)結'ai'.坐 。 四 暦 。 主 要 な2轄 で 弓

　 　 　 　 を 射 る。 残 りの 右 手,与 願 印,左

　 　 　 　 手 は 不 明。 奉 献 塔 の寵 中 の 浮 彫 。

　 　 　 　 Tarodbhava-Kuruku11{i(Mitra).

422　 {1)Kurukulla

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXVI(A)

　 　 (5)結 珈 跣 坐 。 四 管 。 主 要 な2脅 で 弓

　 　 　 　 を射 る。 残 りの 右 手,与 願 印,左

　 　 　 　 手 は 不 明 。 奉 献 塔 の 寵 中 の 浮 彫 。
　 　　　　 　　　 　　　　 　 l
　 　 　 　 Tarodbhava-Kurukullli(Mitra).

ガ ンガー

423　 (1)Ganga

　 　 (2)Udayagiri;Patn　 Mus,.,　 Acc.　 No.

　 　 　 　 6498

　 　 (3)Stone,8c(Mus)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.13;佐 和1982:141

　 　 　 　 図;Donaldson　 1986:Fig.2817

　 　 (5)立 像 。 髪 を 大 き く丸 く結 う。 耳 飾

　　　　 り・首飾り譜 釧岬 釧・効 ラ
　　 　　 に乗 る。左右 に女性脇侍 。向か っ

　　 　　 て左 に さらに傘蓋 を掲げ る女性。

　　 　　 光背 向か って左上 に2人 の聖 仙,

　　 　　 2羽 の水鳥 。 向か って右上 には両

　　 　　 手 を前に 出す女 性。 ウダヤギ リ現

　　 　　 地 の ヒン ドゥー祠 堂に,こ の作品
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と対 とな るヤ ム ナ ー 像[470]が あ

る。

チ ュン ダー

424　 　(1)　Cunda

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,46.3　 x　33　cm

　 　 (4)Mitra　 l981:PI.　 XCVIII;森(喜)

　 　 　 　 1990:2.4.19

　 　 (5)四 腎 。 結 珈 跣 坐 。 頭 飾,耳 飾 り,

　 　 　 　 首 飾 り,管 釧,腕 釧 。 主 要 な 二 暦

　 　 　 　 は 定 印 。 右手,数 珠,左 手,蓮 華 。

　 　 　 　 台 座 左 右 に 供 物 と帰 依 者 。 光 背 上

　 　 　 　 部 左 右 に 飛天 。

425

426

427

428

(1)Cunda

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:50図;Mitra　 1983:PL

　 　CCCL(B);森(喜)1990:2.4.17

(5)四 轄 。 結 珈 跣 坐 。 首 飾 り,腎 釧,

　 　腕 釧 。 主 要 な 二 轄 は 定 印 。 右 手,

　 　数 珠。 左 手,不 明。 頭 部 欠 損 。

(1)　Cunda

(2)Ratnagiri

(3)Stone,9c(Mitra)

(4)Mitra　 1981:P1.　 CLXXXI(A);森

　 　 (喜)1990:2.4.20

(5)四 膏 。 結 珈 跣 坐 。 首 飾 り,蟹 釧,

　 　腕 釧 。 主 要 な 二 管 は 定 印 。 右 手,

　 　数 珠,左 手,水 瓶 。

(1)Cunda?

(2)Orissa　 State　Mus.

(3)Stone,61　 cm,8c(Mus)

(4)森1997a:図42,　 No.27

(5)四 腎?。 結 珈 朕 坐 。 首 飾 り,管 釧,

　 腕 釧 。 頭 部,右 腕 欠 損 。 左 手,水

　 瓶,(不 明)。 全 体 は 円 形 の パ ネ ル

　 　か?

(1)Cunda?

(2)Udayagiri;現 地 の ヒ ン ドゥー祠 堂

(3)　Stone



森　 オ リッサ州 カタヅク地区の密教美 術

　　 (4)　 [図120]

　　 (5)八 轄?。 結:11':坐 。表 面磨滅 。光

　　　 　 背上部 左右 に飛天。

429　 (1)Cunda?

　　 (2)Cuttack;Patna　 Mus.　No.6500

　　 (3)　Stone

　　 (4)Sraswati　 1977:P1.138;頼 富 ・下泉

　　　 　 1984:202[図121～124]

　　 (5)十 二轄 。遊戯坐 。丸 い髪 型。一面

　　　 　 頭飾,耳 飾 り,首 飾 り,轄 釧,腕

　　　 　 釧,足 輪。主要 な二轄 は定 印に鉢

　　　 　 を持 つ。右手,与 願 印,与 願 印で

　　　 　 宝 を示す,数 珠,金 剛杵,矢,左

　　　 　 手,ほ ら貝,羅 索,蓮 華,弓,蛇?。

　　　 　 光 背上部 中央 に定 印仏坐像(頭 部

　　　 　 欠損)。 左右 に菩薩立像。 向か って

　　　 　 左 の像 は右手 に払子 を持つ。 左手

　　　 　 の持物 は不 明。 向か って右 は膝 よ

　　　 　 り下 のみ残 存。 台座 向か って左端

　　　 　 に,右 手与 願 印,左 手,梵 爽を乗

　　　 　 せた睡 蓮を持 ち,結 珈跣坐 で坐 る

　　　 　 女尊。 装身具や髪 型は 中尊に ほぼ

　　　 　 一致。 右端に,四 骨の念 怒形 の女

　　　 　 尊立像 。右手 は与願 印 と斧,左 手

　　　 　 は不明。両者の間に帰依者 と供物。

430　 (1)Cunda?

　　 (2)Bhuvaneswar;Orissa　 State　Mus.

　　 (3)Stone,7c(Mus)

　　 (4)森1997a:図41,No.26

　　 (5)八 轄。結珈跣 坐。署釧,腕 釧 。主

　　　 　 要 な二暦は定 印。右手,与 願印,(そ

　　　 　 の他不 明),左 手,梵 爽,(そ の他

　　　 　 不 明)。 台座 向か って右端 にやや大

　　　 　 き く女性 坐像。 台座に帰依 老 と供

　　　 　 物。光背上部欠損。

431　　(1)　Cunda

　　　(2)Bania　 Shahi,　Cuttack

　　　(3)　Stone

　　　(4)　Sahu　1958:Fig.77;森 　(喜)　1990:

　　　 　 2.4.16

　　　(5)四 腎 。結珈昧坐 。髪讐 冠。冠帯,
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　 轄 釧,腕 釧 。 右 手,与 願 印,数 珠,

　 　左手,与 願 印,(不 明)。

(1)Cunda

(2)Ratnagiri

(3)Stone,33.7　 x　23.5　cm

(4)Benisti　 1981:Fig.149;Mitra　 1981:

　 　PL　 XLVI(B);森(喜)1990:

　 　2.4.18

(5)四 腎 。 結 珈 跣 坐 。 頭 飾,耳 飾 り,

　 　首 飾 り,署 釧,腕 釧 。 主 要 な 二 轄

　 　は 定 印。 右 手,数 珠,左 手,蓮 華。

　 　台 座 左 右 に供 物 と帰 依 者 。 奉 献 塔

　 　 の寵 中 の浮 彫 。

(1)　Cunda

(2)Ratnagiri,　 RTR-1,69

(3)Stone,26.7　 cm

(4)Mitra　 1981:Pl.　 LI(C);森(喜)

　 　 1990:2.4.26

(5)四 管 。 結 珈 跣 坐 。 頭 飾,耳 飾 り,

　 　 壁 釧,腕 釧 。 主 要 な 二 脅 は定 印 。

　 　 右 手,数 珠,左 手,水 瓶?。 奉 献

　 　 塔 の 寵 中 の 浮 彫。

(1)　Cunda

(2)Ratnagiri

(3)Stone,26.7　 cm

(4)Mitra　 1981:P1.　 LXXX(B);森(喜)

　 　 1990:2.4.27

(5)四 管 。 結 珈 蹟 坐 。 頭 飾,耳 飾 り,

　 　 腎 釧,腕 釧 。 主 要 な 二 轄 は 定 印 。

　 　 右 手,数 珠,左 手,不 明 。 奉 献 塔

　 　 の寵 中 の浮 彫 。

(1)　Cunda

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXX(C);森(喜)

　 　 1990:2.4.28

(5)四 署 。 結 珈 跣 坐 。 主 要 な二 腎 は 定

　 　 印 。 右 手,数 珠,左 手,不 明 。 奉

　 　 献 塔 の 寵 中 の 浮彫 。

(1)　Cunda

(2)Ratnagiri
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　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXX(D);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.4.29

　 　 (5)四 腎 。 結!珈跣 坐 。 主 要 な 二 管 は 定

　 　 　 　 印 。 右 手,数 珠,左 手,不 明。 奉

　 　 　 　 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

437　 (1)Cunda

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXXI(A);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.4.30

　 　 (5)四 轄 。 結 珈 跣 坐 。 主 要 な二 壁 は 定

　 　 　 　 印 。 右 手,数 珠,左 手,水 瓶?。

　 　 　 　 奉 献 塔 の 寵 中 の 浮彫 。
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　 　　　 髪髪 冠。三 山頭飾,耳 飾 り,首 飾

　 　　　 り,壁 釧,腕 釧。

441　 {1)Prajnaparamita

　 　 (2)Choudwar

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 l958:Fig.58;森(喜)1990:

　 　　　 2.7.2

　 　 (5)四 腎 。結珈跣坐 。主要 な二 轄は転

　 　　　 法輪 印,そ の他 の右手は与 願印,

　 　　　 左手,蓮 華。 円錐形 の髪型。 耳飾

　 　　　 り,首 飾 り,腎 釧,腕 釧。光 背の

　 　　　 四方 に蓮 華を持 って合掌す る二 暦

　 　　　 女尊坐像 。台座 に七 宝,帰 依者,

　 　　　 供物。光 背上部左右に飛天。

パ ルナ シ ャバ リー

438　 (1)　Parnasabari?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LXXVI(B);森

　 　 　 　 　(喜)1990:2.6.6

　 　 (5)六 腎 。 結 珈 跣 坐 。 持 物 は 右 手 に 金
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 剛杵 と矢,左 手,期 剋 印,弓,そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 の他 は不 明。奉献塔 の1中 の浮彫 。

般 若 波 羅 蜜

439　 (1)Prajiiaparamita

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-1,591i

　 　 (3)Stone,16.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 XCVIII(B);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.7.4

　 　 (5)二 腎 。 半 珈 坐 。 蓮 華 の茎 を持 っ て

　 　 　 　 合 掌 。 髪 讐 冠 。 耳 飾 り,首 飾 り,

　 　 　 　 轄 釧,腕 釧 。

440　 (1)Prajnaparamita

　 　 (2)　Baneｧvaranasi

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.56;森(喜)1990:

　 　 　 　 2.7.1

　 　 (5)二 腎 。 結 珈 跣 坐 。 両 手 首 欠 損 。 蓮

　 　 　 　 華 の茎 を持 っ て合 掌 を して い た?。

ブ リクテ ィー

442　 (1)Bhrkuti

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 {3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:110図;森(喜)1990:

　 　 　 　 2.8.8[図125～127]

　 　 (5)四 腎 。 立 像 。 右 手,与 願 印,数 珠,

　 　 　 　 左 手,払 子,金 剛 杵 。 三 山 頭 飾,

　 　 　 　 耳 飾 り,管 釧,腕 釧 。 左 右 に 払 子

　 　 　 　 を 持 った 女 性 脇 侍 立 像 。 光 背 上 部

　 　 　 　 左 右 に 飛 天 。

443　 　{1)　Bhrkuti

　 　 {2)Vajragiri

　 　 {3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:145図;森(喜)1990:

　 　 　 　 2.8.9

　 　 (5)四 醤?。 立 像 。 右 手,数 珠,左 手,

　 　 　 　 水 瓶?。 そ の 他 は 不 明 。 下 半 身 は

　 　 　 　 欠損 。

マ ー リー チー

444　 {1)Marici

　 　 {2)National　 Mus.,New　 Delhi

　 　 {3)　Stone

　 　 (4)　 [図128～130]

　 　 (5)三 面 六 腎 。 展 左 。 三 面 は い ず れ も
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　 　 　 　 人 間 の 顔 。 右 手,針,(欠 損),金

　 　 　 　 剛 杵,左 手,期 剋 印 と羅 索,弓,

　 　 　 　 糸?。 髪 髪 冠 。 三 山 頭 飾,耳 飾 り,

　 　 　 　 首 飾 り,腎 釧,腕 釧,聖 紐 。 体 の

　 　 　 　 左 右 に 二 体 ず つ,頭 上 向 か っ て左

　 　 　 　 寄 りに 合 計 五 体 の 仏 。 い ず れ も浮

　 　 　 　 遊 す る姿 の 浮 彫 。 台 座 は7頭 の 馬 。

　 　 　 　 そ の 外 側 に 車 輪 。 両 足 の 間 に 四暦

　 　 　 　 の御 者 。 両 足 の 外 側 に二 人 ず つ の

　 　 　 　 帰 依 老 。 光 背 上 部 左 右 に飛 天 。

445　 (1)Marici

　 　 (2)Kendrapara,　 Cuttack;Indian　 Mus.,

　 　 　 　 Calcutta

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 l958:Fig.40;頼 富 ・下 泉

　 　 　 　 1994:212;森(喜)1990:2.10.3

　 　 (5)三 面 八 暦 。 展 左 。 向 か って 右 は 猪

　 　 　 　 の顔 。 右 手,針?,(そ の 他 欠 損),

　 　 　 　 左 手,期 剋 印 と羅 索,弓,糸?,

　 　 　 　 ア シ ョー カ樹 の 花 。 髪 髪 冠 。 三 山

　 　 　 　 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,管 釧,腕

　 　 　 　 釧,聖 紐 。 体 の 左,頭 上,両 足 の

　 　 　 　 間 に合 計3体 の 女 尊 立 像 。 い ず れ も

　 　 　 　 展 左 で 立 ち,弓 と矢 を 構 え る。 お

　 　 　 　 そ ら く体 の右 側 に も同L像 が あ っ

　 　 　 　 た と考 え られ るが,欠 損 。 台 座 は7

　 　 　 　 頭 の 野 猪 。 チ ャ イ トヤ を 型 ど った

　 　 　 　 光 背 。

446　 (1)Marici

　 　 (2)　Ayodhya

　 　 (3)　Stone,　S3.S　X　31.5　in.

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.64;森(喜)1990:

　 　 　 　 2.10.8;Donaldson　 1995a:Fig.16

　 　 (5)三 面 八 管 。展 左 。右 手,針?,鉤?,

　 　 　 　 矢,左 手,糸?,期 剋 印,羅 索,

　 　 　 　 ア シ ョー カ樹 の 花 。 髪 髪 冠 。 頭 飾,

　 　 　 　 首 飾 り,腎 釧,腕 釧,聖 紐 。 台 座

　 　 　 　 は7頭 の 野 猪 。 両 足 の外 側 と 間 に

　 　 　 　 展 左 で 立 つ 野 猪 の 頭 の 女 尊 。 光 背

　 　 　 　 上 部 に銘 文 。

447　 (1)Marici

　 　 (2)Khiching;Baripada　 Mus.

　 　 (3)　Stone.

　 　 (4)　Sahu　 1958:Fig.71

　 　 (5)三 面 八 轄 。 展 左 。 向か って 右 は 野

　 　 　 　 猪 の顔 。 右 手,矢,金 剛杵,左 手,

　 　 　 　 期 剋 印 と絹 索,弓,ア シ ョー カ樹

　 　 　 　 の花 。 そ の他 不 明 。 髪 髪 冠。 頭 飾,

　 　 　 　 首 飾 り,暦 釧,腕 釧 。 台 座 は7頭

　 　 　 　 の 野 猪 。 頭 上 に 樹 木(ア シ ョー カ

　 　 　 　 樹?)。

448　 (1)Marici

　 　 (2)　Astaranga

　 　 (3)　Stone,13x17　 in.

　 　 (4)Sahu　 l958:Fig.74;森(喜)1990:

　 　 　 　 2.10.16

　 　 (5)三 面 八 腎?。 展 左 。 右 手,矢,金

　 　 　 　 剛 杵,左 手,弓,ア シ ョー カ樹 の

　 　 　 　 花 。 そ の他 不 明 。 髪 髪 冠 。 台 座 は

　 　 　 　 7頭 の 野 猪 。 周 囲 に 四 人 の 女 尊 。

　 　 　 　 チ ャイ トヤ型 の 寵 の 中 。 詳 細 は不

　 　 　 　 明。

449　 (1)Marici

　 　 (2)Udla

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.79;森(喜)1990:

　 　 　 　 2.10.7

　 　 (5)三 面 六 腎?。 向 か っ て 右 は 野 猪 の

　 　 　 　 顔 。 右 手,金 剛 杵,左 手,期 剋 印

　 　 　 　 と羅 索 。 そ の他 不 明 。 円 錐型 の髪 。

　 　 　 　 耳 飾 り,首 飾 り,管 釧,腕 釧 。 腰

　 　 　 　 よ り下 欠 損 。

450　 (1)Marici

　 　 (2)　Odisoandeigoda,　 Singhapur

　 　 (3)Stone,16×8.5　 in.,late　10c(Donald-

　 　 　 　 son)

　 　 (4)Donaldson　 1995a:Fig.17

　 　 (5)三 面 十 轄 。 展 左 。 向 か って 右 は野

　 　 　 　 猪 の 顔 。 右 手,矢,剣,左 手,期

　 　 　 　 剋 印 と羅 索,弓,三 叉 戟 。 そ の他

　 　 　 　 不 明 。 三 山頭 飾,首 飾 り,腎 釧,

　 　 　 　 腕 釧,聖 紐 。 台 座 に7頭 の 野 猪 。
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　　　　 両足の間 に展左の女尊 。光背上 部

　　　　 左 右 に 蓮 華 の 浮 彫 。Oddiyana　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

　 　 　 　 Marici(Donaldson).

451　 (1)Marici?

　 　 (2)Maricipur

　 　 (3)　Stone,　 14.5　x　21　in.,　late　10-early

　 　 　 　 llc(Donaldson)

　 　 (4)Donaldson　 1995a:Fig;18

　 　 (5)五 面 八 管 。 展 左 。 右 手,施 無畏 印,

　 　 　 　 棍 棒,左 手,髭 を 生 や した 人 間 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 頭,鉤?。 その他不 明。頭飾,耳

　　　　 飾 り,首 飾 り,腎 釧,,腕 釧,人 頭

　　　　 の輪 。台座 に7頭 の野猪 。両足 の

　　　　 間 に展左 の女尊 。四腎 で弓矢を構

　　　　 Yる 。光背上部 左右 に飛 天。 チ ャ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 イ トヤ を 型 ど っ た光 背 。Oddiyana

　 　 　 　 Marici{Donaldson).

452　 (1)Marici

　 　 (2)Ramcandi

　 　 (3)Stone,27×16.5　 in.,　lb　c(Donald-

　 　 　 　 son)

　 　 (4)Donaldson　 1995a:Fig　 15

　 　 (5)三 面 八 壁 。 展 左 。 向 炉 って 右 は 猪

　 　 　 　 の顔 。 右 手,針?,鉤,左 手,期

　 　 　 　 剋 印 と絹 索,弓 。 そ の他 不 明 。 髪

　 　 　 　 髪 冠 。 頭 飾,首 飾 り,i釧,腕 釧 。

　 　 　 　 台 座 に7頭 の 野 猪 。 両 足 の 間 に 御

　 　 　 　 者 の 女 尊 。 チ ャイ トヤ を 型 ど っ た

　 　 　 　 光 背 。AS‡abhujapita　M尋ri(i(Donald-

　 　 　 　 son).

453　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,31　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PI.　 LI(B);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.10.22

　 　 (5)三 面 六 轄?。 展 左 。左 手,期 剋 印,

　 　 　 　 弓 。 そ の 他 不 明 。 台 座 に3頭 の 野

　 　 　 　 猪 。 奉 献塔 の寵 中 の浮彫 。

454　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-1,70

　 　 (3)Stone,31　 cm
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　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LIV(A);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.10.23

　 　 (5)三 面 六 管 。 展 左 。 右 手,矢,金 剛

　 　 　 　 杵,左 手,期 剋 印,弓 。 そ の 他 不

　 　 　 　 明。 台 座 に7頭 の 野 猪 。 奉 献 塔 の

　 　 　 　 寵 中の 浮 彫 。

455　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,34　 cm

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 LIV(B);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.10.24

　 　 (5)三 面 六 轄 。 展 左 。 右 手,金 剛 杵,

　 　 　 　 左 手,期 剋 印,弓 。 そ の 他 不 明 。

　 　 　 　 台 座 に7頭 の 野 猪 。 奉 献 塔 の 籠 中

　 　 　 　 の 浮 彫 。

456　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,29　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LIV(C);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.10.25

　 　 (5)三 面 六 轄 。 展 左 。 左 手,期 剋 印,

　 　 　 　 弓。 そ の 他 不 明。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮 彫 。

457　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,41.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LIV(D);森(喜)

　 　 　 　 1990:2.10.2b

　 　 (5)三 面?六 暦 。 展 左 。 右 手,金 剛 杵,

　 　 　 　 左 手,期 剋 印,弓 。 そ の 他 不 明 。

　 　 　 　 台 座 に数 頭 の 野 猪 。 奉 献 塔 の寵 中

　 　 　 　 の 浮彫 。

458　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,61　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXXVI(C);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.10.27

　 　 (5)三 面 六 壁 。 向 か って 右 は 野 猪 の 顔 。

　 　 　 　 展 左 。 右 手,金 剛 杵,矢,左 手,

　 　 　 　 期 剋 印,弓 。 そ の 他 不 明。 台 座 に

　 　 　 　 数 頭 の野 猪 。 奉 献 塔 の籠 中の 浮 彫 。
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459　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,54.6　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LXXVI(D);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.10.28

　 　 (5)三 面 六 管 。 向 か って 右 は野 猪 の顔 。

　 　 　 　 展 左 。 右 手,金 剛 杵,矢,左 手,

　 　 　 　 期 剋 印,弓 。 そ の 他 不 明。 台 座 に

　 　 　 　 数 頭 の 野 猪 。 奉 献塔 の寵 中 の浮 彫 。

460　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,68　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LXXVII(A);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.10.29

　 　 (5)三 面 六 壁 。 向か っ て右 は 野 猪 の 顔 。

　 　 　 　 展 左 。 右 手,金 剛 杵,矢,左 手,

　 　 　 　 期 剋 印,弓 。 そ の 他 不 明 。 奉 献 塔

　 　 　 　 の寵 中 の浮 彫 。

461　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,49.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LXXVII(B);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.10.30

　 　 (5)三 面 六 壁 。 向 か って右 は野 猪 の顔 。

　 　 　 　 展 左 。 右 手,金 剛 杵,矢,左 手,

　 　 　 　 期 剋 印,弓 。 そ の 他 不 明。 奉 献 塔

　 　 　 　 の寵 中 の 浮 彫 。

462　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,40.6　 cm

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 LXXVII(C);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.10.31

　 　 (5)三 面 六 管 。 展 左 。 左 手,期 剋 印,

　 　 　 　 弓。 そ の 他 不 明 。 台 座 に 数 頭 の 野

　 　 　 　 猪 。 奉 献 塔 の 寵 中 の 浮 彫。

4b3　 (1)Marici

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,76.2　 cm

　 　 (4)Mitra　 l981:P1.　 LXXVII(D);森

　 　 　 　 　 (喜)1990:2.10.32

　 　 (5)三 面 六 轄 。 展 左 。 右 手,金 剛 杵,

1'1

465

466

467

468

　 矢,左 手,期 剋 印,弓 。 そ の 他 不

　 　明 。 台 座 に 数 頭 の野 猪 。 奉 献 塔 の

　 　寵 中 の浮 彫 。

(1)Marici

(2)Ratnagiri

(3)Stone,67.3　 cm

(4)Mitra　 l981:PI.　 LXXVIII(A);森

　 　 (喜)1990:2.10.33

(5)三 面六 腎 。 展 左 。 右 手,矢,左 手,

　 　期 剋 印,弓 。 そ の 他 不 明。 台 座 に

　 　数 頭 の 野 猪。 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

(1)Marici

(2)Ratnagiri

(3)Stone,48.3　 cm

(4)Mitra　 1981:PL　 LXXVIII(B);森

　 　 (喜)1990:2.10.34

(5)三 面 八 膏 。 展 左 。 左 手,期 剋 印,

　 　 ア シ ョー カ樹 の 花?。 そ の 他不 明。

　 　奉 献 塔 の 寵 中 の 浮 彫 。

(1)Marici

(2)Ratnagiri

(3)　Stone

(4)Mitra　 l981:P1.　 LXXVIII(C);森

　 　 (喜)1990:2.10.35

(5)三 面 六 壁 。 半 珈 坐 。 持 物 不 明。 台

　 　座 に5頭 の 野 猪 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 浮彫 。

(1)Marici

(2)Ratnagiri

(3)Stone,77.6　 cm

(4)Mitra　 l981:Pl.　 LXXVIII(D);i森

　 　 (喜)1990:2.10.36

(5)三 面 六管 。半 珈 坐 。 右 手,剣,鉤 。

　 　 そ の 他 持 物 不 明 。 台 座 に7頭 の 野

　 　 猪。 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

(1)Marici

(2)Ratnagiri

(3)Stone,67.3　 cm

(4)Mitra　 1983:Pl.　 CCLXVIII(B)

(5)台 座 部 分 。7頭 の野 猪(あ る い は

　 　 馬)と 御 老 。
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ヤ ム ナ ー

469　 (1)Yamuna

　 　 　(2)Ratnagiri

　 　 　(3)　Stone

　 　 　(4)Mitra　 19481:Pl.　 CXII(A);佐 和

　 　 　 　 1982:挿 図83,1図 　 ・

　 　　(5)立 像 。右手 は右脇侍 め肩 に回す。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　　　 左手,払 子。頭飾,首 飾 り,壁 釧,

　 　　　 腕釧。 頭頂部欠 損。女性脇 侍。右

　 　　　 脇侍 は傘蓋を掲 げ る。左脇 侍は右

　 　　　 手 で何 かを掲 げ る。僧院 入 口のパ

　 　　　 ネル。

470　 (1)Yamuna

　 　 (2)Udayagiri;現 地 ヒン ドゥー祠堂

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図131]

　 　 (5)立 像。周 囲に人物群of左 脇侍 は傘

　'　　 蓋 を掲げ る。表面 いち じる しく磨

　　　　 洩 おそらくバトナ働 館臓 の

　 　 　 　 ガ ンガ ー[423]と 対lyな る作 品 。

ヴ ァジ ュラヴ ァー ラー ヒー

471　 (1)Vajravarahi

　 　 (2)Chauduar,　 Cuttack

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958・Fig.59;森(喜)1991,

　 　 　 　 2.1.2

　 　 (5)立 像 。 展 右 。 右 手,金 剛 杵,左 手,

　 　 　 　 ヵ パ ー ラ と カ トヴ ァ+ン ガ 。 首 飾
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　 　　　 り,壁 釧,腕 釧 。右足元 に金剛薩
　 　 　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　 　 　 　 錘 坐像 。 右足 元 に合 掌 す る帰 依者 。

　 　 　 　 そ の 上 に 立 像 。 両 足 の 下 に は 横 た

　 　 　 　 わ る二 人 の 人 物 。 光 背 に は 火 炎 の

　 　 　 　 文 様 。光 背上 部 左 右V'飛 天 。

ヴ ァ スダ ー ラー

472　 (1)Vasudhara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,132　 x　83.3　cm

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.147;Mitra　 1981:
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　 　 　 　 Pl.　CXII(B);佐 和1982:5図;頼

　 　 　 　 富1990:図104;1991b:図7;森

　 　 　 　 　 (喜)1991:2.3.19[図132～136]

　 　 (5)立 像 。 右 手,与 願 印,左 手,穀 物

　 　 　 　 の 穂 。 髪 を 大 き く一 つ に 結 う。 頭

　 　 　 　 飾,首 飾 り,腎 釧,腕 釧 。 左 右 に

　 　 　 　 女 性脇 侍。 右 脇 侍 は 頭 部 な ど欠 損 。

　 　 　 　 手 に 何 か 持 つ 。 左 脇 侍 は 右 手 に 払

　 　 　 　 子 を持 ち,左 手 を蓮 華 の 上 に 置 く。

　 　 　 　 光 背 中段 左 右 に 立 像 。 い ず れ も髭

　 　 　 　 を 生 や し,左 手 に水 瓶 を 持 っ た や

　 　 　 　 せ た人 物 。 光 背 上 部 左 右 に 飛 天。

473　 　{1)　Vasudhara

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,2

　 　 (3)Stone,64.8　 cm,9c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 CLXXIX(A);森

　 　 　 　 　 (喜)　 1991:2.3.6

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,与 願 印 に宝,左 手,

　 　 　 　 穀 物 の 穂 。髪 を 大 き く一 つ に結 う。

　 　 　 　 頭 飾,首 飾 り,轄 釧,腕 釧 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛 天。

474　 {1)Vasudhara

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,81

　 　 (3)Stone,56×36.8　 cm,9c　 以 前

　 　 　 　 　 (Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 CLXXIX(B);森

　 　 　 　 　 (喜)1991:2.3.7

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,与 願 印 に 宝,左 手,

　 　 　 　 穀 物 の穂 。 髪 を 大 き く一 つ に結 う。

　 　 　 　 頭飾,首 飾 り,膏 釧,腕 釧,聖 紐 。

　 　 　 　 光 背上 部 左 右 に飛 天 。

475　 (1)Vasudhara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 {3)Stone,8c(Saraswati),77.5　 cm

　 　 {4)Saraswati　 1977:Pl.115;Mitra

　 　 　 　 l981:P1,　 CXXXVII(A);佐 和

　 　 　 　 1982:17図;森(喜)1991:2.3.5;頼

　 　 　 　 富 ・下 泉1994:204

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,与 願 印 に宝,左 手,

　 　 　 　 穀 物 の 穂 。 髪 を 大 き く一 つ に結 う。

　 　 　 　 頭 飾,首 飾 り,暦 釧,腕 釧 。 光 背
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　 　 　 　 上 部 左 右 に飛 天 。

476　 (1)Vasudhara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,55.8　 cm
　 　 　 　 　 　 　 　 ま

　 　 (4)Mitra　 1981:PL　 LXXIX(C);森

　 　 　 　 　 (喜)1991:2.3.10

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,与 願 印,左 手,穀

　 　 　 　 物 の穂?。 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

477　 (1)Vasudhara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,66.7　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXIX(D);森

　 　 　 　 　 (喜)1991:2.3。11

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,与 願 印,左 手,穀

　 　 　 　 物 の穂?。 奉 献 塔 の 寵 中 の 浮彫 。

47$　 (1)Vasudhara

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:79図;森(喜)1991:

　 　 　 　 2.3.8

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,与 願 印,左 手,穀

　 　 　 　 物 の穂?。

サ ッ トヴ ァヴ ァジ ュ リー

479　 　(1)　Sattvavaj　ri

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,9c(Mitra),49.5x34.3　 cm

　 　 (4)佐 和1982:45図;Mitra　 1983:P1.

　 　 　 　 CCCL(A);頼 富1990:図37;森

　 　 　 　 　 (喜)1991:2.1.2

　 　 (5)結:1　 坐 。 右 手,与 願 印?,左 手,

　 　 　 　 正 定 印 。 光 背 上 部 左 右 に2体 ず つ

　 　 　 　 の女 性 坐 像 。 頭 部 表 面 磨 滅 。 耳 飾

　 　 　 　 り,首 飾 り,腎 釧,腕 釧 。

ハ ー リー テ ィー

480　 (1)Hariti

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,71.1x45.7　 cm

　 　 (4)Willets　 1963:17;Mitra　 1981:Pl.

　 　 　 　 CXX(A),　 CXXI(A);佐 和1982:

　 　 　 　 11図;頼 富1991b:図4;森(喜)

　 　 　 　 1991:2.6.2;頼 富 ・下 泉1994:216

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,穀 物 の 穂,左 手,

　 　 　 　 子 ど も 。 髪 を 大 き く一 つ に結 う。

　 　 　 　 耳 飾 り,首 飾 り,轄 釧,腕 釧 。

481　 (1)Hariti

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:76図;森(喜)1991:

　 　 　 　 2.6.3

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手,与 願 印,左 手,子

　 　 　 　 ど も。 表 面 磨 滅 。 光 背 上 部 左 右 に

　 　 　 　 飛 天 。

ター ラー

遊 戯 坐

482　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-1,532

　 　 (3}Stone,11c(Mitra),50.3　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XCIV(B);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.3g.3

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い髭 。 頭 飾 首 飾 り,膏 釧,腕

　 　 　 　 釧,聖 紐 。 光 背 上 部 左 右 に飛 天 。

　 　 　 　 体 の 右側 に も睡 蓮 。

483

1:1

(1)Tara

(2)Ratnagiri,　 RTR-1,526

(3)Stone,55.3cm

(4)Mitra　 1981:XCIV(A);森(喜)

　 　1992:1.8.3g.4

(5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　丸 い 髭 。 頭 飾,首 飾 り,轄 釧,腕

　 　釧,聖 紐 。 光 背 上 部 左 右 に 飛 天 。

　 　台 座 に帰 依 老 と供 物 。

(1)Tara

(2)Ratnagiri,　 Monastery　 1

(3)　Stone

(4)Mitra　 1981:CXXX(A)left;森(喜)

　 　1992:1.8.3g.7

(5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。
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　　　 　 丸 い髭 。頭飾,首 飾 ρ,轄 釧,聖　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 紐。光 背上部左右 に 飛天。 台座に

　　　 　 帰依者 と供物。

485　 (1)Tara
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (2)Ratnagiri,　 Monastery,1

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:CXXX(A)right;森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.3g.7

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い 髭 。 頭 飾,首 飾1り,腎 釧,腕

　 　 　 　 釧,聖 紐 。 台座 に帰 俸 者 と供 物 。

486　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,6

　 　 (3)Stone,28.5　 c皿,9-10　 c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1981:CLXXVIil(A}

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い 髭 。 頭 飾,首 飾 り,管 釧,腕

　 　 　 　 釧,聖 紐 。 台 座 に 帰 依 者 と供 物 。

　 　 　 　 光 背 上部 左右 に飛 天 。

487　 (1)Tara
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-2,2234

　 　 (3)Stone,8-9　 c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1983:CCXXXIII(C);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.39.9

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 細部 不 明。

488　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 No.1961/25

　 　 (3)Stane,17.1cm

　 　 (4)Mitra　 1983:CCLXVilll(A);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.3g.10

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,、左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 細 部 不 明。

489　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 No.　RTR-2',39

　 　 (3)Stone,8.5　 cm,10c以 降(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 l983:CCLXXXIV(A);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.3g.11

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,轄 釧,腕

　 　 　 　 釧 。

442

　 　 　 　 国立民族学博物館研究報告　 23巻2号

490　 (1}Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 No.1961/21

　 　 {3)Stone,17x10.2　 cm

　 　 (4)Mitra　 1983:CCLXII(C);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.3g.13

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 髪 髪 冠 。 頭 飾,冠 帯,耳 飾 り,首

　 　 　 　 飾 り,骨 釧,腕 釧 。

491　 (1}Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Patna　 Mus.,　 Acc.　 No.

　 　 　 　 6504

　 　 {3}Stone,8c(Gupta),10-11　 c(Mitra),

　 　 　 　 52cm

　 　 (4}Gupta　 1965:Pl.　 XVI;Mitra　 1983:

　 　 　 　 CCCXXVI　 (B);森 　(喜)1992:

　 　 　 　 1.8.3g.14

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い 髭 。 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,

　 　 　 　 腎 釧,腕 釧,聖 紐 。 光 背 向 か っ て

　 　 　 　 左 上 に 飛 天 。 タ ー ラ ー の マ ン トラ

　 　 　 　 の 銘 文(Om　 tare　 tuttare　 ture

　 　 　 　 svaha)0

492　 (1}Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,10c(Mitra),69.2　 cm

　 　 (4)Mitra　 l　983:CCCXXXVIII(A);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.3g.15

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印 。 頭 部,左 腕

　 　 　 　 欠 損 。 首 飾 り,膏 釧,腕 釧,聖 紐 。

　 　 　 　 台座 左 右 に 獅 子 。

493　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3}Stone,60.3×33　 cm,11c(Mitra)

　 　 (4)Mitra　 1983:CCCXLIX(A);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.3g.16

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 首 飾 り,唇 釧,腕 釧,聖 紐 。 左 右

　 　 　 　 に女 尊 の 脇 侍 。 光 背 上 部 左 右 に 飛

　 　 　 　 天 。

494　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri
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　 　 (3)Stone,28×16.5　 cm

　 　 (4)Mitra　 1983:CCCLII(B);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.3g.18

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 首 飾 り,」酵釧,腕 釧,聖 紐 。

495　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:55図

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 首 飾 り,暦 釧,腕 釧 。 カ デ ィ ラ ヴ

　 　 　 　 ァニ ー ・タ ー ラ ー(佐 和)。

496　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:63図

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印。 首 飾 り,管

　 　 　 　 釧,腕 釧 。 頭 部 欠 損 。 カ デ ィ ラ ヴ

　 　 　 　 ァ ニ ー ・タ ー ラー(佐 和)。

497　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,55　 cm

　 　 (4)

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印 。 首 飾 り,腎

　 　 　 　 釧,腕 釧 。表 面磨 滅 。

498　 (1)Tara

　 　 (2)Balukesvara　 temple

　 　 (3)Stone,56　 cm

　 　 (4)Mitra　 l978:Pls.15,17;森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.3a.3

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 平 た い髭 。 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,

　 　 　 　 轄 釧,腕 釧,聖 紐 。 光 背 上 部 左 右

　 　 　 　 に 飛天 。

499　 (1)Tara

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1957:Fig.28;佐 和1982:96図;

　 　 　 　 森(喜)1992:1.8.3g.19

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い髭 。 頭 飾,冠 帯,耳 飾 り,首

500

501

502

503

504

　 　飾 り,腎 釧,腕 釧 。 光 背 上 部 左 右

　 　に定 印仏 坐 像 。

(1)Tara

(2)Bhuvaneshwar;Orissa　 State　Mus.

(3)　Stone

(4)Sahu　 l957:Fig.43;森(喜)1992:

　 　1.8.3h.8

(5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　丸 い 髭 。 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,

　 　腎 釧,腕 釧 。 光 背 上部 向 か って 左

　 　に 飛 天 。

(1)Tara?

(2)Bhuvaneshwar;Orissa　 State　Mus.

(3)　Stone

(4)

(5)遊 戯 坐 。 頭 部 お よび 両 腕 欠 損 。 右

　 　手 与 願 印?。 耳 飾 り,首 飾 り,腎

　 　釧,腕 釧,聖 紐 。 光 背 上 部 左 右 に

　 　植 物 の葉 の 文 様 。

(1)Tara?

(2)Orissa　 State　Mus.

(3)Stone,150　 x　82　cm,6c(Mus)

(4)森1997a:図40,　 No.25

(5)遊 戯 坐 。 四脅 。 頭 部 お よび 両 腕 す

　 　 べ て 欠 損 。 右 前 手 与 願 印?,左 後

　 　 手,器 を持 つ 。 首 飾 り,轄 釧,腕

　 　 釧,聖 紐 。

(1)Tara

(2)Bhuvaneshwar;Orissa　 State　Mus.

(3)Stone,10　 c(Mus)

(4)森1997a:図38,　 No.23

(5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,壁 釧,腕

　 　 釧,聖 紐 。

(1)Tara

(2)　Ayodhya.

(3)　Stone

(4)Sahu　 1958:PL　 68;頼 富1981:写 真

　 　 3;星990:図12;森(喜)1992:

　 　 1.8.3h.9

(5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。
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　　 　　 丸い髭。 頭飾・耳 飾 り・首飾 り・

　　 　　 管 釧,腕 釧,聖 紐。i体の右側 に も

　　 　　 睡 蓮。光 背上部左右 に飛天。 台座

　　 　　 に帰依者 と供物。

505　 (1}Tara

　　 　(2}

　　 　(3}　Stone

　　 　(4}Willets　1963:18

　　 　(5)遊 戯坐。右手与願印CI細 部不 明。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

奉 献 塔 の 籠

506　 {1}Tara

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I(2}Ratnagiri,　RTR-1,584

　 　 　(3}Stone,30.5cm

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　XXIV(A);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.3g.1

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い 髭 。 頭 飾,首 飾iり,膏 釧,腕
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 釧,聖 紐 。 奉 献 塔 の 寵 中 の 浮 彫 。

507　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-1,58;4

　 　 (3}Stone,50.17　 cm

　 　 (4)Mit・a　 1981・PI.XXXIII(C);森

　 　 　 　 　 (喜)　 1992:1.8.3g.2

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印1左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い髭 。 頭 飾,首 飾 り,腎 釧,腕
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 　　 釧,聖 紐。光 背上 部左右 に飛天。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 奉 献 塔 の 寵 中 の浮 彫 。

508　 {1)Tara

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i{2}Ratnagiri,　RTR-1,531

　 　 (3)Stone,26.3　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:XCV(み);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.3g.5

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 髪b冠?。 頭 飾,首 飾 り,腎 釧 。

　 　 　 　 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

509　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,1961/74

　 　 {3}Stone,13.3　 x　6.4　cm

　 　 (4)Mitra　 1981:XCV(B);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.3g.6
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　 　 　(5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印,左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 頭 飾,首 飾 り,轄 釧 。 奉 献 塔 の 寵

　 　 　 　 中の 浮彫 。

510　 (1)Tara

　 　 　(2)　Ratnagiri

　 　 　(3)Stone,71.1cm(奉 献 塔 全 体)

　 　 　(4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXIV(B);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.5.1

　 　 　(5)遊 戯坐 。 右 手 与 願 印。 細部 不 明 。

511　 (1)Tara

　 　 　(2)Ratnagiri

　 　 　(3)Stone,63.5　 cm(奉 献 塔 全 体)

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 LXXIV(D);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.5.3

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 細 部 不 明 。

512　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,83.8　 cm(奉 献 塔 全 体)

　 　 (4)Mitra　 l　981:Pl.　 LXXV(A);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.5.4

　 　 (5)遊 戯坐 。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮?。

513　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,72.4　 cm(奉 献 塔全 体)

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 LXXV(B);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.5.5

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印 。 左 手睡 蓮 。

514　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,51.5cm(奉 献 塔 全 体)

　 　 (4)Mitra　 l　981:P1.　 LXXV(C);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.5.6

　 　 (5)遊 戯坐 。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮 。

S15　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 RTR-1,66

　 　 (3)Stone,28　 cm

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 HII(D);森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.5.7

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い 髭,頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,
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　 　 　 　 管 釧,条 吊 。 台 座 に 帰 依者 。

516　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Benisti　 l981:Fig.145;森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.5.8

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,管 釧 。 台

　 　 　 　 座 に帰 依 者 。

517　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Benisti　 l981:Fig.136;森(喜)

　 　 　 　 1992:1.8.5.9

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印 。 左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 丸 い髭 。 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,

　 　 　 　 腎 釧,条 吊。 台座 に帰 依 者 。

518　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　Benisti　1981:Fig.141

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,腎 釧 。

519　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　Benisti　1981:Fig.143

　 　 (5)遊 戯 坐 。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮 。

結珈 跣 坐

520　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Acc.　No.　RTR-1,402

　 　 (3)Stone,　 56.5　cm　x　33.7　cm,　 9c

　 　 　 　 (Ghosh)

　 　 (4)Ghosh　 1980:111.18;Mitra　 1981:Pl.

　 　 　 　 XCVI(A);森(喜)1991:2.8.1.1

　 　 (5)結 珈 跣 坐。 右 手 与 願 印。 左 手 睡 蓮 。

　 　 　 　 平 た い 髭?。 耳 飾 り,首 飾 り,轄

　 　 　 　 釧 。 光 背 上 部 左 右 に飛 天 。Mahat-

　 　 　 　 tari-Tara(Mitra).

521　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Acc.　No.　RTR-1,402

　 　 (3)Stone,104　 x　73.7　cm,10　 c(Ghosh)

　 　 (4)　Sahu　 1958:Pl.62;Ghosh　 1980:Ill.

　 　 　 　 19;Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXXVII

　 　 　 　 (A);佐 和1982:24図;森(喜)

　 　 　 　 1991:2.8.1.5

　 　 (5)結 珈 跣 坐 。右 手 与 願 印。左手 睡 蓮?。

　 　 　 　 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,管 釧,聖

　 　 　 　 紐 。 光 背 上 部 一 列 に 五 仏 坐 像 。 そ

　 　 　 　 の左 右 に も尊 像 坐 像 。 光 背 の 左 右

　 　 　 　 に4体 の女 尊(タ ー ラ ー?)立 像。

　 　 　 　 台座 に獅 子,帰 依 者,供 物 。

522　 (1)Tara

　 　 (2)Mangarpur,　 Puri　Dt.;Orissa　 State

　 　 　 　 Mus.

　 　 (3)Stone,128　 cm,10c(Mus)

　 　 (4)i森1997a:図4,39,　 No.24

　 　 (5)結 珈 跣 坐 。 両 腕 欠 損 。 髪 髪 冠 。 頭

　 　 　 　 飾,耳 飾 り,首 飾 り,壁 釧,聖 紐 。

　 　 　 　 光 背 上 部 に 五 仏 坐 像 。 そ の左 右 に

　 　 　 　 女 尊 像 。 台座 に帰 依 老,供 物 。

単 独 の 立 像

523　 (1)Tara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,71.8　 cm(奉 献 塔 全 体)

　 　 (4)Mitra　 l981:PL　 LXXIV(C);森

　 　 　 　 　 (喜)1992:1.8.5.2

　 　 (5)立 像 。 右 手 与 願 印 。 細 部 不 明 。 奉

　 　 　 　 献 塔 の寵 中 の 浮彫 。

脇侍 を と もな う立 像

524　 (1)Tara?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図137]

　 　 (5)立 像 。 胸 よ り下 の み 残 存 。 右 手 与

　 　 　 　 願 印,左 手 植 物 の茎 。 向 か っ て 左

　 　 　 　 下 に女 性 坐 像 。

525　 (1)Tara

　 　 (2)Chauduar,　 Cuttack
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　 　 (3}　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.60;:森(喜)1991:

　 　 　 　 2.8.2.18

　 　 (5)立 像 。 右 手 与 願 印 。 左 手 睡 蓮 。 髪

　 　 　 　 髪 冠 。 頭 飾,耳 飾q,首 飾 り,管

　 　 　 　 釧,聖 紐 。 右 脇 侍,剣?と 楯 を 持

　 　 　 　 つ 女 尊 。 左 脇 侍,剣 と カ パ ー ラ を

　 　 　 　 持 つ 女 尊 。 光 背 上 部 左 右 に 飛 天 。

　 　 　 　 Khadiravani　 Tara(S;ahu).

526　 (1)Tara

　 　 (2)Solampur

　 　 (3)　Stone,12　 c(Sahu)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.45;森(喜)1991:

　 　 　 　 2.8.2.23

　 　 (5)立 像 。 右 手 与 願 印。左 手 睡 蓮 。 平

　 　 　 　 た い 髭 。 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　 腎 釧。体 の両側 に蓮 華?。 脇 侍は

　　　 　 いずれ も女性立像。

八難救済 夕一 ラー

527　 {1}Tara

　 　 (2}Ratnagiri;Patna　 Maus.　 Acc.　 No.

　　　 　 .1:

　 　 (3)Stone,146　 cm,10-11;c(Ghosh);9

　 　 　 　 c(Saraswati),11c以 降(Mitra)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (4}Sahu　 1958:Fig.32;Saraswati　 1977:

　 　 　 　 Pl.101;Ghosh　 1980:Ill.10;Benisti

　 　 　 　 1981:Fig.146;佐 和1982:73図;
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 Mitra　 1983:Pl,　 CCqXXV(B);頼

　 　 　 　 富1984:431;1990:図101;森(喜)

　 　 　 　 1991:2.7.1.2,図3;1頼 富 ・下 泉

　 　 　 　 1984:190

　 　 (5)立 像 。 両 腕 欠 損 。 右 手 与 願 印?。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 左 手 睡 蓮?。 平 た い 髭 。 頭 飾,耳

　 　 　 　 飾 り,首 飾 り,腎 釧1,聖 紐 。 体 の

　 　 　 　 両 側 に八 難 の 情 景 。 頭 上 に一 列 に

　 　 　 　 五 仏 の坐 像 。 台座 に帰 依 者 。

528　 (1}Tara

　 　 {2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,164.5×101.61cm;8c末

　 　 　 　 　 (Ghosh,　 Mitra);9ci(Saraswati)
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　 　 (4)Willets　 1963:18;Ghosh　 1980:Ill.9;

　 　 　 　 佐 和1982:26図;Mitra　 l983:Pl.

　 　 　 　 CCCXXXVII(B);頼 富1984:429;

　 　 　 　 1990:図100;森(喜)1991:2.7.1.1

　 　 　 　 [図138～146]

　 　 (5)立 像 。 両 腕 欠 損 。 右 手 与 願 印?。

　 　 　 　 左 手 睡 蓮?。 平 た い髭 。 頭 飾,耳

　 　 　 　 飾 り,首 飾 り,管 釧,聖 紐 。 体 の

　 　 　 　 両 側 に 八 難 の 情 景 。 頭 上 に 一 列 に

　 　 　 　 五 仏 の坐 像 。 台 座 に 帰依 者 。

カ デ ィ ラヴ ァニー ター ラー

529　 (1)Khadiravanitara

　 　 (2)Ratnagiri(SahuはUdayagiriと す

　 　 　 　 る);Patna　 Mus.,　 Acc.　No.3745

　 　 (3)Stone,8c(Mus,　 Gupta)

　 　 (4)Sahu　 1958:Pl.42;Gupta　 1965:Pl.

　 　 　 　 XVII;Ghosh　 1980:Il1.27;佐 和

　 　 　 　 1982:72図;森(喜)1991:2.7.2.1,

　 　 　 　 図4;頼 富 ・下 泉1994:186[図

　 　 　 　 147^-149]

　 　 (5)立 像。 右 手 首 欠 損 。 右 手 与 願 印?。

　 　 　 　 左 手 睡 蓮 。 平 た い髭 。 三 山頭 飾,

　 　 　 　 冠 帯,耳 飾 り,首 飾 り,管 釧,腕

　 　 　 　 釧,聖 紐 。右 脇 侍 は 右 手 に ア シ ョー

　 　 　 　 カ樹?,左 手 に睡 蓮?を 持 つ 女尊 。

　 　 　 　 左 脇 侍,右 手 に カ ル ト リを 持 つ 女

　 　 　 　 尊 。 光 背 最 上 部 左 右 に 飛 天,そ の

　 　 　 　 下 に 払 子 を 持 つ 女 性 立 像 。 光 背 左

　 　 　 　 右 に グ リ フ ォ ンの 浮 彫 。 台 座 に 七

　 　 　 　 宝 と帰 依 者 。 光 背 の小 仏 塔 の 浮 彫

　 　 　 　 の 中 に 五 仏 。 左 か ら転 法輪 印,与

　 　 　 　 願 印?,施 無 畏 印,定 印,触 地 印?。

ドゥル ゴ ー ター リニー ター ラー

530　 (1)Durgottarinitara

　 　 (2)Lalitagiri;Indian　 Mus.,　 Calcutta,

　 　 　 　 Acc.　No.6956/A24130

　 　 (3)　Stone,5'4"x3',10c　 (Ghosh)

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.38;Ghosh　 1980:111.

　 　 　 　 24;森(喜)1991:2.7.3.1,図8[図
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　 　 　 　 150--153]

　 　 (5)遊 戯 坐 。 四 轄 。 右 手 与 願 印,鉤,

　 　 　 　 左 手,睡 蓮,羅 索 。 大 きな 丸 い 髭 。

　 　 　 　 三 山頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,壁 釧,

　 　 　 　 腕 釧,聖 紐 。 光 背 上 部 左 右 に 一 体

　 　 　 　 ず つ の 仏 坐 像 と女 尊 坐 像 。 仏 の 印

　 　 　 　 は触 地 印(向 か って左),定 印(右)。

　 　 　 　 女 尊 は 向 か って 左 が 与 願 印,右 が

　 　 　 　 四 腎 で数 珠 な どを 持 つ 。 台座 向 か

　 　 　 　 って 左G'合 掌 す る 人 物,右 に 象 皮

　 　 　 　 を 掲 げ る四腎 の女 尊 。

531　 (1)Durgottarinitara

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,　 162.5　cm　x　91.5　cm,　 9c

　 　 　 　 (Mitra)

　 　 (4)Ghosh　 1980:IIL　25;佐 和1982:29図;

　 　 　 　 Mitra　 1983:Pl.　 CCLII;森(喜)

　 　 　 　 1991:2.7.3.2;森(喜)1990:2.8.7;

　 　 　 　 頼 富 ・下 泉1984=194

　 　 (5)立 像 。 四腎 。 右 手 与 願 印,数 珠,

　 　 　 　 左 手,睡 蓮,鉤?,(不 明)。 大 き

　 　 　 　 な 丸 い髭 。 三 山頭 飾,耳 飾 り,首

　 　 　 　 飾 り,管 釧,腕 釧 。

金 剛 夕一 ラー

532　　(1)　Vajratara

　 　 (2)Ratnagiri,　 Acc.　No.　RTR-1,525

　 　 (3)Stone,22.8　 cm,9c(Mitra)

　 　 (4)Ghosh　 1980:Ill.30;Mitra　 1983:Pl.

　 　 　 　 XCVII(A);森(喜)1991=2.7.5.1

　 　 (5)結 珈 映 坐 。 三 面(四 面)八 轄 。 右

　 　 　 　 手 与 願 印 に ほ ら 貝,矢,絹 索,金

　 　 　 　 剛 杵,左 手 期 剋 印,鉤,睡 蓮,弓 。

　 　 　 　 髪 髪 冠 。 頭 飾,耳 飾 り,首 飾 り,

　 　 　 　 腎 釧,腕 釧。 奉 献 塔 の寵 中 の浮 彫 。

533　　(1)　Vajratara

　 　 (2)Uttareｧvara　 Temple,　 Ayodhya

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.67;森(喜)1991:

　 　 　 　 2.7.5.2;Donaldson　 1995b:Fig.14

　 　 (5)結 珈 践 坐 。 三 面(四 面)八 管 。 右

手 ほ ら貝,矢,羅 索,金 剛杵,左

手期剋 印,鉤,睡 蓮,弓 。髪髪冠。

頭飾,耳 飾 り,首 飾 り,壁 釧,腕

釧。 台座 に帰 依者 と供物 。光背上

部 向か って右 に飛天,向 か って左

は欠損。

葱怒尊 ・財宝神

チ ャ ンダ マ ハ ー ロー シ ャナ

534　 (1)Candamaharosana?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)佐 和1982:挿 図3[図154]

　 　 (5)右 手,剣 を 振 り上 げ る。 左手 不 明。

　 　 　 　 展 左 。 表 面 磨 滅 。 胎 蔵 大 日如 来 像

　 　 　 　 の 台座 の 向か って 右 の 浮 彫 。

535　 (1)Candamaharosana

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l981:Pl.　 LXXIII(A);森

　 　 　 　 　 (雅)1990:3。1.1

　 　 (5)右 手,剣 を 振 り上 げ る。 左 手,胸

　 　 　 　 の前 で 羅 索 。 左 膝 を つ き,右 膝 を

　 　 　 　 立 て る 。 髪 髪 冠?。 奉 献 塔 の 寵 中

　 　 　 　 の浮 彫 。

マ ハー カー ラ

536　 (1)Mahakala?

　 　 (2)Ratnagiri,　 Patna　 Mus.

　 　 (3)　Stone,21/2"

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.140;佐 和1982:

　 　 　 　 74図;Mitra　 1983:Pl.　 CCCXXVII

　 　 　 　 (B);森(雅)1990:3.3.1,図2

　 　 (5)三 面 六 署 。 炎 髪 。 展 右 。 右 手,数

　 　 　 　 珠,剣,(欠 損),左 手,カ パ ー ラ,

　 　 　 　 　 (他 欠 損)。 頭 飾,丸 い耳 飾 り,首

　 　 　 　 飾 り,壁 釧,腕 釧,聖 紐,生 首 の

　 　 　 　 屡 路 。 カ トヴ ァ ー ソ ガ を 持 った 人

　 　 　 　 物 が 左 右 に2人 ず つ 立 つ。 光 背 表

　 　 　 　 面 磨 滅 のた め,詳 細 は不 明。
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ヤ マ ー ン タ カ

537　 (1)Yamantaka?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.35;M,itra　 1983:Pl.

　 　 　 　 CCCXXXIII(B);佐 和1982:33図;

　 　 　 　 森(雅)1990:3.4。3;1頼 富 ・下 泉

　 　 　 　 1994:176

　 　 (5)四 面 六 壁?。 炎 髪 。 展 左 。 鼓 腹 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　　　 右手,剣,左 手,絹 索 を持 ち期剋

　 　　　 印。 その他の持物 は不明。 あ ごひ

　 　　　 げ。頭飾,耳 飾 り,首 飾 り,膏 釧,

　 　　　 腕釧,生 首の饗略。 動物 の上 に立
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 つ 。ブー タ ダ ー マ ラ(頼 富 ・下 泉)。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 Vajrajvalanalarka(Sahu),Six-arm-

　 　 　 　 ed　image(Mitra).

538　 (1)Yamantaka?

　 　 {2)Ratnagiri

　 　 {3)Bronze

　 　 (4)Mitra　 1983:PL　 CCXCV(A);森

　 　 　 　 　 (雅)1990:3.4.2

　 　 (5)炎 髪 。 展 左 。 鼓 腹 。 右 手,剣,あ

　　　　 るいは鎚,左 手,絹 索を持ち期剋

　 　　　 印。あ ごひげ。三眼。 どくろ の頭
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　
　 　 　 　 飾,耳 飾 り,首 飾 り,眉 釧,腕 釧 。

　 　 　 　 水 牛 の上 に立 つ 。

サ ンヴ ァラ

539　 　(1)　Samvara

　 　 (2)Ratnagiri;Patna　 Mus,.　Acc.　 No.

　 　 　 　 6505

　 　 {3)Stone,124.5　 cm,8-9　 c,(Mus),8c

　 　 　 　 (佐 和)

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.139;Mitra　 1983:

　 　 　 　 Pl.　CCCXXVII(A);佐 和1982:75

　 　 　 　 図;頼 富1990:図38;19'93;図5;森
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 (雅)1990:3.6.2;頼 富 ・下 泉

　 　 　 　 1994:148[図155～157]

　 　 (5)四 面 十 二 管 。 展 右 。 髪 髪 冠 。_,_,g_

　 　 　 　 杵 と三 日月 を髪 に 飾 る、。 主 要 な 二

..;

　　 　　 国立民族学博物館研究報告　 23巻2号

　　 　　 暦 は金剛杵 と鈴を持 ち,明 妃 を抱

　　 　　 いて胸 の前 で交叉。一番 上の一対

　　 　　 の手は象 の皮を背 中に広 げ る。残

　　 　　 りの右手は ダマル,斧,カ ル トリ,

　　 　　 三 叉戟,左 手は カ トヴァーソガ,

　　 　　 カパ ーラ,絹 索 と金剛杵,梵 天 の

　　 　　 首 。首飾 り,脅 釧,腕 釧,聖 紐,

　　 　　 生 首の屡略。足 の下 にはそれぞれ

　　 　　 人物 像(バ イ ラヴァ とカー ララー

　　 　　 トリ)。光背上部左右に飛天。台座

　　 　　 中央Y'帰 依者。

540　　(1)　Samvara

　　 (2)Natio皿al　Mus.,　New　Delhi

　　 (3)　Stone

　　 (4)森(雅)1990:3.6.7,図4;頼 富 ・

　　 　　 下泉1994:P.147

　　 (5)四 面十二 腎。展右。 髪讐冠。 鵜磨

　　 　　 杵 と三 日月 を髪 に飾 る。主 要な二

　　 　　 腎 は金 剛杵 と鈴 を持 ち,明 妃 を抱

　　 　　 い て胸 の前 で交叉 。一番上 の一対

　　 　　 の手 は象の皮を 背中に広げ る。残

　　 　　 りの右手は ダマル,斧,カ ル トリ,

　　 　　 三叉戟,左 手は カ トヴ ァー ソガ,

　　 　　 ヵパ ー ラ,絹 索 と金剛杵,梵 天の

　　 　　 首。首飾 り,腎 釧,腕 釧,聖 紐,

　　 　　 生首 の屡路 。足 の下 にはそれ ぞれ

　　 　　 人物像(バ イ ラ ヴァとカー ララー

　　 　　 トリ)。光背上部左右 に飛天。台座

　　 　　 中央 に蔓 草文様 と供 物?,向 か っ

　　 　　 て左 に2人 の帰依者。 中央の顔 は

　　 　　 表面磨滅。

ハヤグ リーヴ ァ

541　 (1)Hayagriiva?

　　 (2)Ratnagiri

　　 (3)　Stone

　　 (4)Mitra　 1981:Pl.　CL(B)

　　 (5)胸 か ら上 のみ現存。 口ひげを生や

　　 　　 す。短躯 。丸い耳飾 り,轄 釧,首

　　 　　 飾 り,聖 紐。
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ヘ ー ル カ

542　 (1)Heruka

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Sahu　 1958:Fig.34;Mitra　 1983:Pl.

　 　 　 　 CCCXXXVI(B);佐 和1982:23図;

　 　 　 　 森(雅)1990=3.8.4;頼 富1993:図

　 　 　 　 1;頼 富 ・下 泉1994:口 絵,141

　 　 (5)半 珈 の 舞 踊 形 。 左 手 首 欠 損 。 右 手

　 　 　 　 に カ ル ト リ,左 手 に カ トヴ ァ ー ン

　 　 　 　 ガ とお そ ら くカ パ ー ラ。 宝 珠 型 の

　 　 　 　 炎 髪 。 頭 飾,冠 帯,耳 飾 り,首 飾

　 　 　 　 り,轄 釧,腕 釧,生 首 の理 略 。 右

　 　 　 　 手 は高 く挙 げ る。 足 の下 に は 人 間 。

543　 (1)Heruka

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXIII(B);森

　 　 　 　 　(雅)1990:3.8.6

　 　 (5)半:11の 舞 踊形 。 細 部 不 明。 左 手 の

　 　 　 　 カ トヴ ァー ン ガ は確 認 可 能 。 奉 献

　 　 　 　 塔 の寵 中 の浮 彫 。

544　 (1)Heruka

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Benisti　 l　981:Fig.138;森(雅)

　 　 　 　 1990:3.8.9

　 　 (5)半 珈 の 舞 踊形 。 細 部 不 明。 左 手 の

　 　 　 　 カ トヴ ァー ン ガ は確 認 可 能 。 奉 献

　 　 　 　 塔 の寵 中 の浮 彫 。

不 明

545　 (1)Guhyasamaj　 a?

　 　 (2)Prachi　 Valley

　 　 (3)Stone

　 　 (4)　Sahu　 1958:Fig.73

　 　 (5)三 面 六 管 。 結 珈 跣 坐 。 主 要 な二 署

　 　 　 　 は金 剛 杵 と鈴 を 持 ち胸 の 前 で 交 叉 。

　 　 　 　 そ の 他 の持 物 は 右 手 に 剣,左 手 に

　 　 　 　 弓,そ れ 以 外 は 不 明。Trailokyavi-

　 　 　 　 Jaya(Sahu).

546　 (1)Hayagriva?

　 　 (2)　Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)立 像 。 表 面 磨 滅 。 両 手 で 何 か を か

　 　 　 　 か え る。

547　 (1)Mahakala?

　 　 (2)Udayagiri;現 地 ヒ ン ドゥー祠 堂

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図158]

　 　 (5)立 像 。 表 面 磨 滅 。 右 手 に 三 叉 戟?。

ジ ャ ンバ ラ

548　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Willets　 1963:18;佐 和1982:図3;

　 　 　 　 森(雅)1990:3,11.4

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果 。 左 手 マ

　 　 　 　 ソグ ー ス(宝 を 口か ら吐 き出す)。

　 　 　 　 大 き く髪 を ひ とつ に結 う。 三 山頭

　 　 　 　 飾 。 首 飾 り,暦 釧,腕 釧,聖 紐,

　 　 　 　 足 輪 。 光 背 上 部 左 右 に 壷 。 台 座 に

　 　 　 　 7個 の壺 の浮 彫 。

549　 　(1)　Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 CXXI(B);佐 和

　 　 　 　 1982:図12;頼 富1991a:図15;

　 　 　 　 1991b:図5;頼 富 ・下 泉1994:180;

　 　 　 　 森(雅)1990:3.11.3

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果 。 左 手 マ

　 　 　 　 ング ー ス(宝 を 口か ら吐 き出 す)。

　 　 　 　 大 き く髪 を ひ とつ に 結 う。 三 山頭

　 　 　 　 飾 。 首 飾 り,轄 釧,腕 釧,聖 紐,

　 　 　 　 足 輪 。 光 背 上 部 左 右 に壷 。 台 座 に

　 　 　 　 6個 の壺 の浮 彫 。 そ の 左 右 に獅 子。

550　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,49　 cm

　 　 (4)佐 和1982:図4
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　　 (5)遊 戯坐。 鼓腹。頭部 欠損。右 手樹

　　 　　 果。左手 マ ングース(宝 を 口か ら

　　 　　 吐 き出す)。首飾 り,暦 釧,腕 釧,

　　 　　 聖紐,足 輪。右足 の下 に踏割 蓮華
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 と壼 の 浮彫 。 台座 左 右 に獅 子 。

551　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)Stone,8c(Saraswati;)

　 　 (4)Saraswati　 1977:Pl.145;Mitra

　 　 　 　 1981:Pl.　 CLXXV

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果 。 左 手 マ

　 　 　 　 ン グ ース(宝 を 口か ら 吐 き 出す)。

　 　 　 　 垂 髪 。 三 山 頭 飾,首 飾 り,腎 釧,

　 　 　 　 腕 釧,聖 紐,足 輪 。 蓮 華 を連 ね た　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら

　　 　　 よ うな饗略。 台座 にb個 の壺 の浮
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 彫 。 台座 左 右 に 女 性 帰 依 者 。 光 背

　 　 　 　 上 部 左 右 に 飛天 。

552　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:P1.　 XXX口(B)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 (5)f奇 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果?,左 手 マ

　 　 　 　 ン グ ー ス?。 三 山 頭 飾,首 飾 り,

　 　 　 　 膏 釧,腕 釧,聖 紐,足 輪 。 台 座 左

　 　 　 　 右 に 獅 子 。

553　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 XLVI,(C)

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果?,左 手
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 マ ソ グ ー ス?。 三 山頭 飾,首 飾 り,

　 　 　 　 脅 釧,腕 釧,足 輪 。 台 座 に 壷 の浮

　 　 　 　 彫 。

554　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXVI(A)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 (5)遊 戯 坐。鼓腹。 右手樹 果?,左 手

　　 　　 マングース(宝を 口か ら吐 き出す)。

　　 　　 円錐型の髪型。三山頭飾,首 飾 り,

　　 　　 腎釧,腕 釧,聖 紐,足 輪 。台座 に
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　 　 　 　 壺 の浮 彫 。 光 背 上部 左 右 に蓮 華 。

555　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXVI(B)

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 表 面 磨 滅 。 持 物 不

　 　 　 　 明。 円錐 型 の 髪 型。 首 飾 り,壁 釧,

　 　 　 　 腕 釧 。

556　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:PL　 CCXCV(B);森

　 　 　 　 　 (雅)1990:3.11.13

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 表 面 磨 滅 。 持 物 不

　 　 　 　 明。

557　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXVI(C)

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 頭 部 欠 損 。 表 面 磨

　 　 　 　 滅 。 持 物 不 明 。 台 座 に 複数 個 の壼 。

558　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 CLXXVI(D)

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 頭 部,左 半 身 欠 損。

　 　 　 　 表 面 磨 滅 。 持 物 不 明 。

559(1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 頭 部 欠 損 。 表 面 磨

　 　 　 　 滅 。 持物 不 明。 台 座 に 複 数個 の壺 。

560　 (1)Jambhala?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCLV(A);森(雅)

　 　 　 　 1990:3.11.24

　 　 (5)遊 戯 坐 。 女 尊 と脇 侍 を と も な う。

　 　 　 　 台 座 左 右 に 帰 依 者 。 表 面 磨 滅 の た

　 　 　 　 め 詳 細 不 明。
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561　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCXLII(B)

　 　 (5)頭 部 のみ 残 存 。 左 右 に 壺 の 浮 彫 。

　 　 　 　 垂 髪 。三 山頭 飾 。

562　 (1)Jambhala?

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1983:Pl.　 CCLVII(B)

　 　 (5)頭 部 の み残 存 。垂 髪 。 三 山頭 飾 。

563　 　(1)　Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 l983:Pl.　 CCXV(B);森(雅)

　 　 　 　 1990:3.11.15

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 詳 細 は不 明 。 建 築

　 　 　 　 材 の一 部 。

564　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Benisti　 1981:Fig.150;森(雅)

　 　 　 　 1990:3.11.14

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果,左 手 不

　 　 　 　 明。 垂 髪 。 三 山 頭 飾,首 飾 り,脅

　 　 　 　 釧,腕 釧,聖 紐 。 台 座 に 壺 と帰 依

　 　 　 　 者 の浮 彫 。 奉 献 塔 の寵 中 の 浮 彫 。

565　 (1)Jambhala

　 　 (2)Ratnagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)Mitra　 1981:Pl.　 LXXIII(C)

　 　 (5)遊 戯 坐。鼓 腹 。持 物 不 明 。髪 髪 冠?。

　 　 　 　 台 座 に壺 の 浮 彫 。 奉 献 塔 の 寵 中 の

　 　 　 　 浮 彫 。

566　 (1)Jambhala

　 　 (2)Lalitagiri

　 　 (3)　Stone

　 　 (4)　 [図159]

　 　 (5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果,左 手 マ

　 　 　 　 ン グ ース(宝 を 口か ら吐 き 出す)。

　 　 　 　 垂 髪 。 三 山 頭 飾,首 飾 り,腎 釧,

567

568

569

570

571

　 　腕 釧 。 台座 に壺 の 浮 彫 。 光 背 上 部

　 　左右 に飛 天 。

(1)Jambhala

(2)Lalitagiri

(3)　Stone

(4)佐 和1982:124図;頼 富1991b:図6

(5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果,左 手 マ

　 　 ン グ ース(宝 を 口か ら吐 き出 す)。

　 　大 き く髪 を ひ とつ に 結 う。 垂 髪 。

　 　三 山頭 飾,首 飾 り,管 釧,腕 釧 。

　 　台 座 に 壺 の 浮 彫 。 光 背 上 部 左 右 欠

　 　損 。

(1)Jambhala

(2)Udayagiri

(3)　Stone

(4)　 [図160]

(5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果?,左 手

　 　 マ ング ー ス(宝 を 口か ら吐 き出す)。

　 　大 き く髪 を ひ とつ に 結 う。 髪 讐 冠 。

　 　三 山 頭 飾,丸 い 耳 飾 り,首 飾 り,

　 　壁 釧,腕 釧 。 台 座 に 壼 の 浮 彫 。 光

　 　背 上 部 左 右 に 飛 天 。

(1)Jambhala

(2)Udayagiri

(3)　Stone

(4)　Sahu　 1958:Fig.16

(5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果,左 手 は

　 　膝 の 上 に置 く。 垂 髪 。 三 山 頭 飾,

　 　 首 飾 り,管 釧,腕 釧 。

(1)Jambhala

(2)Baripada

(3)　Stone

(4)　Sahu　 1958:Fig.80

(5)遊 戯 坐 。 鼓 腹 。 右 手 樹 果,左 手 マ

　 　 ソ グ ー ス?。 三 山頭 飾,首 飾 り,

　 　 轄 釧,腕 釧,聖 紐 。 台 座 に 壺 の 浮

　 　 彫 。

(1)Jambhala

(2)Khaira

(3)Stone,9c(Mus}

(4)森1997a:図43,　 No.28
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(5)遊 戯坐。右手 与願印 に宝?,左 手

　 不 明。髪髪冠 。耳飾 り,首 飾 り,

　 腕釧 。台座 に5個 の壺 の浮 彫。光
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1

　 背上部左右V'も 壷の浮彫。
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　　　　　　　作例 リス ト索引

　※数字は作例 リス トの通 し番号を示す。

脇侍等尊名

ヴ ァス ダー ラー 　 　60

ガネ ー シ ャ　　 　 　 415-417

カー ラ ラー ト リ　 　539,540

観 音 　 　 　 　 　 　 　9,46,49,100

虚 空 蔵 　 　 　 　 　 　100

金 剛 華 　 　 　 　 　 　13

金 剛 香 　 　 　 　 　 　13

金 剛 薩 錘 　 　 　 　 　2,3,51,63,471

金 剛 手 　 　 　 　 　 　9,34,44,45,53,114

金 剛 塗 香.　 　 　 　 13

金 剛 燈 　 　 　 　 　 　13

地 蔵 　 　 　 　 　 　 　40

除 蓋 障 　 　 　 　 　 　6

ス ダ ナ ク マ ー ラ　 　 209,210,215,229

ス ー チ ー ム カ 　 　 　214,ais,236

帝 釈 天 　 　 　 　 　 　141,142,144,145

タ ー ラ ー 　 　 　 　 　209,　 210,　 212-214,

　　　　　　　　　　　　　　　　229,　 231,　 235,　 236,

　　　　　　　　　　　　　　　　249,　　251,　　253-259,

　　　　　　　　　　　　　　　　261,264,272,379

チ ャ ンダ マ ハ ー ロー シ ャナ 　46

バ イ ラ ヴ ァ　 　 　 　539,540

八 大 菩 薩 　 　 　 　 　6,14,36-39,100,104,

　　　　　　　　　　　　　　　　115,116

ハ ヤ グ リー ヴ ァ　 　209,210 ,214,215,

　　　　　　　　　　　　　　　　227,　 229,　 248,　 249,

　　　　　　　　　　　　　　　　252-259,　 　261,　　272,

　　　　　　　　　　　　　　　　273,279

普 賢 　 　 　 　 　 　 　114

仏(坐 像)　 　 　 　 44,101,203,211,

　　　　　　　　　　　　　　　　223-225,　 　230,　　233,

　　　　　　　　　　　　　　　　239,　 240,　 248,　 249,

　　　　　　　　　　　　　　　　251,　　252,　　254-259,

　　　　　　　　　　　　　　　　278,　 354,　 390,　 418,

　　　　　　　　　　　　　　　　429,499,521,522,530

ブ リクテ ィ ー 　 　 　209-214,　 229,　 231,

　　　　　　　　　　　　　　　　　235,　　　　236,　　　　251,

　　　　　　　　　　　　　　　　　253-255,258,264,379

梵 天 　 　 　 　 　 　 　141,142,144,145

未 比 定 女 性 　 　 　 　60,98,163,226,230,

　　　　　　　　　　　　　　　　　303,　　328,　　330-332,

　　　　　　　　　　　　　　　　　335,　　339,　　350-352,

　　　　　　　　　　　　　　　　　355,　　369-371,　 　373,

　　　　　　　　　　　　　　　　　375-380,　 　423,　　430,

　　　　　　　　　　　　　　　　　442,　 469,　 472,　 479,

　　　　　　　　　　　　　　　　　524,526,529

未 比 定 女 尊 　 　 　 　20,54,257-259,264,

　　　　　　　　　　　　　　　　　276,　 310,　 386,　 415,

　　　　　　　　　　　　　　　　　417,　 429,　 441,　 445,

　　　　　　　　　　　　　　　　　446,　　448,　　45　　452,

　　　　　　　　　　　　　　　　　493,　 521,　 522,　 529,

　　　　　　　　　　　　　　　　　530,560

未 比 定 男 性 　 　 　 　354,355,371,380

弥 勒 　 　 　 　 　 　 　9,40

文 殊 　 　 　 　 　 　 　6,9,46,49,118

ヤ マ ー ン タ カ　 　 　327,334

蓮 華 手 　 　 　 　 　 　34,44,45,53

印 ・持 物

　　ア シ ョー カ樹 の花445-448,465,529

　　糸　 　 　 　 　 　 　 　444-446

　　斧231,429,539,540

鉤41,446,451,452,467,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53　 533

　　合 掌 　 　 　 　 　 　 　54,146,147,149,163,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　169,　 258,　 268,　 269,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　337,　 355,　 369,　 373,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　439-441,471,530

　　カ トヴ ァー ンガ 　 　471,536,539,540,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　542-544

　　カパ ー ラ　 　 　　 　 471,　 525,　 536,　 539,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　540,542

　　カ ル トリ　 　 　 　 　 529,539,540,542

期 剋 印　 　 　 　 　 　355,415-418,438,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　444-447,　 　449,　　450,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　452-465,　 　532,　　533,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　537,538
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寅輯　　　　　　　　　　　　　　46,289-293,303,332,

　　　　　　　　　　　　　　　　　355,　 369,　 370,　 450,

　　　　　　　　　　　　　　　　　467,525,534-538,545

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

絹索 　 　 　 　 　 　 　46,25f,252,254,255,

　　　　　　　　　　　　　　　　　259,　 264,　 270,　 271,

　　　　　　　　　　　　　　　　　334,　 354,　 416,　 429,

　　　　　　　　　　　　　　　　　444-447,　 　449,　　450,

　　　　　　　　　　　　　　　　　452,　 530,　 532,　 533,

　　　　　　　　　　　　　　　　　535,537-X40

穀物 の穂 　 　 　 　 472-478,480

金 剛杵 　 　 　 　 　 　36,37,41,348-368,

　　　　　　　　　　　　　　　　　429,　 4381　 442,　 444,

　　　　　　　　　　　　　　　　　447-449,　 　454,　　455,

　　　　　　　　　　　　　　　　　457-461,　 　463,　　471,

　　　　　　　　　　　　　　　　　532,533,:539,540,545

金 剛鈴 　 　 　 　 　 　41,357-368,539,540,

　　　　　　　　　　　　　　　　　545

三 叉戟 　 　 　 　 　 　257,450,539,540,547

三 蕾 　 　 　 　 　 　 　36,37

樹 果 　 　 　 　 　 　 　548-554,564,566-570

数珠 　 　 　 　 　 　 　226,231;233,234,

　　　　　　　　　　　　　　　　　236,238-243;245-260,

　　　　　　　　　　　　　　　　　263,　 264;,　268,　 269,

　　　　　　　　　　　　　　　　　354,　　　 379,　　　 398,

　　　　　　　　　　　　　　　　　424-,426,429,431-437,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　442,443,X30,531,536

定 印 　 　 　 　 　 　 1-8,44,1:01,105-124,

　　　　　　　　　　　　　　　　　212,　 215;　 230,　 244,

　　　　　　　　　　　　　　　　　251,　 252;　 254,　 258,

　　　　　　　　　　　　　　　　　264,　　　　310,　　　　331,

　　　　　　　　　　　　　　　　　424-426,429-437,479,

　　　　　　　　　　　　　　　　　499,529,:530

植 物 　 　 　 　 　 　 　36,37,50,224,343,

　　　　　　　　　　　　　　　　　352,　 　373-375,　 　399,

　　　　　　　　　　　　　　　　　501,524

水 瓶 　 　 　 　 　 　 　226,231,233,234,

　　　　　　　　　　　　　　　　　236,　　　　2,39,　　　　242,

　　　　　　　　　　　　　　　　　245-250,　 　　　254-256,

　　　　　　　　　　　　　　　　　258-260,　 　346,　　354,

　　　　　　　　　　　　　　　　　379,　 426;　 427,　 433,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　437,443,472
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睡 蓮 　 　 　 　 　 　 　36,37,49,226,231,

　　　　　　　　　　　　　　　　　249,　　　　251,　　　　254,

　　　　　　　　　　　　　　　　　256-259,　 　261,　　2b4,

　　　　　　　　　　　　　　　　　289,・　　　 294,　　　　295,

　　　　　　　　　　　　　　　　　297-319,　 　　　321-325,

　　　　　　　　　　　　　　　　　327-336,339,348-356,

　　　　　　　　　　　　　　　　　369,　 371,　 372,　 376,

　　　　　　　　　　　　　　　　　380,388,429,482-533

施 無 畏 印 　　 　 　 　 125-135,142,151-161,

　　　　　　　　　　　　　　　　　165,　 166,　 212,　 258,

　　　　　　　　　　　　　　　　　264,343-345,451,529

象 の 皮 　 　 　 　 　 　530,539,540

触 地 印 　 　 　 　 　 　21-96,212,215,223,

　　　　　　　　　　　　　　　　　225,　 239,　 252,　 254,

　　　　　　　　　　　　　　　　　258,　 264,　 280,　 331,

　　　　　　　　　　　　　　　　　338,348,354,529,530

ダ マル 　 　 　 　　 　 539,540

智 拳 印　 　 　 　 　 　10,12,13,212

転 法 輪 印 　 　 　 　 　9-20,162,215,258,

　　　　　　　　　　　　　　　　　259,　　264,　　294-302,

　　　　　　　　　　　　　　　　　346,347,441,529

鉢 　 　 　 　 　 　 　 　429

針444-446,452

宝 珠 　 　 　 　 　 　 　36,37,371,372

払 子 　 　 　 　 　 　 　11,101,ll8,141,142,

　　　　　　　　　　　　　　　　　144,　 145,　 166,　 169,

　　　　　　　　　　　　　　　　　223,　 230,　 330,　 331,

　　　　　　　　　　　　　　　　　348,　 352,　 355,　 429,

　　　　　　　　　　　　　　　　　442,469,472,529,

ほ ら貝 　 　 　 　 　 　429,532,533

梵 爽 　 　 　 　 　 　 　36,　 37,　 49,　 264,

　　　　　　　　　　　　　　　　　290-295,297-299,302,

　　　　　　　　　　　　　　　　　304-319,321-323,325,

　　　　　　　　　　　　　　　　　327,　 329,　 333,　 355,

　　　　　　　　　　　　　　　　　388,429,430

梵 天 の首 　 　 　 　 　539,540

マ 〃 一 ス 　 .548-554,566-568,570

未 敷 蓮 華 　 　 　 　 　226,　 　 231,　 　 253,

　　　　　　　　　　　　　　　　　256-259,261,264-2'66,

　　　　　　　　　　　　　　　　　272

矢41,419,429,438,



森　 オ リッサ州 カタック地 区の密教美術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　445-448,　 　450,　　451,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　454,　　458-461,　 　463,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　464,532,533

　　弓41,419-422,429,438,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　444,　 445,　 447,　 448,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45　　464,532,533,545

　　与 願 印　 　 　 　 　 　44,50,97-104,141,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　144-150,152-156,159,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161,　 163,　 165,　 167,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　195-197,199-264,272,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　280,303-318,324-328,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　330,　　335,　　340-342,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　352,　　　 354,　　　 356,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　369-371,373-377,379,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　380,　　　　400,　　　　407,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　418-422,429-431,441,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　442,472-479,481-532

　　龍 華 　 　 　 　 　 　 　37,338-346

　　蓮 華 　 　 　 　 　 　 　36,37,49,195-230,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　232-252,　 　　　254-260,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　263-266,268-270,274,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　289,　　　　293,　　　　330,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　369-371,　 　376,　　377,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　379,　 393,　 411,　 414,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　424,　　　　429,　　　　432,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43　　441,45Q,472,526

装 飾 モ チー フ等

　　馬 　　　　　　　　　　　　　　　47,56,61,62,444,468

　　帰 依 者 　 　 　 　 　 　2,7,10,12,31,33,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37-39,41,45,46,48,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49,52,54,56,62,63,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65,　66,　68,　 84,　105,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　116,　　141,　　146-149,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　152-156,　 　158,　　165,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　195,　　204,　　212-214,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230,　 240,　 263,　 358,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　359,　 375,　 377,　 418,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　424,　 429,　 430,　 432,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　441,　　　　444,　　　　471,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　483-486,504,515-517,

　　　　　　　　　　　　　　　　521,　　522,　　527-529,

　　　　　　　　　　　　　　　　533,　 539,　 540,　 551,

　　　　　　　　　　　　　　　　 560,564

ク ッシ ョ ン　　　　　69

供 物 　 　 　 　 　 　 　22,25,31,37,39,45,

　　　　　　　　　　　　　　　　46,4$,54,56,61,63,

　　　　　　　　　　　　　　　　66,　 67,　85,　87,　 105,

　　　　　　　　　　　　　　　　 116,　 230,　 304,　 353,

　　　　　　　　　　　　　　　　368,　 424,　 429,　 430,

　　　　　　　　　　　　　　　　432,　　441,　　483-486,

　　　　　　　　　　　　　　　　 504,521,522,533,540

グ リフ ォ ソ 　 　 　 33,47,56,61,62,529

傘 蓋 　 　 　 　 　 　 　44,45,109,110,ll5,

　　　　　　　　　　　　　　　　　141,　 142,　 144,　 145,

　　　　　　　　　　　　　　　　342,　　415-417,　 　423,

　　　　　　　　　　　　　　　　469,470

山岳 表 現 　 　 　 　 　212-214

獅 子 　 　 　 　 　 　 　5,8,35,44,47-49,52,

　　　　　　　　　　　　　　　　53,56,60,61,63-65,

　　　　　　　　　　　　　　　　69,　84,　98,　115,　202,

　　　　　　　　　　　　　　　　204,　 242,　 296,　 302,

　　　　　　　　　　　　　　　　352,　 492,　 521,　 549,

　　　　　　　　　　　　　　　　 550,552

七 宝 　 　 　 　 　 　 212,213,441,529

樹 木 　 　 　 　 　 　 　9,39,46,53-65,98,

　　　　　　　　　　　　　　　　447

人 物 　 　 　 　 　 　 　27,33,47,55,56,61,

　　　　　　　　　　　　　　　　62,78,　 107,215,227,

　　　　　　　　　　　　　　　　231,　　　　246,　　　　258,

　　　　　　　　　　　　　　　　262-264,　 　276,　　302,

　　　　　　　　　　　　　　　　470,　 472,　 530,　 536,

　　　　　　　　　　　　　　　　 539,540

水 牛 　 　 　 　 　 　 　334,538

象8,56,58

壼 　　　　　　　　　　　　　548-551,　 　553,　　554,

　　　　　　　　　　　　　　　　557,　 559,　 561,　 564,

　　　　　　　　　　　　　　　　565-568,571

ナ ー ガ(龍)　 　 　 6,40,53,100,ll4,

　　　　　　　　　　　　　　　　230,330

二 鹿 　 　 　 　 　 　 　9-12,14,20,127,128,

　　　　　　　　　　　　　　　　 13　 134

455



飛 天 　 　 　 　 　 　 　4-6,9,111,12,20,36,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　　　　　40,　 45-49,　 51,　 54-56,

　　　　　　　　　　　　　　　　　58,60,62,63,65-75,

　　　　　　　　　　　　　　　　　85,　 87,　 i98-101,　 105,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{

　　　　　　　　　　　　　　　　　114,　 11$,　 136,　 141,

　　　　　　　　　　　　　　　　　163,　 195,　 199,　 202,

　　　　　　　　　　　　　　　　　204,　 20'1,,　 209,　 210,

　　　　　　　　　　　　　　　　　226,　 221,　 229,　 230,

　　　　　　　　　　　　　　　　　241,　 25C1,　 262,　 263,

　　　　　　　　　　　　　　　　　275,　 295,　 304,　 308,

　　　　　　　　　　　　　　　　　328-330,　 　333,　 　335,

　　　　　　　　　　　　　　　　　339,　 　3511-353,　 　355,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:　　　　　　　　　　　　　　　　　360
,369-373,375-377,

　　　　　　　　　　　　　　　　　381,　 382,,　 391,　 393,

　　　　　　　　　　　　　　　　　415,　 424,　 428,　 441,

　　　　　　　　　　　　　　　　　442,　 　　　'444,　　　　451,

　　　　　　　　　　　　　　　　　471-475,'481-484,486,

　　　　　　　　　　　　　　　　　491,　 493,　 498,　 500,

　　　　　　　　　　　　　　　　　504,　 507.,　 520,　 525,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

　　　　　　　　　　　　　　　　　529,　 533,　 539,　 540,

　　　　　　　　　　　　　　　　　551,566,568

仏 塔(チ ャ イ トヤ)24,47,52,57,61,340,

　　　　　　　　　　　　　　　　　359,　 445,,　 448,　 451,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　452,529

蛇109-111,ll5,257,

　　　　　　　　　　　　　　　　　355,429

法輪 　 　 　　 　 　 　 9-12,14,120,112,127,

　　　　　　　　　　　　　　　　　128,130-'134

マ ー ラ　 　 　 　 　 47,54,415

マ ー ラの娘 　 　 　 　60-62

水 鳥 　 　 　 　 　 　 　52,56,62,136,423

銘文 　 　 　 　 　 　 　21,54,1!)5,107,125,

　　　　　　　　　　　　　　　　　228,　 236,　 258,　 353,

　　　　　　　　　　　　　　　　　358,381,'446,491

野猪 　 　 　 　 　 　 　445-455,　 　 457-464,

　　　　　　　　　　　　　　　　　一..一.,

蓮 華 　 　 　 　 　 　 　205,289,331,346,

　　　　　　　　　　　　　　　　　368,450,554
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地 名(ラ トナ ギ リ,ラ リタギ リ,ウ ダ ヤ ギ リ

　　　　を 除 く)

　 Astaranga　 　　　　 458

　Ayodhya　 　　　　　229,329,446,504,533　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

　 Baleshwar(Balasore)　 　347,349

　 Baneswaranasi(Banesvaranasi)　 　75,214,

　　　　　　　　　　　　　　　　　440

　 Bania　Shahi　 　　　　431

　 Baripada　 　　　　　　570

　Baud　 　　　　　　　　73,243,342

　 Bhuvaneswar(Bhuvanesvar)　 　16,231,

　　　　　　　　　　　　　　　　　232,284,430,500,

　　　　　　　　　　　　　　　　　501,503

　Choudwar{Chauduar)　 　210,213,441,

　　　　　　　　　　　　　　　　　471,525

　Dharmasala　 　　　 263

　Kendra(Kendrapara)　 　335,445

　Khadipada　 　　　　 15,32,349

　Khaira　 　　　　　　 74,571

　Khiching　 　　　　　　　39,64,65,289,447

　Mangarpur　 　　 　 522

　Maricipur　 　 　 　 451

　Narasinghapur　 　　33

　Nathmara　 　　　　 119

　0disoandeigoda　 　　450

　Prachi　 Valley　 　　　545

　Ramcandi　 　　　　 452

　Sirpur　 　　　　　　　　　 34,35

　Solampur(Salempur)　 76,358,359,526

　`Udla　 　　　　　　　 449

　Vajragiri　 　　　　　　　　208,　 215,　 285,　 286,

　　　　　　　　　　　　　　　　　295,308,355,394,443


